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１．はじめに 

 本報告書は，「地下水地盤環境に関する研究協議会」が独自に計測したものの他，下記の各機関

から提供していただいた地下水位および水質データをとりまとめたものです。使用したデータ資

料は以下のとおりです。 

 

●国土交通省関係（地下水位・地下水の水質） 

 ・平成 27 年地下水位・平成 27 年地下水の水質；国土交通省近畿地方整備局 

 

●大阪府関係（地下水位・その他） 

 ・平成 27年 地盤沈下地下水位観測月報（速報）；大阪府環境農林水産部 

 ・大阪府環境白書（2015 年版）；大阪府ホームページ 

（http://www.pref.osaka.lg.jp/kannosuisoken/hakusyo/hakusyo_2015.html） 
 
●大阪市関係（地下水位） 
 ・大阪市内地盤沈下・地下水位観測結果報告書（平成 27 年 3 月）；大阪市環境局環境保全部 
（平成 26 年データ掲載分） 
・大阪市内地盤沈下・地下水位観測結果報告書（平成 28 年 3 月）；大阪市環境局環境保全部 
（平成 27 年データ掲載分） 

 

●気象庁関係（降水量） 

 ・大阪管区気象台 平成 27 年降水量データ；気象庁ホームページ 

（http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php） 
 

 

 各資料の提供機関および原稿提供者の方々に厚くお礼申し上げます。 
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２．地下水観測井の諸元 

 本報告書で取り扱った地下水位情報の観測井は以下のとおりである． 

 

（観測井の種類）    （番号または記号）  （本数） 

 １．国土交通省管理観測井：  1～10，Ａ11～Ａ21  21 本 
 ２．大阪府環境農林水産部管理観測井： 11～25, 41～49   24 本 
 ３．大阪市環境局管理観測井：  26～40    15 本 

（本報告書には平成 26 年・平成 27 年データを新たに掲載）        
 ４．引き継ぎ観測井 
   多層地下水位観測井（間隙水圧計埋設型）： ロ－マ字（地点名頭文字）     7 本 
            （孔内計測型）： N1～N6      6 本 
 

（注１）廃止された観測井についても，過去のデータを掲載しています 

 

 

 それぞれの観測井の諸元を表 2.1に示す。また，各観測井の位置を番号・記号によって図 2.1

に示す。 

 多層地下水観測井は，いずれも複数の帯水層（一部粘土層）ごとに計測しているので，間隙水

圧計ごとに別々の諸元を示した。 
 地下水位観測対象の推定帯水層は，「新関西地盤－大阪平野から大阪湾」（2007）；（KG-NET・
関西圏地盤研究会）に掲載されている地層の平面分布図やボーリング断面図を参考として推定し

たもので，上部より沖積層，第１洪積砂礫層（従来の天満層にほぼ相当），大阪層群砂礫層の３区

分で示した。ただし，沖積粘土層（Ma13 層）と最上位の洪積粘土層（Ma12 層）が明確に分布

しない地域では第１洪積砂礫層の区分ができないため，スクリーン深度が沖積層以下のものは全

て「大阪層群砂礫層」として示した。 

 さらに，便宜的にストレーナ深度がおよそ G.L.-20m よりも浅い井戸について，KG-NET・関

西圏地盤情報協議会が保有する「関西圏地盤情報データベース」を利用して，周辺地盤の状況を

明らかにした（図 2.2～2.10）。 
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表 2.1(1) 国交省・大阪府・大阪市管理観測井諸元 

（本報告書に掲載の観測井のみ掲載） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

1 長居 大阪市東住吉区鷹合三丁目 国土交通省 7.37 8.37 2.2～20.2 沖積層～大阪層群砂礫層 1999年廃止

2 野田 大阪市福島区吉野五丁目 〃 0.46 1.46 2.2～10.2 沖積層

3 住之江 大阪市住之江区御崎八丁目 〃 3.69 4.67 2.9～10.5 沖積層

4 大宮 大阪市旭区大宮四丁目 〃 3.79 4.78 2.7～8.7 沖積層

5 生野 大阪市生野区林寺六丁目 〃 5.49 6.49 2.2～18.2 沖積層

6 新森小路 大阪市旭区新森六丁目 〃 2.66 3.66 51.2～68.2 大阪層群砂礫層 2014年8月廃止

7 鴫野 大阪市城東区鴫野西三丁目 〃 2.49 3.49 23.2～27.2 大阪層群砂礫層

8 南恩加島 大阪市大正区南恩加島三丁目 〃 2.12 3.17 2.9～6.9 沖積層 1997年廃止

9 大和田 大阪市西淀川区大和田四丁目 〃 -0.24 0.76 40.1～48.6 大阪層群砂礫層 2000年廃止

10 加美東 大阪市平野区加美東五丁目 〃 8.26 9.26 32.6～45.4 大阪層群砂礫層

A11 鮎川 茨木市鮎川二丁目 〃 9.48 10.47 7.0～9.4 沖積層

A12 友井 東大阪市友井二丁目 〃 7.40 8.38 2.7～7.9 沖積層

A13 高槻 高槻市道鵜町三丁目 〃 9.36 10.38 7.2～14.2 沖積層

A14 堺北 堺市北区新金岡町三丁 〃 17.45 18.75 2.0～12.0 大阪層群砂礫層

A15 堺南 堺市中区陶器北 〃 57.27 57.28 3.0～13.0 大阪層群砂礫層 2010年廃止

A16 門真 門真市柳田町 〃 3.75 4.73 5.1～13.1 沖積層

A17 曽根 豊中市曽根西町一丁目 〃 14.30 14.03 54.0～64.8 大阪層群砂礫層

A18 点野 寝屋川市点野五丁目 〃 5.67 6.71 22.2～30.2 沖積層

A19 志紀 八尾市志紀町西二丁目 〃 13.53 14.58 13.4～20.2 沖積～第1洪積砂礫層

A20 鳥飼西 摂津市鳥飼西三丁目 〃 5.13 6.13 41.8～53.2 大阪層群砂礫層

A21 八尾 八尾市太田三丁目 〃 13.29 14.31 12.7～20.7 沖積～第1洪積砂礫層

11 豊中 豊中市庄内幸町四丁目 大阪府 － 3.80 24.9～47.0 大阪層群砂礫層

12 吹田 吹田市中の島町三丁目 〃 － 5.52 19.1～32.9 大阪層群砂礫層

13 庭窪1-1 〃 － 4.69 34.0～49.5 大阪層群砂礫層

14  〃 1-2 〃 － 4.71 60.0～85.0 大阪層群砂礫層

15  〃 1-3 〃 － 4.71 208.0～238.5 大阪層群砂礫層

16  〃 2-1 〃 － 4.84 31.5～45.0 大阪層群砂礫層

17  〃 2-2 〃 － 4.86 59.0～101.0 大阪層群砂礫層

18  〃 2-3 〃 － 4.86 208.0～238.5 大阪層群砂礫層

19 南郷 大東市太子田一丁目 〃 － 3.53 37.7～50.0 大阪層群砂礫層

20 長瀬 東大阪市大蓮東二丁目 〃 － 9.75 129.8～140.0 大阪層群砂礫層

21 鴻池1 〃 － 4.15 92.0～97.0 大阪層群砂礫層

22  〃 2 〃 － 4.25 170.0～191.0 大阪層群砂礫層

23 堺5-1 〃 － 5.09 25.3～50.0 第１洪積砂礫層

24 〃5-2 〃 － 5.20 68.0～132.0 大阪層群砂礫層

25 〃5-3 〃 － 5.20 160.5～299.1 大阪層群砂礫層

堺市築港新町三丁目

管頭高
(O.P.m)

スクリーン深度
(G.L.-m)

番号 推定帯水層 備考所在地観測井

2007年廃止守口市淀江町一丁目

1998年廃止

守口市淀江町一丁目

東大阪市南鴻池一丁目

管理者
地盤高
(O.P.m)
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表 2.1(2) 国交省・大阪府・大阪市管理観測井諸元 

（本報告書に掲載の観測井のみ掲載） 

 

 

 
 
 
 

26 天保山B 大阪市港区築港四丁目 大阪市 － 3.56 96.0～100.5 大阪層群砂礫層

27 鶴町B 大阪市大正区鶴町二丁目 〃 － 3.66 25.0～30.0 第１洪積砂礫層

28 此花 大阪市此花区島屋五丁目 〃 － 1.36 23.0～28.0 第１洪積砂礫層

29 姫島 大阪市西淀川区姫島四丁目 〃 － 1.48 63.0～68.0 大阪層群砂礫層

30 十三 大阪市淀川区十三元今里一丁目 〃 － 4.35 96.6～100.0 大阪層群砂礫層

31 中之島A 〃 － 4.03 91.0～96.0 大阪層群砂礫層

32 　〃　B 〃 － 4.01 178.0～183.0 大阪層群砂礫層

33 蒲生 大阪市城東区中央三丁目 〃 － 2.45 91.0～96.0 大阪層群砂礫層

34 港A 〃 － 2.49 348.0～353.0 大阪層群砂礫層

35 〃B 〃 － 2.49 441.0～446.0 大阪層群砂礫層

36 〃C 〃 － 2.50 183.0～188.0 大阪層群砂礫層

37 生野A 〃 － 5.92 13.5～16.5 第１洪積砂礫層

38  〃 B 〃 － 6.02 170.0～180.0 大阪層群砂礫層

39 柴島 大阪市東淀川区柴島一丁目 〃 － 4.85 170.0～175.0 大阪層群砂礫層

40 馬場町（Ⅱ） 大阪市中央区大手前四丁目 〃 － 25.13 136.7～142.2 大阪層群砂礫層

41 堺A-1 堺市堺区大浜西町18-1 大阪府 － 5.79 27.7～49.5 大阪層群砂礫層

42 堺A-2 堺市堺区大浜西町18-1 〃 － 5.79 63.4～139.6 大阪層群砂礫層

43 堺A-3 大浜公園内 〃 － 5.78 173.9～229.5 大阪層群砂礫層

44 岸和田第2 〃 － 3.66 128.0～134.0 大阪層群砂礫層

45 岸和田第3 〃 － 2.60 261.0～288.0 大阪層群砂礫層

46 貝塚1 〃 － 18.23 126.5～132.0 大阪層群砂礫層

47 貝塚2 〃 － 18.25 190.5～194.5 大阪層群砂礫層

48 泉佐野
泉佐野市住吉町9-6

大阪府佐野漁港管理事務所内
〃 － 5.23 133.0～145.6 大阪層群砂礫層

49 泉南
泉南市樽井4-29-1

泉南市立樽井小学校内
〃 － 6.04 154.0～172.0 大阪層群砂礫層

（※）大阪府観測井のうち，吹田第２，高槻，八尾は管頭標高が不明のためグラフ化せず

（※）国土交通省の観測井の管頭標高（O.P.)は、T.P.値に1.30mを加えて算出したもの。

（※）大阪市の観測井の管頭標高は平成25年測量値（T.P.）に1.30mを加えて算出したもの。
ただし「測地成果2011平均成果」で計算されたT.P.からのO.P.換算値は、あくまでも参考値である。

推定帯水層 備考

岸和田市春木大国町8-20

岸和田市天の川下水ポンプ場内

貝塚市半田464

岸和田貝塚清掃工場跡地内

地盤高
(O.P.m)

管頭高
(O.P.m)

スクリーン深度
(G.L.-m)

番号 観測井 所在地 管理者

（※）大阪府観測井（現在観測中）の管頭標高は平成20年１月の値

大阪市港区田中三丁目

大阪市生野区巽東四丁目

大阪市北区中之島一丁目
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表 2.1(3) 地下水位観測井（協議会管理：間隙水圧計埋設型）諸元 

（H27年データ計測中の観測井のみ掲載） 

 

  

SAKU-1 桜川-1 2.83 7.5 沖積層

SAKU-2  〃 -2 〃 13.4 沖積層（粘土）

SAKU-3  〃 -3 〃 29.0 第一洪積砂礫層

SAKU-4  〃 -4 〃 46.8 大阪層群砂礫層

MORI-1 森ノ宮-1 9.0 沖積層

MORI-2 　〃　-2 26.0 大阪層群砂礫層

TANI-1 谷町-1 19.43 5.5 第一洪積砂礫層 計器良好

TANI-2  〃 -2 〃 7.8 大阪層群砂礫層 計器破損

TANI-3  〃 -3 〃 20.0 大阪層群砂礫層 計器破損

TANI-4  〃 -4 〃 25.8 大阪層群砂礫層 計器良好

TANI-5  〃 -5 〃 30.0 大阪層群砂礫層 計器良好

SENB-1 南船場-1 5.70 13.5 沖積層

SENB-2 　〃　-2 〃 19.0 沖積層（粘土）

SENB-3 　〃　-3 〃 22.5 沖積層

SENB-4 　〃　-4 〃 30.0 第一洪積砂礫層

SENB-5 　〃　-5 〃 36.0 第一洪積砂礫層

SENB-6 　〃　-6 〃 57.0 大阪層群砂礫層

KITA-1 玉造北-1 4.60 6.0 沖積層 計器破損

KITA-2 　〃　-2 〃 10.0 大阪層群砂礫層 計器破損

KITA-3 　〃　-3 〃 17.0 大阪層群砂礫層 計器良好

KITA-4 　〃　-4 〃 21.5 大阪層群砂礫層 計器良好

KITA-5 　〃　-5 〃 33.0 大阪層群砂礫層 計器破損

TAMA-1 玉造-1 6.19 6.0 沖積層

TAMA-2  〃 -2 〃 11.5 大阪層群砂礫層

TAMA-3  〃 -3 〃 16.8 大阪層群砂礫層

TAMA-4  〃 -4 〃 28.2 大阪層群砂礫層 計器破損

SHIN-1 心斎橋-1 4.45 8.0 沖積層

SHIN-2 　〃　-2 〃 11.0 〃

SHIN-3 　〃　-3 〃 18.5 〃

SHIN-4 　〃　-4 〃 24.5 第一洪積砂礫層

SHIN-5 　〃　-5 〃 33.0 第一洪積砂礫層

計器良好

計器良好

大阪市浪速区

幸町二丁目

大阪市中央区

南船場四丁目

大阪市中央区

南船場三丁目

大阪市中央区

安堂町一丁目

大阪市中央区

玉造二丁目

大阪市中央区

玉造一丁目

観測井

H26年データロガー故障⇒

H27年7月に再設置

（～7/21データ欠測）

番号

大阪市城東区

森之宮一丁目

計器の状態

データ取得状況 等

計器良好

（メモリ―オーバーのため，

データ欠測（9/27～））

地盤高

(O.P._m)

間隙水圧計

設置深度

（G.L.-m)

推定帯水層所在地

計器良好
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表 2.1(4) 地下水位観測井（協議会管理：孔内計測型）諸元 

 

 
 
 

1.15 0.64 33.50～37.50 第1洪積砂礫層

1.15 0.59 52.25～56.25 第2洪積砂礫層

1.75 1.00 27.60～31.60 第1洪積砂礫層

1.75 0.99 52.80～56.80 第2洪積砂礫層

4.88 4.33 18.00～22.00 沖積層

4.88 4.38 36.50～40.50 第1洪積砂礫層

4.95 4.20 36.20～40.20 第1洪積砂礫層

5.10 4.61 57.70～61.70 第2洪積砂礫層

3.15 2.39 35.30～39.30 第1洪積砂礫層

3.15 2.56 55.75～59.75 第2洪積砂礫層

3.28 3.17 36.00～40.00 第1洪積砂礫層

3.28 2.99 60.00～64.00 第2洪積砂礫層

大阪市中央区
道修町3丁目2
番10号

N6

福島公園

西梅田公園

西天満公園

中之島西公園

西船場公園

市道 修道町線

N3

N4

N1

N2

N5

大阪市福島区
福島5丁目16
番地

大阪市北区梅
田2丁目6番地

大阪市北区西
天満5丁目7番
地

大阪市北区中
之島6丁目3番
地

大阪市西区京
町堀1丁目11
番地

番号 観測井 所在地 観測帯水層
地盤高
(O.P.m)

管頭高
(O.P.m)

スクリーン深度
(G.L.-m)
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図 2.1(1) 地下水位観測井位置図（大阪北部～中部）（本報告書に掲載したもの） 
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図 2.1(2) 地下水位観測井位置図（大阪南部）（本報告書に掲載したもの） 
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２．野田 

          

＜ボーリング位置図＞                      ＜ボーリング柱状図凡例＞ 

 

図 2.2 「野田」観測井周辺のボーリング柱状図 

（ボーリングデータは KG-NET・関西圏地盤情報協議会 関西圏地盤情報データベースを使用） 

ストレーナ深度 

－9－



３．住之江 

  

＜ボーリング位置図＞                      ＜ボーリング柱状図凡例＞ 

 
図 2.3 「住之江」観測井周辺のボーリング柱状図 

（ボーリングデータは KG-NET・関西圏地盤情報協議会 関西圏地盤情報データベースを使用） 

ストレーナ深度 
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４．大宮 

 

＜ボーリング位置図＞                      ＜ボーリング柱状図凡例＞ 

 
図 2.4 「大宮」観測井周辺のボーリング柱状図 

（ボーリングデータは KG-NET・関西圏地盤情報協議会 関西圏地盤情報データベースを使用） 

ストレーナ深度 

－11－



５．生野 

 
＜ボーリング位置図＞                      ＜ボーリング柱状図凡例＞ 

 

図 2.5 「生野」観測井周辺のボーリング柱状図 

（ボーリングデータは KG-NET・関西圏地盤情報協議会 関西圏地盤情報データベースを使用） 

ストレーナ深度 

－12－



Ａ１１．鮎川 

     
＜ボーリング位置図＞                      ＜ボーリング柱状図凡例＞ 

 
図 2.6 「鮎川」観測井周辺のボーリング柱状図 

（ボーリングデータは KG-NET・関西圏地盤情報協議会 関西圏地盤情報データベースを使用） 

ストレーナ深度 

－13－



Ａ１２．友井 

 

＜ボーリング位置図＞                      ＜ボーリング柱状図凡例＞ 

 

図 2.7 「友井」観測井周辺のボーリング柱状図 

（ボーリングデータは KG-NET・関西圏地盤情報協議会 関西圏地盤情報データベースを使用） 

ストレーナ深度 
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Ａ１３．高槻 

 

＜ボーリング位置図＞                      ＜ボーリング柱状図凡例＞ 

 

図 2.8 「高槻」観測井周辺のボーリング柱状図 

（ボーリングデータは KG-NET・関西圏地盤情報協議会 関西圏地盤情報データベースを使用） 

ストレーナ深度 

－15－



Ａ１４．堺北 

 
＜ボーリング位置図＞                      ＜ボーリング柱状図凡例＞ 

 

 

図 2.9 「堺北」観測井周辺のボーリング柱状図 

（ボーリングデータは KG-NET・関西圏地盤情報協議会 関西圏地盤情報データベースを使用） 

ストレーナ深度 

－16－



Ａ１６．門真 

 

＜ボーリング位置図＞                      ＜ボーリング柱状図凡例＞ 

 

図 2.10 「門真」観測井周辺のボーリング柱状図 

（ボーリングデータは KG-NET・関西圏地盤情報協議会 関西圏地盤情報データベースを使用） 

ストレーナ深度 
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３．長期間の地下水位変動 

 

1983 年からデータが蓄積されている観測井（現在は廃止されている観測井も含む）における，

月平均地下水位の経年変化図を図 3.1に示す。ただし，大阪府と大阪市の観測井のうち，1960 年

代に遡るデータが入手できたものについても合わせて示した。ただし 1983 年より古い時期のデ

ータは年平均値で示した。 
  
3.1 グループごとの長期地下水位変化 

「平成 8 年度 地下水情報に関する報告書」において，既存観測井を地下水位変化パタ－ンの

類似した観測井ごとに，Ａ（西大阪地区大阪層群砂礫層），Ｂ（西大阪地区第一洪積砂礫層），Ｃ

（東大阪地区大阪層群砂礫層），およびＤ（沖積層，不圧地下水）の４グル－プに分けた。それぞ

れの観測井の一覧表を表 3.1に，分布図を図 3.2に示す。 
 図 3.3はグル－プごとの長期地下水位経時変化である。図 3.1と同様に大阪府と大阪市の観測

井のうち，1960 年代に遡るデータが入手できたものについては年平均値の地下水位を示している。

1983 年以降のデータは月平均値を用いて図化した。 
 

(1) Ａグル－プ（西大阪地区大阪層群砂礫層） 

 1960 年頃には地下水位は O.P.-30～-25m 程度まで低下していたが，1962 年に地下水汲上げ規

制（工場用水法、ビル用水法）が適用されたことで地下水位は 1990 年頃までに O.P.-3m 前後に

まで回復している。1992 年～1996 年に一時的に地下水位が 5m 前後低下しているのは周辺の地

下工事による影響と考えられ，それが比較的広い範囲まで影響している。ただし，地下工事によ

り地下水位を下げたのは第１洪積砂礫層と考えられるが，それよりもかなり深い大阪層群砂礫層

の地下水位が連動して低下している。その後 1997 年後半には以前の水位よりも若干高い水位に

まで回復（上昇）した。2001 年頃から若干の水位低下傾向が続いていたが，2007 年頃に再度回

復傾向に転じている。ただし，最近は頭打ちの傾向がみえる。 
 

(2) Ｂグル－プ（西大阪地区第一洪積砂礫層） 

Ａグループと同様に，地下水汲上げ規制の適用により地下水位は回復傾向にある。ただし，1992
年～1996 年にかけての水位低下は A グループと同じく周辺の地下工事による影響と考えられる。

2004～2006 年にかけても 28（此花）周辺では地下工事が行われており，一時的に地下水位が低

下したと考えられる。なお，同じ帯水層でも観測井番号 27（鶴町Ｂ）と 28（此花）の地下水位

低下量が異なるのは，工事（揚水）箇所からの距離の違いによると考えられる。 
 
(3) Ｃグル－プ（東大阪地区大阪層群砂礫層） 

東大阪地区においても地下水汲上げ規制の適用により，地下水位が回復していることがわかる。

1988 年前後と 1995 年前後に数 m 程度低下したが，それ以降は上昇傾向が続いている。1995 年

前後の低下は，Ａ，Ｂグループ同様の地下工事によるものと推測される。 

  

  

－18－



(4) Ｄグル－プ（沖積層，不圧地下水） 

若干の季節変動があるものの約 30 年間ほとんど一定であり，他のＡ，Ｂ，Ｃのグル－プでみら

れたような周辺の地下工事による大幅な地下水位変動は見られない。すなわち，沖積層の不圧地

下水と洪積層の被圧地下水は，ほぼ完全に遮断されているものと考えられる。 

 

3.2 季節変動が見られる観測井 

図 3.4に地下水位に顕著な季節変動が見られる観測井をまとめて示す。いずれの観測井も，田

畑の割合が比較的大きな大阪市東部に位置しており，地下水位が夏季に低下し冬季に上昇するこ

とから，農業（灌漑）用揚水の影響と推定される。全体に長期的に地下水位の上昇（回復）傾向

が見られる。ただし，他の観測井の水位と比較して，20（長瀬）観測井の水位が 10m 以上低い時

期もあったが，2000 年頃から急激に上昇して，最近では 5m 以下の水位差にまで近づいている。 
 

3.3 泉南地域の観測井 

 図 3.1(46)～(49)に示す泉南地域に位置する 46（貝塚 1），47（貝塚 2）では 2000 年以降，48
（泉佐野）では 1998 年頃，49（泉南）では 1983 年以前から地下水位が急激に上昇している。泉

南地域では，1960 年代より地下水の過剰汲上げによる地盤沈下が問題となり，1975 年からは一

部地域において工業用地下水の採取が規制されたが，これらの地域はその規制区域外である。大

阪南部には過去に繊維産業が発達しており，それら工場の閉鎖に伴い，地下水位の揚水量が少な

くなったため，地下水位が急上昇したと推測される。 
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図 3.1(1) 長期的地下水位変動（長居）【1999年廃止】 

 

 

図 3.1(2) 長期的地下水位変動（野田） 
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図 3.1(3) 長期的地下水位変動（住之江） 

 

 

図 3.1(4) 長期的地下水位変動（大宮） 
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図 3.1(5) 長期的地下水位変動（生野） 

 

 

図 3.1(6) 長期的地下水位変動（新森小路）【2014年 8月廃止】 
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図 3.1(7) 長期的地下水位変動（鴫野） 

 

 

図 3.1(8) 長期的地下水位変動（南恩加島）【1997年廃止】 
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図 3.1(9) 長期的地下水位変動（大和田）【2000年廃止】 

 

 

図 3.1(10) 長期的地下水位変動（加美東） 
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図 3.1(11) 長期的地下水位変動（豊中） 

 

 

図 3.1(12) 長期的地下水位変動（吹田） 
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図 3.1(13) 長期的地下水位変動（庭窪 1-1） 

 

 

図 3.1(14) 長期的地下水位変動（庭窪 1-2） 
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図 3.1(15) 長期的地下水位変動（庭窪 1-3） 

 

 

図 3.1(16) 長期的地下水位変動（庭窪 2-1）【2007年廃止】 

-30

-25

-20

-15

-10

-5

0

5

1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

地
下

水
位

（
O

.P
.m

）
15 庭窪1-3 208.0-238.5ｍ（大阪層群）

-30

-25

-20

-15

-10

-5

0

5

1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

地
下

水
位

（
O

.P
.m

）

16 庭窪2-1 31.5-45.0ｍ（大阪層群）

－27－



 

図 3.1(17) 長期的地下水位変動（庭窪 2-2）【2007年廃止】 

 

 

図 3.1(18) 長期的地下水位変動（庭窪 2-3）【2007年廃止】 
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図 3.1(19) 長期的地下水位変動（南郷） 

 

 

図 3.1(20) 長期的地下水位変動（長瀬） 
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図 3.1(21) 長期的地下水位変動（鴻池 1） 

 

 

図 3.1(22) 長期的地下水位変動（鴻池 2） 
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図 3.1(23) 長期的地下水位変動（堺 5-1）【1998年廃止】 

 

 

図 3.1(24) 長期的地下水位変動（堺 5-2）【1998年廃止】 
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図 3.1(25) 長期的地下水位変動（堺 5-3）【1998年廃止】 

 

 

図 3.1(26) 長期的地下水位変動（天保山 B） 
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図 3.1(27) 長期的地下水位変動（鶴町 B） 

 

 

 

図 3.1(28) 長期的地下水位変動（此花） 
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図 3.1(29) 長期的地下水位変動（姫島） 

 

 

 

図 3.1(30) 長期的地下水位変動（十三） 
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図 3.1(31) 長期的地下水位変動（中之島 A） 

 

 

 

図 3.1(32) 長期的地下水位変動（中之島 B） 
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図 3.1(33) 長期的地下水位変動（蒲生） 

 

 

 

図 3.1(34) 長期的地下水位変動（港 A） 
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図 3.1(35) 長期的地下水位変動（港 B） 

 

 

 

図 3.1(36) 長期的地下水位変動（港 C） 
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図 3.1(37) 長期的地下水位変動（生野 A） 

 

 

 

図 3.1(38) 長期的地下水位変動（生野 B） 
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図 3.1(39) 長期的地下水位変動（柴島） 

 

 

 
図 3.1(40) 長期的地下水位変動（馬場町Ⅱ） 
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図 3.1(41) 長期的地下水位変動（堺 A-1） 

 

 

図 3.1(42) 長期的地下水位変動（堺 A-2） 
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図 3.1(43) 長期的地下水位変動（堺 A-3） 

 

 

図 3.1(44) 長期的地下水位変動（岸和田 2） 
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図 3.1(45) 長期的地下水位変動（岸和田 3） 

 

 

図 3.1(46) 長期的地下水位変動（貝塚 1） 
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図 3.1(47) 長期的地下水位変動（貝塚 2） 

 

 

図 3.1(48) 長期的地下水位変動（泉佐野） 
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図 3.1(49) 長期的地下水位変動（泉南） 
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表 3.1 グループ別観測井一覧 

 

 

 

図 3.2 帯水層グループ別 観測井分布図 

地盤高 管頭高 スクリーン深度

(O.P.m) (O.P.m) (G.L.-m)

9 大和田 -0.24 0.76 40.1～48.6
11 豊中 － 3.80 24.9～47.0
26 天保山B － 3.56 96.0～100.5

Aグループ 29 姫島 － 1.47 63.0～68.0
（西大阪地区大阪層群砂礫層） 30 十三 － 4.35 96.6～100.0

31 中之島A － 4.03 91.0～96.0
32 　〃　B － 4.01 178.0～183.0
34 港A － 2.50 348.0～353.0
36 〃C － 2.50 183.0～188.0

Bグループ 27 鶴町B － 3.66 25.0～30.0
（西大阪地区第一洪積砂礫層） 28 此花 － 1.36 23.0～28.0

6 新森小路 2.66 3.66 51.2～68.2
Cグループ 7 鴫野 2.49 3.49 23.2～27.2

（東大阪地区大阪層群砂礫層） 22 鴻池2 － 4.25 170.0～191.0
33 蒲生 － 2.45 91.0～96.0
2 野田 0.46 1.46 2.2～10.2

Dグループ 3 住之江 3.69 4.67 2.9～10.5

（沖積層，不圧地下水） 4 大宮 3.79 4.78 2.7～8.7
5 生野 5.49 6.49 2.2～18.2
8 南恩加島 2.12 3.17 2.9～6.9

　グル－プ名 番号 観測井
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図 3.3(1) 西大阪地区大阪層群砂礫層（Aグループ） 

 

 

図 3.3(2) 西大阪地区第１洪積砂礫層（Bグループ） 
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図 3.3(3) 東大阪地区大阪層群砂礫層（Cグループ） 

 

 

 

図 3.3(4) 沖積層（Dグループ） 
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図 3.4 農業用揚水の影響が大きな観測井位置図(上)と地下水位経年変化図(下) 
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４．平成 27年の地下水位 

 平成 27 年の地下水位と気象庁による日降水量（大阪地点）の経時変化図を，図 4.1（国交省管

理），図 4.2（大阪府管理），図 4.3（大阪市管理，2014 年），図 4.4（大阪市管理，2015 年），図

4.5（協議会管理，間隙水圧計埋設型），図 4.6（協議会管理，孔内計測型）に示す。 
 特徴的な地下水位変動を示す観測井は以下のとおりである。なお，大阪管区気象台における平

成 27 年の年降水量は 1648.5mm で，平成 26 年（1278.5mm），平成 25 年（1418.0mm）に比べ

てやや多かった。 
 

4.1 降雨の影響 

2（野田），3（住之江），4（大宮），5（生野），A11（鮎川），A12（友井）， A14（堺北），A16
（門真）の観測井の水位変動は日降水量との対応が顕著である。これらの観測井はいずれもスト

レーナ深度が浅い沖積層であるため，地表面からの降雨の浸透が即時に地下水位の変動に反映さ

れているものと考えられる。 
 

4.2 潮汐の影響 

図 4.2（大阪府管理）では日最高・日最低の水位データがある。その中で 43（堺 A-3），45（岸

和田 3）の地下水位は日変動幅が比較的大きい。これらの観測井戸はいずれも港湾域に分布する

ため，潮汐の影響によるものと推定される。しかし，同じ港湾域に分布する 41（堺 A-1），42（堺

A-2），44（岸和田 2），48（泉佐野），49（泉南）において日変動幅は見られない。港湾域に分布

する観測井の中でもストレーナ深度の深い観測井戸では，潮汐の影響を受けていると考えられる。 
  
4.3 農業揚水の影響 

10（加美東），19（南郷），20（長瀬），21（鴻池 1）， 38（生野 B）の地下水位には顕著な季

節変動が見られる。いずれも5月から10月にかけての灌漑の時期に地下水位が低下することから，

農業用揚水の影響と思われる。A21（八尾），22（鴻池 2）は例年では 5 月から 10 月にかけて地

下水位が 0.5m 程低下する傾向が見られたが，2015 年は低下の幅は小さい。37（生野 A）につい

ても例年では 5 月から 10 月にかけて地下水位が下がる傾向が見られたが，2015 年は少し傾向が

異なっている。また A21（八尾）はこれまでは年間を通して O.P.9.0m 以下で推移していたが，

2015 年度は O.P.9.0m 以上と全体的に地下水位が上昇している。49（泉南）においても 5 月から

10 月にかけて地下水位が低下しており，これも農業用揚水による影響である可能性もある。 
 

4.4 その他季節変動の見られる観測井 

A13（高槻）の地下水位は，4.3 とは逆に地下水位が夏季に高くなり冬季に低くなるという変動

を示している。これはそれ以前の年でも同様である。周辺にはため池や井戸，田畑があり，農業

用に地下水を利用しているのではないかと推測される。 
A18（点野），A20（鳥飼西），13（庭窪 1-1），14（庭窪 1-2）では，11 月頃に地下水位が 0.5m

程度上昇する傾向が見られる。2015 年には水位変動は見られないが，過去の変動からは 4.3の観

測井と同様に 5 月頃から水位の低下がする傾向が見られ，揚水が行われているのではないかと考

えられる。 
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46（貝塚）においても，年間で大きな地下水位の変動が見られる。2015 年は春頃に地下水位が

低下し，その後は回復の傾向が見られるが，過去の水位変動からは春と秋頃に大幅に水位が低下

するような傾向が見られる。 
 

4.4 多層地下水位観測井 

図 4.5（協議会管理，間隙水圧計埋設型）では，どの観測地点，深度においても降雨の影響を

受けて微増減はあるが全体的にはほぼ一定水位を保っている。ただし，玉造北（P-3）の水位は

O.P.2～4m で増減を繰り返している。この傾向は 2014 年 5 月頃より見られる。 
図 4.6に示す協議会管理観測井（孔内計測型）の N1～N6 の水位変化について，沖積層（As）

では，降雨の影響を受け微増減を繰り返すが全体的な傾向としてはほぼ一定水位を保っている。

第一洪積砂礫層（Dg1）では，4 月頃までは微増減を繰り返しながらも平均的にはほぼ一定水位を

保っているが，その後 0.5m～1.0m 程度低下し，12 月頃に水位は回復している。第二洪積砂礫層

（Dg2）においても， 4 月以降に第一洪積砂礫層より変化幅は小さいが水位の低下が見られる。

その後 7 月に降雨の影響でやや上昇傾向が認められ，12 月頃に水位は回復している。 
 
なお 2015 年は，データ異常やデータロガー不具合等の理由により，以下の観測井においてデ

ータ欠測期間が生じた。 
 
（協議会管理：間隙水圧計埋設型） 

●「桜川」：メモリオーバーによる欠測（2015.9.27 ～） 
●「玉造」：データロガー故障による欠測（再設置までの期間）（2014.7.3 ～ 2015.7.21） 
 

（協議会管理：孔内計測型） 
●N1（Dg2）：電池消耗による欠測（2015.2.15～2015.4.15） 
●N3（As）：電池消耗による欠測（2015.10.5～2015.10.21） 
 
●N3（Dg1）：電池消耗による欠測（2015.3.21～2015.4.15） 

電池消耗以外による欠測（原因不明）（2015.2.9～2015.3.20） 
（2015.12.30～2016.1.25） 

      ●N4（Dg1）：電池消耗による欠測（2015.4.2～2015.4.16） 
   ●N5（Dg1）：電池消耗による欠測（2015.1.11～2015.4.15） 
   ●N5（Dg2）：電池消耗による欠測（2015.3.25～2015.4.15） 
      ●N6（Dg2）：電池消耗による欠測（2015.2.19～2015.4.15） 
 

 ※その他の短期間の欠測は，地温測定による欠測等 
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＜国交省管理の観測井＞ 

 

 
    図 4.1(1) 2015年地下水位変動（野田） 

 
    図 4.1(2) 2015年地下水位変動（住之江） 
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    図 4.1(3) 2015年地下水位変動（大宮） 

 

 
    図 4.1(4) 2015年地下水位変動（生野） 
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    図 4.1(5) 2015年地下水位変動（鴫野） 

 

 
    図 4.1(6) 2015年地下水位変動（加美東） 
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    図 4.1(7) 2015年地下水位変動（鮎川） 

 
    図 4.1(8) 2015年地下水位変動（友井） 
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    図 4.1(9) 2015年地下水位変動（高槻） 

 
    図 4.1(10) 2015年地下水位変動（堺北） 
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    図 4.1(11) 2015年地下水位変動（門真） 

 
    図 4.1(12) 2015年地下水位変動（曽根） 
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    図 4.1(13) 2015年地下水位変動（点野） 

 
    図 4.1(14) 2015年地下水位変動（志紀） 
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    図 4.1(15) 2015年地下水位変動（鳥飼西） 

 
    図 4.1(16) 2015年地下水位変動（八尾） 
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＜大阪府管理の観測井＞ 

 

 
    図 4.2(1) 2015年地下水位変動（豊中） 

 
    図 4.2(2) 2015年地下水位変動（吹田） 
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    図 4.2(3) 2015年地下水位変動（庭窪 1-1） 

 

 
    図 4.2(4) 2015年地下水位変動（庭窪 1-2） 
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    図 4.2(5) 2015年地下水位変動（庭窪 1-3） 

 

 
    図 4.2(6) 2015年地下水位変動（南郷） 
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    図 4.2(7) 2015年地下水位変動（長瀬） 

 

 
    図 4.2(8) 2015年地下水位変動（鴻池 1） 
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    図 4.2(9) 2015年地下水位変動（鴻池 2） 

 

 
    図 4.2(10) 2015年地下水位変動（堺Ａ-1） 
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    図 4.2(11) 2015年地下水位変動（堺Ａ-2） 

 
    図 4.2(12) 2015年地下水位変動（堺Ａ-3） 
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    図 4.2(13) 2015年地下水位変動（岸和田２） 

 
    図 4.2(14) 2015年地下水位変動（岸和田３） 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

2
0
1
5
年

日
降

水
量

（
ｍ

ｍ
）

日降雨量（ｍｍ）

－65－



   

 
    図 4.2(15) 2015年地下水位変動（貝塚１） 

 
    図 4.2(16) 2015年地下水位変動（貝塚２） 
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    図 4.2(17) 2015年地下水位変動（泉佐野） 

 
    図 4.2(18) 2015年地下水位変動（泉南） 
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＜大阪市管理の観測井（※2014年（平成 25年）＞ 

  
 

   
    図 4.3(1) 2013年地下水位変動（天保山 B） 

 

 
    図 4.3(2) 2014年地下水位変動（鶴町 B） 
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    図 4.3(3) 2014年地下水位変動（此花） 

 

 
    図 4.3(4) 2014年地下水位変動（姫島） 
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    図 4.3(5) 2014年地下水位変動（十三） 

 

 
    図 4.3(6) 2014年地下水位変動（中之島 A） 
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    図 4.3(7) 2014年地下水位変動（中之島 B） 

 

 
    図 4.3(8) 2014年地下水位変動（蒲生） 
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    図 4.3(9) 2014年地下水位変動（港(Ⅱ)A） 

 

 
    図 4.3(10) 2014年地下水位変動（港(Ⅱ)B） 
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    図 4.3(11) 2014年地下水位変動（港(Ⅱ)C） 

 

 
    図 4.3(12) 2014年地下水位変動（生野 A） 
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    図 4.3(13) 2014年地下水位変動（生野 B） 

 

 
    図 4.3(14) 2014年地下水位変動（柴島） 
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    図 4.3(15) 2014年地下水位変動（馬場町Ⅱ） 
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＜大阪市管理の観測井（※2015年（平成 26年）＞ 

  

  

 
    図 4.4(1) 2015年地下水位変動（天保山 B） 

 

 
    図 4.4(2) 2015年地下水位変動（鶴町 B） 
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    図 4.4(3) 2015年地下水位変動（此花） 

 

 
    図 4.4(4) 2015年地下水位変動（姫島） 
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    図 4.4(5) 2015年地下水位変動（十三） 

 

 
    図 4.4(6) 2015年地下水位変動（中之島 A） 
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    図 4.4(7) 2015年地下水位変動（中之島 B） 

 

 
    図 4.4(8) 2015年地下水位変動（蒲生） 
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    図 4.4(9) 2015年地下水位変動（港(Ⅱ)A） 

 

 
    図 4.4(10) 2015年地下水位変動（港(Ⅱ)B） 
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    図 4.4(11) 2015年地下水位変動（港(Ⅱ)C） 

 

 
    図 4.4(12) 2015年地下水位変動（生野 A） 
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    図 4.4(13) 2015年地下水位変動（生野 B） 

 

 
    図 4.4(14) 2015年地下水位変動（柴島） 
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    図 4.4(15) 2015年地下水位変動（馬場町Ⅱ） 
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＜協議会管理の観測井（間隙水圧計埋設型）＞ 
 

    

 
    図 4.5(1) 2015年地下水位変動（桜川） 

 
 

 

    図 4.5(2) 2015年地下水位変動（森之宮） 
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    図 4.5(3) 2015年地下水位変動（谷町） 

 
    図 4.5(4) 2015年地下水位変動（南船場） 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

2
0
1
5
年

日
降

水
量

（
ｍ

ｍ
）

日降雨量（ｍｍ）

－85－



      

 
    図 4.5(5) 2015年地下水位変動（玉造北） 

 

 
    図 4.5(6) 2015年地下水位変動（玉造） 
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    図 4.5(7) 2015年地下水位変動（心斎橋） 
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＜協議会管理の観測井（孔内計測型）＞ 

   

 

 
    図 4.6 2015年地下水位変動（孔内計測型） 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

2
0
1
5
年

日
降

水
量

（
ｍ

ｍ
）

日降雨量（ｍｍ）

－88－



５．地下水の水質 

 
（１）国土交通省所轄観測井についての資料の収集と整理 （５．１の説明） 

 

国土交通省近畿地方整備局では，水循環系を形成するものとして河川水と共に地下

水の水位・水質について観測が行われている。本協議会ではこれまでに大阪平野部を

中心とした約 30 地点（図 5.1.1 および表 5.1.1）の水質観測データを収集・整理して

きた。本報告書においても，上記の地点を対象として，平成 27 年度水質データのう

ち特に主要溶存成分 (Na+,K+,Ca2+,Mg2+,HCO3－ (4.3ALK),Cl－ ,SO42－ ,NO3－ -N 等 )のデ

ータを整理した。主要溶存成分の分析時期は河川事務所毎に異なり，淀川河川事務所

所管観測井戸では 8 月，猪名川河川事務所所管観測井戸では 11 月に主要溶存成分の

分析が行われている。大和川河川事務所所管観測井戸では，年１回（8 月）一部の成

分のみ測定されている。  
まず元データから必要な情報を抽出して（表 5.1.2），イオン計算表を作成した（表

5.1.3）。次に，水質に関する観測井相互の比較や経年変化などを視覚的に捉えやすい

ように，主成分組成のデータが揃っている地点についてスティフダイヤグラムによる

図式表現に整理した（図 5.1.2(1)～図 5.1.2(27)）。イオンバランスの悪いもの（∑C/
∑A＜0.9 または∑C/∑A＞1.1）については，図中のイオンバランス値に黄色のハッチ

を付けて表記した。また，主要溶存成分以外にも特筆すべき水質の特徴（環境基準値

を超過する重金属類の検出状況や，イオンバランス等）がある場合には，スティフダ

イヤグラムに添えて記した。  
以下に，平成 27 年に測定されたデータの傾向を地点ごとに述べる。なお参考まで

に，各孔のストレーナ深度を区別するために，地点番号の前に以下の記号を付す。  

 
●No.2 野田  ：前年度までと比較して pH が 8.3 と高い。また溶存イオン濃度も

上昇傾向にある。  
●No.3 住之江  ：Na-Cl 型の水質組成を示し，沿岸部の浅層地下水であることから

も海水の流入が示唆される。ふっ素・ほう素の濃度がやや高いの

は，  海水由来である可能性がある。  
●No.4 大宮  ：水質組成に大きな変化は見られない。  
■No.5 生野  ：2009 年を境に水質組成が急変したが，その後は大きな変化は見

られない。  
■No.7 鴫野  ：陽イオンは Na+に富み，NH4+-N が高い（12.2mg/L）。前年度と

比較して大きな変化は見られない。  
■No.10 加美東：陽イオンは Na+，Ca2+，Mg2+がほぼ同等量数。陰イオンは HCO3-

に富む。  

ストレーナ深度（最深部）  
●：15m＞，■15～30m，〇30～50m，□50m＜  

 

－89－



●No.11 鮎川 ：溶存酸素濃度が＜0.1mg/L で溶解性の鉄（Fe2+）の濃度が高く

（39.0mg/L）還元的な水質組成を示す。COD が 9.1mg/L と高い。  
●No.12 友井 ：溶存酸素濃度が＜0.1mg/L で溶解性の鉄（Fe2+）の濃度が高く，

還元的な水質組成を示す。COD が 8.8mg/L と高い。水質組成は

Na-HCO3 型で，停滞性の地下水であることを示唆する。  
■No.13 高槻 ：溶存酸素濃度が 0.2mg/L と低く，溶解性の鉄（Fe2+）の濃度が高

い（35.0mg/L）還元的な水質組成を示す。  
●No.14 門真 ：水質組成は Na-HCO3 型で，停滞性の地下水であることを示唆す

る。COD が 6.9mg/L とやや高い。また，ひ素とふっ素の濃度が

やや高い。  
■No.15 点野 ：水質組成は Na-HCO3 型で，停滞性の地下水であることを示唆す

る。  
■No.16 志紀 ：溶存酸素濃度が 0.1mg/L と低く，溶解性の鉄（Fe2+）の濃度が高

い（19.5mg/L）還元的な水質組成を示す。水質組成は Na-HCO3

型で，停滞性の地下水であることを示唆する。  
□No.17 鳥飼西  ：総溶存イオン濃度（および EC）が高く，Na-Cl 型の水質組成を

示す。ストレーナ深度は 41.8～53.2m で，海岸から約 16km 離

れていることなどからも現在の海水の流入の影響とは考えにく

い。鶴巻（2004）では化石塩水に起因するものであると指摘し

ている。  
□No.18 荒牧 ：溶存酸素濃度が 0.5mg/L と低く，溶解性の鉄（Fe2+）の濃度が高

い（11.0mg/L）還元的な水質組成を示す。  
□No.19 野間 ：溶存酸素濃度が 0.2mg/L と低く，溶解性の鉄（Fe2+）の濃度が高

い（10.7mg/L）還元的な水質組成を示す。  
■〇□No.20～23 口酒井第 1～第 4 

 ：同一地点で４つの異なる帯水層の水質が測定されている。深度が

浅くなるほど Ca-HCO3 型から Na-Ca-Mg-HCO3 型の組成に変化

する。また最深帯水層の口酒井第１（ストレーナ深度は 84.0～
90.0m）では SO42-の濃度が大きく減少しており，硫酸還元反応に

よるものと考えられる。  
●No.24 北村 ：総溶存イオン濃度が低く，Ca-HCO3 型の水質を示す。  
□No.25 曽根 ：Na-Ca-Mg-HCO3 型の水質組成を示す。SO42-がほとんど含まれ

ない。  
□No.27 石橋 ：1995 年を境に水質組成が大きく変化し，現在は総溶存イオン濃

度（および EC）が高く Ca-Cl 型の水質組成を示す。本地点は有

馬－高槻構造線断層帯の南方に分布する野畑断層の直近に位置し

ている。また本地域の周辺では「有馬型塩水」と呼ばれる含鉄炭

酸食塩泉の存在が知られている。これらのことから，地下深部の

裂かを通じて深部の流体が溶存成分の一部に寄与している可能性

がある。  
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（２）「大阪府環境白書（2015 年版）」の抜粋 （５．２の説明） 

 

「大阪府環境白書（2015 年版）」は，大阪府内の環境の状況や，大阪府が豊かな環

境の保全及び創造に関連して講じた施策等についてとりまとめられたもので，大阪府

ホームページ上で公開されている。  
地下水環境に関する情報は，巻末資料「第 6 章  環境関係データ 第 8 節  地盤環境

関係データ」として平成 26 年度の地盤沈下・地下水汚染・土壌汚染の各項目に関す

る資料が掲載されているほか，以下のページから詳細データがダウンロードできる。

（http://www.pref.osaka.lg.jp/kankyohozen/jiban/kekka_tika.html H28 年 6 月現

在）。  
本報告書には，巻末資料の第6章 第8節から“概要”のほか，“地盤沈下関係デー

タ”として図表8-1～8-5，“地下水汚染関係データ”として図表8-6～8-9，“土壌汚染

関係データ”として図表8-10～8-11をそれぞれ収録した。さらに，有害物質28項目に

対して大阪府域81地点（定点方式4地点，ローリング方式77地点）の井戸で実施され

た「地下水質概況調査結果（年平均値）」と，137地点の井戸で実施された「地下水質

継続監視調査結果（年平均値）」を掲載した。  
 

「地下水質概況調査結果（年平均値）」に着目すると，環境基準値未満での硝酸性窒

素・亜硝酸性窒素・ふっ素・ほう素の検出数が他の物質と比較して明らかに多いこと

が分かる。このことは，これらの物質が普遍的に地下水中に含有されうる物質である

ことを示唆している。  
また「地下水質継続監視調査結果（年平均値）」に着目すると，揮発性有機化合物

（VOC）の環境基準値超過が目立つ。重金属類では，ひ素やふっ素の超過地点が相対

的に多い。硝酸性窒素・亜硝酸性窒素は浅井戸で基準値超過が目立ち，地表からの付

加（肥料等）による影響が大きいと考えられる。  
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５.１ 国土交通省所轄観測井についての資料の収集と整理 
 

 

図 5.1.1 国土交通省管理の観測井位置図 
（本報告書に水質データを掲載した地点，番号は表 5.1.1に対応） 
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表 5.1.1 国土交通省所管水質（水位）観測井（本報告書に掲載の地点） 

 
 

本報告書 観測井No. 水系名 河川名 観測所名 所在地 観測井 採水方法

Ｎo. ※1 (建設省) 府県 市町村 地盤高
※2

深度(m) ｽﾄﾚ-ﾅ-深度(m)

1 ○ 1999年廃止 淀川 淀川 長  居 大阪府 大阪市東住吉区鷹合3-12-38    6.07   20.5   2.2～20.2 ポンプ式

2 ○ 506041286606440 淀川 淀川 野  田 大阪府 大阪市福島区吉野 5丁目 9-4   -0.84   10.5   2.2～10.2 採水器

3 ○ 506041286606490 淀川 淀川 住之江 大阪府 大阪市住之江区御崎 8-1-6    2.39   10.6   2.9～10.5 ポンプ式

4 ○ 506041286606390 淀川 淀川 大  宮 大阪府 大阪市旭区大宮 4-9-16    2.49    9.0   2.7～ 8.7 採水器

5 ○ 506041286606470 淀川 淀川 生  野 大阪府 大阪市生野区林寺 6-6-7    4.19   18.5   2.2～18.2 ポンプ式

6 ○ 2014年8月廃止 淀川 淀川 新森小路 大阪府 大阪市旭区新森 6-3-13    1.36   68.2  51.2～68.2 ポンプ式

7 ○ 506041286606430 淀川 淀川 鴫  野 大阪府 大阪市城東区鴫野西 3-3-64    1.19   27.2  23.2～27.2 ポンプ式

8 ○ 1998年廃止 淀川 淀川 南恩加島 大阪府 大阪市大正区南恩加島 3丁目 6-11    0.82    6.9   2.9～ 6.9 採水器

9 ○ 2000年廃止 淀川 淀川 大和田 大阪府 大阪市西淀川区大和田 4-3-43   -1.54   49.0  40.1～48.6 ポンプ式

10 ○ 506041286606480 淀川 淀川 加美東 大阪府 大阪市平野区加美東 5丁目9-25    6.96   45.4  32.6～45.4 採水器

11 ● 506041286606270 淀川 淀川 鮎  川 大阪府 茨木市鮎川 2-5-23    8.18    9.8   7.0～ 9.4 ポンプ式

12 ● 506041286606460 淀川 淀川 友  井 大阪府 東大阪市友井 2-237    6.10    8.2   2.4～ 7.9 ポンプ式

13 ● 506041286606230 淀川 淀川 高  槻 大阪府 高槻市道鵜町 3丁目 20-1    8.06   14.2   7.2～14.2 ポンプ式

14 ● 506041286606380 淀川 淀川 門  真 大阪府 門真市柳田町12-6    2.45   13.1   5.1～13.1 ポンプ式

15 ● 506041286606340 淀川 淀川 点  野 大阪府 寝屋川市点野 5丁目 26-1    4.37   30.2  22.2～30.2 採水器

16 ● 506041286606500 淀川 淀川 志  紀 大阪府 八尾市志紀町西 2丁目 2   12.23   20.2  13.4～20.2 ポンプ式

17 ● 506041286606350 淀川 淀川 鳥飼西 大阪府 摂津市鳥飼西 3丁目 1-1    3.83   53.2  41.8～53.2 採水器

18 ◎ 506041286608010 淀川 猪名川 荒  牧 兵庫県 伊丹市荒牧南3-17-12   34.70   71.2  56.1～64.7 ポンプ式

19 ◎ 506041286608020 淀川 猪名川 野  間 兵庫県 伊丹市南野6-5-13   11.50   77.4  68.1～75.9 ポンプ式

20 ◎ 506041286608030 淀川 猪名川 口酒井第１ 兵庫県 伊丹市口酒井1丁目    9.25   92.5  84.0～90.0 ポンプ式

21 ◎ 506041286608040 淀川 猪名川 口酒井第２ 兵庫県 伊丹市口酒井1丁目    9.25   76.5  69.0～75.0 ポンプ式

22 ◎ 506041286608050 淀川 猪名川 口酒井第３ 兵庫県 伊丹市口酒井1丁目    9.25   50.5  41.0～48.5 ポンプ式

23 ◎ 506041286608060 淀川 猪名川 口酒井第４ 兵庫県 伊丹市口酒井1丁目    9.25   29.5  22.5～27.5 ポンプ式

24 ◎ 506041286608070 淀川 猪名川 北  村 兵庫県 伊丹市北伊丹8丁目   15.36   14.0   2.4～11.4 ポンプ式

25 ● 506041286608080 淀川 猪名川 曽  根 大阪府 豊中市曽根 1丁目   13.00   65.8  54.0～64.8 ポンプ式

26 ◎ 506041286608090 淀川 猪名川 野  畑 大阪府 豊中市向丘 3丁目 1-1   47.64   19.0  13.5～18.5 採水器

27 ◎ 506041286608100 淀川 猪名川 石  橋 大阪府 池田市石橋 4丁目 6-1   36.18   90.0  80.6～88.6 採水器

28 ● 506031286607150 大和川 大和川 堺  北 大阪府 堺市北区新金岡町 3丁7-1   16.15   12.0   2.0～12.0 採水器

29 ● 2010年廃止 大和川 大和川 堺  南 大阪府 堺市中区陶器北 184   55.97   13.0   3.0～13.0 採水器

30 ● 506031286607100 大和川 大和川 八  尾 大阪府 八尾市太田 3-183   11.99   20.7  12.7～20.7 採水器

※1　　○；これまでに収録してきた観測井（大阪市内）　　●；1997年度から新たに収録した観測井　　◎；1998年度から新たに収録する観測井

※2    T･P (m)
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表 5.1.2(1) 平成 27年 主要溶存成分水質データ（No.1～No.10）（ただし No.1,6,8,9は廃止） 

 

　水系（地域） 　　　淀川　（大阪市内）

　Ｎo. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

　観測所名 長 居 野 田 住之江 大 宮 生 野 新森小路 鴫 野 南恩加島 大和田 加美東

　採水月日 2015/8/6 2015/8/6 2015/8/21 2015/8/6 2015/8/24 2015/8/17

　地下水位（前） (GL-ｍ） 2.74 3.58 3.41 4.16 5.72 13.00

　地下水位（後） (GL-ｍ） 2.45 3.65 3.39 4.18 5.71 13.00

　採取水深 (GL-ｍ） 5.0 4.6 5.0 5.2 6.7 35.0

　気温 （℃） 31.8 35.6 29.2 35.4 33.6 32.1

　水温 （℃） 22.3 20.3 22.6 20.5 19.8 19.9

　ｐＨ    　ー 8.3 8.4 6.9 7.8 7.3 7.1

　ｐＨ測定水温 (at ℃) 28.8 28.9 26.6 28.9 26.2 27.0

　ＥＣ (mS/ m) 65.1 219 30.4 128 111 36.4

　ＤＯ (mg/Ｌ) 5.2 1.7 4.8 1.8 1.0 0.3

　ＣＯＤMn (mg/Ｌ) 2.0 5.5 1.0 3.2 4.7 4.7

　4.3アルカリ度 (mg/Ｌ) 232 487 84.9 207 244 170

　ＨＣＯ3 
- (mg/Ｌ) 264 559 93.3 260 279 187

　Ｃｌ- (mg/Ｌ) 13.3 383 12.7 259 108 9.0

　ＳＯ4 
2- (mg/Ｌ) 75 66 30 37 142 <1

　ＮＯ3 
- -Ｎ (mg/Ｌ) 5.4 0.07 3.1 2.2 <0.01 <0.01

　Ｎａ+ (mg/Ｌ) 20.1 389 22.5 102 89.3 20.2

　Ｋ+ (mg/Ｌ) 8.0 23.8 4.4 19.6 27.2 7.4

　Ｃａ 2+ (mg/Ｌ) 108 50.5 26.4 94.7 46.2 22.3

　Ｍｇ 2+ (mg/Ｌ) 2.6 17.0 3.4 20.3 33.1 11.8

　ＮＨ4 
+ -Ｎ (mg/Ｌ) 0.22 2.85 12.2 4.30

　溶解性　鉄 (mg/Ｌ) <0.01 0.03 0.01 0.77 5.24 5.22

　溶解性マンガン (mg/Ｌ) <0.01 0.07 0.50 0.51 1.35 0.73

　有機態炭素(TOC) (mg/Ｌ) 3.7 2.3 2.4 2.2

　Ｔ－Ｐ (mg/Ｌ) 0.46 0.83 0.029 0.090 0.48 1.3

　Ｔ－N (mg/Ｌ) 5.8 0.56 3.2 5.5 12 4.3

　ＮＯ2 
- -Ｎ (mg/Ｌ) <0.001 0.002 <0.001 0.003 <0.001 <0.001

　鉛 (mg/Ｌ) 0.005

　ヒ素 (mg/Ｌ) 0.023

　ふっ素 (mg/Ｌ) 1.3

　ほう素 (mg/Ｌ) 0.97

　大腸菌群数 MPN/100ml) 4.9E+04 4.9E+01 3.3E+01 2.4E+02

　一般細菌 (個/ml) 5.6E+02 2.7E+02 1.0E+01 1.4E+02

1999年廃止 2014年廃止 1998年廃止 2000年廃止　　備考
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表 5.1.2(2) 平成 27年 主要溶存成分水質データ（No.11～No.17，No.28～30）（No.29は廃止） 

 
 

  

　水系（地域） 淀　川 大和川

　Ｎo. 11 12 13 14 15 16 17 28 29 30

　観測所名 鮎 川 友 井 高 槻 門 真 点 野 志 紀 鳥飼西 堺 北 堺 南 八 尾

　採水月日 2015/8/24 2015/8/6 2015/8/20 2015/8/24 2015/8/21 2015/8/17 2015/8/21 2015/8/21 2015/8/21

　地下水位（前） (GL-ｍ） 3.81 2.66 3.37 2.36 8.04 2.49 7.55 3.47 4.33

　地下水位（後） (GL-ｍ） 3.83 2.84 3.36 2.42 8.04 2.49 7.58 3.57 4.43

　採取水深 (GL-ｍ） 4.8 3.7 4.7 7.0 24.0 4.5 47.0 7.00 16.70

　気温 （℃） 28.8 31.8 25.4 32.8 31.9 32.6 32.4 31.7 36.6

　水温 （℃） 19.0 18.7 18.9 20.4 19.1 19.8 20.0 19.1 18.5

　ｐＨ    　ー 6.5 7.5 6.5 7.6 7.5 6.6 7.2 6.7 6.6

　ｐＨ測定水温 (at ℃) 26.3 28.9 26.6 26.2 27.2 27.8 27.4 28.3 28.3

　ＥＣ (mS/ m) 48.0 55.5 29.4 90.2 56.1 45.9 234 46.2 46.4

　ＤＯ (mg/Ｌ) <0.1 <0.1 0.2 0.8 2.2 0.1 2.2 2.1 0.2

　ＣＯＤMn (mg/Ｌ) 9.1 8.8 5.6 6.9 1.6 5.5 3.4 0.7 6.9

　4.3アルカリ度 (mg/Ｌ) 195 196 87.9 392 169 119 103 90.8 118

　ＨＣＯ3 
- (mg/Ｌ) 204 228 73.9 447 193 81.0 113 - -

　Ｃｌ- (mg/Ｌ) 23.7 43.6 13.3 64.5 71.4 41.1 655 47.9 40.7

　ＳＯ4 
2- (mg/Ｌ) <1 <1 21 <1 <1 41 <1 - -

　ＮＯ3 
- -Ｎ (mg/Ｌ) <0.01 <0.01 <0.01 0.02 0.08 <0.01 0.08 1.6 <0.01

　Ｎａ+ (mg/Ｌ) 20.1 49.8 13.1 137 79.1 37.6 195 - -

　Ｋ+ (mg/Ｌ) 2.5 7.4 3.1 13.0 7.8 4.0 28.1 - -

　Ｃａ 2+ (mg/Ｌ) 28.6 21.7 12.6 25.6 9.6 23.2 80.4 - -

　Ｍｇ 2+ (mg/Ｌ) 9.0 8.1 3.4 18.0 10.3 5.6 68.2 - -

　ＮＨ4 
+ -Ｎ (mg/Ｌ) 3.44 4.34 0.60 0.76 1.06 8.83 <0.01 1.59

　溶解性　鉄 (mg/Ｌ) 39.0 21.7 35.0 4.41 2.40 19.5 3.79 0.07 24.6

　溶解性マンガン (mg/Ｌ) 3.68 2.41 2.52 0.08 0.87 2.08 2.12 0.56 1.73

　有機態炭素(TOC) (mg/Ｌ) 3.3 2.8 1.0 4.6 1.8 1.7 - -

　Ｔ－Ｐ (mg/Ｌ) 0.029 1.0 0.065 0.15 0.14 0.008 0.13 0.12 0.073

　Ｔ－N (mg/Ｌ) 4.0 4.9 0.77 1.0 0.74 1.2 9.1 1.6 1.9

　ＮＯ2 
- -Ｎ (mg/Ｌ) <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.001 0.010 0.001 <0.001

　鉛 (mg/Ｌ) - -

　ヒ素 (mg/Ｌ) 0.055 - -

　ふっ素 (mg/Ｌ) 0.68 - -

　ほう素 (mg/Ｌ) - -

　大腸菌群数 MPN/100ml) 1.3E+01 7.9E+01 2.0E+00 3.3E+02 3.3E+01 7.9E+01 - -

　一般細菌 (個/ml) 8.0E+00 1.8E+02 2.8E+01 8.8E+02 8.0E+00 1.7E+02 - -

2010年廃止　　備考
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表 5.1.2(3) 平成 27年 主要溶存成分水質データ（No.18～No.27） 

 
 

  

　水系（地域）

　Ｎo. 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

　観測所名 荒 牧 野 間 口酒井第１ 口酒井第２ 口酒井第３ 口酒井第４ 北 村 曽 根 野 畑 石 橋

　採水月日 2015/11/17 2015/11/17 2015/11/18 2015/11/18 2015/11/18 2015/11/18 2015/11/18 2015/11/17 2015/11/18

　地下水位（前） (GL-ｍ） 14.59 14.14 11.48 6.81 10.40 6.57 3.50 12.87 38.21

　地下水位（後） (GL-ｍ） 14.54 14.22 11.57 6.76 10.48 6.57 3.47 15.20 37.81

　採取水深 (GL-ｍ） 28.0 25.0 25.0 20.0 25.0 15.0 5.0 30.0 50.0

　気温 （℃） 19.2 17.9 19.7 17.8 18.9 18.1 16.4 20.2 18.2

　水温 （℃） 18.2 17.9 18.1 17.5 17.4 17.5 19.8 17.9 18.4

　ｐＨ    　ー 6.8 6.9 7.4 7.1 7.0 7.1 6.9 7.8 7.5

　ｐＨ測定水温 (at ℃) 24.1 24.4 23.8 23.7 23.7 23.7 23.6 24.4 23.5

　ＥＣ (mS/ m) 28.5 34.2 42.9 34.0 37.6 35.4 22.9 34.2 178

　ＤＯ (mg/Ｌ) 0.5 0.2 1.2 1.0 1.1 1.2 1.3 1.2 4.2

　ＣＯＤMn (mg/Ｌ) 3.3 2.5 1.7 1.5 1.4 1.6 0.7 3.4 1.8

　4.3アルカリ度 (mg/Ｌ) 73.0 95.0 191 98.2 122 103 72.0 158 227

　ＨＣＯ3 
- (mg/Ｌ) - - - - - - - - -

　Ｃｌ- (mg/Ｌ) 32.3 29.8 16.1 27.5 27.3 27.3 10.2 7.5 435

　ＳＯ4 
2- (mg/Ｌ) 12 26 7 29 28 33 20 <1 32

　ＮＯ3 
- -Ｎ (mg/Ｌ) <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 1.2 <0.01 0.03

　Ｎａ+ (mg/Ｌ) 22.3 16.8 16.1 26.8 23.8 26.7 15.2 12.2 43.5

　Ｋ+ (mg/Ｌ) 5.9 5.9 8.6 4.0 4.6 4.2 3.9 13.5 4.5

　Ｃａ 2+ (mg/Ｌ) 12.9 22.6 41.8 21.3 27.8 22.9 21.1 22.1 252

　Ｍｇ 2+ (mg/Ｌ) 5.1 11.0 14.8 10.7 12.5 11.7 4.5 14.0 29.2

　ＮＨ4 
+ -Ｎ (mg/Ｌ) - - - - - - - - -

　溶解性　鉄 (mg/Ｌ) 11.0 10.7 3.32 2.18 2.18 3.16 0.27 2.28 0.52

　溶解性マンガン (mg/Ｌ) 0.49 0.64 1.10 0.47 2.02 0.53 0.21 0.40 1.41

　有機態炭素(TOC) (mg/Ｌ) 1.1

　Ｔ－Ｐ (mg/Ｌ) 0.29 0.11 0.084 0.026 0.028 0.026 0.017 0.26 0.005

　Ｔ－N (mg/Ｌ) 0.92 0.99 1.4 0.34 0.38 0.33 1.2 3.6 0.11

　ＮＯ2 
- -Ｎ (mg/Ｌ) <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.002 0.001 <0.001

　鉛 (mg/Ｌ) - - - - - - - - -

　ヒ素 (mg/Ｌ) - - - - - - - - -

　ふっ素 (mg/Ｌ) - - - - - - - - -

　ほう素 (mg/Ｌ) - - - - - - - - -

　大腸菌群数 MPN/100ml) - - - - - - - - -

　一般細菌 (個/ml) - - - - - - - - -

水涸れのため測
定できず

淀川（猪名川）

　　備考
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表 5.1.3(1) 平成 27年 主要溶存成分水質データ（イオン計算表）（No.1～No.10） 

（ただし No.1,6,8,9は廃止） 

 

　水系 淀川（大阪市内）

　Ｎo. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

　観測所名 長　居 野　田 住之江 大　宮 生　野 新森小路 鴫　野 南恩加島 大和田 加美東

　地下水位(ｍ)

　採水深度(ｍ)

　採水年月日

　水温　（℃）

　ｐＨ

　ＥＣ （mS/m)

 mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l

　Ｎａ＋ 20.1 0.874 389.0 16.921 22.5 0.979 102.0 4.437 89.3 3.884 20.2 0.879

　Ｋ＋ 8.0 0.205 23.8 0.609 4.4 0.113 19.6 0.501 27.2 0.696 7.4 0.189

　Ｃａ 2+ 108.0 5.389 50.5 2.520 26.4 1.317 94.7 4.726 46.2 2.305 22.3 1.113

　Ｍｇ 2+ 2.6 0.214 17.0 1.399 3.4 0.280 20.3 1.670 33.1 2.724 11.8 0.971

　ＮＨ4
+ -Ｎ 0.0 0.000 0.2 0.016 0.0 0.000 2.9 0.204 12.2 0.871 4.3 0.307

　Ｆｅ 2+ <0.01 - 0.03 0.001 0.01 0.000 0.77 0.028 5.24 0.188 5.22 0.187

　Ｍｎ 2+ <0.01 - 0.07 0.003 0.50 0.018 0.51 0.019 1.35 0.049 0.73 0.027

　Σ Cation 6.682 21.469 2.707 11.585 10.717 3.673

　Ｃｌ- 13.3 0.375 383.0 10.803 12.7 0.358 259.0 7.305 108.0 3.046 9.0 0.254

　ＨＣＯ3
 - 264.0 4.326 559.0 9.161 93.3 1.529 260.0 4.261 279.0 4.572 187.0 3.065

　ＳＯ4
 2- 75.0 1.562 66.0 1.374 30.0 0.625 37.0 0.770 142.0 2.957 <1 -

　ＮＯ3
 - -Ｎ 5.4 0.386 0.07 0.005 3.1 0.221 2.2 0.157 <0.01 - <0.01 -

　Σ Anion 6.649 21.343 2.733 12.493 10.575 3.319

　ΣC/ΣA 1.005 1.006 0.990 0.927 1.013 1.107
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表 5.1.3(2) 平成 27 年 主要溶存成分水質データ（イオン計算表）（No.11～No.17，No.28～30）（ただし No.29は廃止） 

   

　水系 淀　川 大和川

　Ｎo. 11 12 13 14 15 16 17 28 29 30

　観測所名 鮎 川 友 井 高 槻 門 真 点 野 志 紀 鳥飼西 堺 北 堺 南 八 尾

　地下水位(ｍ)

　採水深度(ｍ)

　採水年月日

　水温　（℃）

　ｐＨ

　ＥＣ （mS/m)

 mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l

　Ｎａ＋ 20.1 0.874 49.8 2.166 13.1 0.570 137.0 5.959 79.1 3.441 37.6 1.636 195.0 8.482 - - - -

　Ｋ＋ 2.5 0.064 7.4 0.189 3.1 0.079 13.0 0.332 7.8 0.199 4.0 0.102 28.1 0.719 - - - -

　Ｃａ 2+ 28.6 1.427 21.7 1.083 12.6 0.629 25.6 1.277 9.6 0.479 23.2 1.158 80.4 4.012 - - - -

　Ｍｇ 2+ 9.0 0.741 8.1 0.667 3.4 0.280 18.0 1.481 10.3 0.848 5.6 0.461 68.2 5.612 - - - -

　ＮＨ4
+ -Ｎ 3.44 0.246 4.34 0.310 0.60 0.043 0.76 0.054 0.00 0.000 1.06 0.076 <0.01 - <0.01 - 1.6 0.114

　Ｆｅ 2+ 39.0 1.397 21.7 0.777 35.0 1.253 4.4 0.158 2.4 0.086 19.5 0.698 3.8 0.136 0.1 0.003 24.6 0.881

　Ｍｎ 2+ 3.7 0.134 2.4 0.088 2.5 0.092 0.1 0.003 0.9 0.032 2.1 0.076 2.1 0.077 0.6 0.020 1.7 0.063

　Σ Cation 4.883 5.280 2.946 9.264 5.085 4.207 19.038

　Ｃｌ- 23.7 0.668 43.6 1.230 13.3 0.375 64.5 1.819 71.4 2.014 41.1 1.159 655.0 18.475 47.9 1.351 40.7 1.148

　ＨＣＯ3
 -　※ 204.0 3.343 228.0 3.736 73.9 1.211 447.0 7.325 193.0 3.163 81.0 1.327 113.0 1.852 - - - -

　ＳＯ4
 2- <1 - <1 - 21.0 0.437 <1 - <1 - 41.0 0.854 <1 - - - - -

　ＮＯ3
 - -Ｎ <0.01 - <0.01 - <0.01 - 0.02 0.001 0.08 0.006 <0.01 - 0.08 0.006 1.6 0.114 <0.01 -

　Σ Anion 4.011 4.966 2.023 9.145 5.183 3.340 20.333

　ΣC/ΣA 1.217 1.063 1.456 1.013 0.981 1.260 0.936
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表 5.1.3(3) 平成 27年 主要溶存成分水質データ（イオン計算表）（No.18～No.27） 

 
 

　水系 淀川（猪名川）

　Ｎo. 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

　観測所名 荒 牧 野 間 口酒井第１ 口酒井第２ 口酒井第３ 口酒井第４ 北 村 曽 根 野 畑 石 橋

　地下水位(ｍ)

　採水深度(ｍ)

　採水年月日

　水温　（℃）

　ｐＨ

　ＥＣ （mS/m)

 mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l mg/l me/l

　Ｎａ＋ 22.3 0.970 16.8 0.731 16.1 0.700 26.8 1.166 23.8 1.035 26.7 1.161 15.2 0.661 12.2 0.531 43.5 1.892

　Ｋ＋ 5.9 0.151 5.9 0.151 8.6 0.220 4.0 0.102 4.6 0.118 4.2 0.107 3.9 0.100 13.5 0.345 4.5 0.115

　Ｃａ 2+ 12.9 0.644 22.6 1.128 41.8 2.086 21.3 1.063 27.8 1.387 22.9 1.143 21.1 1.053 22.1 1.103 252.0 12.575

　Ｍｇ 2+ 5.1 0.420 11.0 0.905 14.8 1.218 10.7 0.880 12.5 1.029 11.7 0.963 4.5 0.370 14.0 1.152 29.2 2.403

　ＮＨ4
+ -Ｎ - - - - - - - - - - - - - - - - - -

　Ｆｅ 2+ 11.00 0.394 10.70 0.383 3.32 0.119 2.18 0.078 2.18 0.078 3.16 0.113 0.27 0.010 2.28 0.082 0.52 0.019

　Ｍｎ 2+ 0.49 0.018 0.64 0.023 1.10 0.040 0.47 0.017 2.02 0.074 0.53 0.019 0.21 0.008 0.40 0.015 1.41 0.051

　Σ Cation 2.597 3.321 4.383 3.306 3.721 3.506 2.202 3.228 17.055

　Ｃｌ- 32.3 0.911 29.8 0.841 16.1 0.454 27.5 0.776 27.3 0.770 27.3 0.770 10.2 0.288 7.5 0.212 435.0 12.270

　ＨＣＯ3
 -　※ 89.1 1.460 115.9 1.899 233.0 3.819 119.8 1.963 148.8 2.439 125.7 2.059 87.8 1.440 192.8 3.159 276.9 4.539

　ＳＯ4
 2- 12.0 0.250 26.0 0.541 7.0 0.146 29.0 0.604 28.0 0.583 33.0 0.687 20.0 0.416 <1 - 32.0 0.666

　ＮＯ3
 - -Ｎ <0.01 - <0.01 - <0.01 - <0.01 - <0.01 - <0.01 - 1.20 0.086 <0.01 - 0.03 0.002

　Σ Anion 2.621 3.281 4.419 3.343 3.792 3.516 2.230 3.371 17.477

　ΣC/ΣA 0.991 1.012 0.992 0.989 0.981 0.997 0.987 0.958 0.976

※　HCO3- は4.3アルカリ度×1.22 で計算したものを使用
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図 5.1.2(1) 主成分組成経年変化（長居）

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

1991

pH = 6.4
EC = 44.0mS/m
ΣC/ΣA = 0.856

1992

pH = 6.6
EC = 54.2mS/m
ΣC/ΣA = 0.973

1993

pH = 6.2
EC = 54.3mS/m
ΣC/ΣA = 0.971

1994

pH = 6.2
EC = 57.0mS/m
ΣC/ΣA = 0.838

1985 1995

pH = 6.8 pH = 6.7
EC = 44.8mS/m EC = 53.0mS/m
ΣC/ΣA = 0.998 ΣC/ΣA = 1.050

1986 1996

pH = 6.4 pH = 6.5
EC = 55.0mS/m EC = 49.3mS/m
ΣC/ΣA = 1.105 ΣC/ΣA = 1.167

1987 1997

pH = 6.1 pH = 6.3
EC = 54.2mS/m EC = 50.4mS/m
ΣC/ΣA = 0.955 ΣC/ΣA = 0.967

1988 1998

pH = 6.6 pH = 6.5
EC = 50.1mS/m EC = 49.3mS/m
ΣC/ΣA = 1.218 ΣC/ΣA = 0.923

1989

pH = 6.5
EC = 55.1mS/m
ΣC/ΣA = 1.177

1990

pH = 6.1
EC = 45.0mS/m
ΣC/ΣA = 0.907
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図 5.1.2(2) 主成分組成経年変化（野田） 

 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

1991 2001 2011

pH = 7.2 pH = 7.3 pH = 7.5

EC = 37.2mS/m EC = 62.7mS/m EC = 33.6mS/m

ΣC/ΣA = 0.973 ΣC/ΣA = 0.959 ΣC/ΣA =1.326

1992 2002 2012

pH = 7.6 pH = 7.3 pH = 7.5

EC = 46.7mS/m EC = 51.1mS/m EC = 44.3mS/m

ΣC/ΣA = 1.104 ΣC/ΣA = 0.915 ΣC/ΣA =1.124

1993 2003 2013

pH = 7.1 pH = 6.9 pH = 7.4

EC = 33.9mS/m EC = 40.1mS/m EC = 49.2mS/m

ΣC/ΣA = 1.071 ΣC/ΣA = 0.999 ΣC/ΣA =1.136

1994 2004 2014

pH = 7.4

pH = 6.8 pH = 7.6 EC = 58.9mS/m

EC = 52.8mS/m EC = 43.1mS/m ΣC/ΣA =1.023

ΣC/ΣA = 0.938 ΣC/ΣA = 0.865

1985 1995 2005 2015

pH = 8.3

pH = 6.8 pH = 7.0 pH = 7.4 EC = 65.1mS/m

EC = 43.3mS/m EC = 43.2mS/m EC = 37.1mS/m ΣC/ΣA =1.005

ΣC/ΣA = 0.841 ΣC/ΣA = 1.079 ΣC/ΣA = 0.903

・総リンが比較的高濃度である（T-P：0.46mg/L）

1986 1996 2006

pH = 7.2 pH = 7.3 pH = 7.1

EC = 43.2mS/m EC = 45.9mS/m EC = 50.0mS/m

ΣC/ΣA = 1.125 ΣC/ΣA = 1.266 ΣC/ΣA = 0.996

2007
1987 1997

pH = 7.2 pH = 7.2

EC = 48.2mS/m pH = 6.8 EC = 120mS/m

ΣC/ΣA = 0.759 EC = 44.4mS/m ΣC/ΣA = 0897

ΣC/ΣA = 1.548

1988 1998 2008

pH = 7.0 pH = 7.3 pH = 7.4

EC = 30.4mS/m EC = 40.9mS/m EC = 41.6mS/m

ΣC/ΣA = 1.093 ΣC/ΣA = 1.062 ΣC/ΣA = 1.254

1989 1999 2009

pH = 7.1 pH = 7.4 pH = 7.4

EC = 44.9mS/m EC = 50.6mS/m EC = 44.5mS/m

ΣC/ΣA = 0.970 ΣC/ΣA = 0.875 ΣC/ΣA = 1.317

1990 2000 2010

pH = 7.6 pH = 7.7 pH = 7.6

EC = 45.5mS/m EC = 60.1mS/m EC = 43.2mS/m

ΣC/ΣA = 1.013 ΣC/ΣA = 0.994 ΣC/ΣA =1.285 
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図 5.1.2(3) 主成分組成経年変化（住之江） 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

1991 2001
2011

pH = 7.7 pH = 7.8 pH = 7.9

EC = 246.0mS/m EC = 215mS/m EC = 364mS/m

ΣC/ΣA = 0.873 ΣC/ΣA = 0.799 ΣC/ΣA = 1.109

1992 2002
2012

pH = 7.8 pH = 7.8 pH = 8.0

EC = 336.0mS/m EC = 291mS/m EC =353mS/m

ΣC/ΣA = 0.824 ΣC/ΣA = 0.552 ΣC/ΣA = 1.047

1993 2003
2013

pH = 7.1 pH = 7.6 pH = 8.1

EC = 92.7mS/m EC = 303mS/m EC = 338mS/m

ΣC/ΣA = 1.039 ΣC/ΣA = 0.477 ΣC/ΣA = 1.051

1994 2004 2014

pH = 7.6 pH = 7.6 pH = 7.8

EC = 376mS/m EC = 332mS/m EC = 285mS/m

ΣC/ΣA = 0.845 ΣC/ΣA = 0.468 ΣC/ΣA = 1.042

1985 1995 2005 2015

pH = 7.0 pH = 7.3 pH = 7.8 pH = 8.4

EC = 243.0mS/m EC = 110mS/m EC = 375mS/m EC = 219mS/m

ΣC/ΣA = 1.045 ΣC/ΣA = 1.023 ΣC/ΣA = 0.567 ΣC/ΣA = 1.006

・砒素、ふっ素、ほう素、および総リンが高濃度である。
（As：0.023mg/L, F：1.3mg/L, B：0.97mg/L, T-P：0.83mg/L

1986 1996 2006 ・化学的酸素消費量が高い (COD ; 5.5mg/L)。

pH = 7.3 pH = 7.4 pH = 7.3

EC = 342.0mS/m EC = 193mS/m EC = 268mS/m

ΣC/ΣA = 0.907 ΣC/ΣA = 0.991 ΣC/ΣA = 0.974

1987 1997
2997

pH = 7.6 pH = 7.1 pH = 7.9

EC = 368.5mS/m EC = 95.9mS/m EC = 412mS/m

ΣC/ΣA = 0.779 ΣC/ΣA = 0.912 ΣC/ΣA = 0.927

1988 1998
2008

pH = 7.7 pH = 7.1 pH = 8

EC = 281.5mS/m EC = 133mS/m EC = 406mS/m

ΣC/ΣA = 0.925 ΣC/ΣA = 0.876 ΣC/ΣA = 1.226

1989 1999
2009

pH = 7.5 pH = 7.2 pH = 8.0

EC = 396.0mS/m EC = 128mS/m EC = 390mS/m

ΣC/ΣA = 0.798 ΣC/ΣA = 0.830 ΣC/ΣA = 1.204

1990 2000
2010

pH = 7.2 pH = 7.6 pH = 8.1

EC = 209.5mS/m EC = 199mS/m EC = 371mS/m

ΣC/ΣA = 0.827 ΣC/ΣA = 1.226 ΣC/ΣA = 1.072

No.3 住之江
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図 5.1.2(4) 主成分組成経年変化（大宮） 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

1991 2001 2011

pH = 7.4 pH = 6.8 pH = 7.0

EC = 21.2mS/m EC = 22.1mS/m EC = 21.6mS/m

ΣC/ΣA = 0.771 ΣC/ΣA = 0.856 ΣC/ΣA = 1.198

1992 2002 2012

pH = 7.5 pH = 6.6

pH = 7.4 EC = 21.5mS/m EC = 27.7mS/m

EC = 17.2mS/m ΣC/ΣA = 0.859 ΣC/ΣA = 1.122

ΣC/ΣA = 1.082

1993 2003 2013

pH = 7.2 pH = 7.6 pH = 6.9

EC = 33.3mS/m EC = 26.4mS/m EC = 26.1mS/m

ΣC/ΣA = 1.033 ΣC/ΣA = 0.846 ΣC/ΣA = 1.140

1994 2004 2014

pH = 6.9 pH = 7.6 pH = 6.7

EC = 39.3mS/m EC = 18.3mS/m EC = 34.3mS/m

ΣC/ΣA = 0.855 ΣC/ΣA = 0.727 ΣC/ΣA =1.080

1985 1995 2005 2015

pH = 7.0 pH = 6.7 pH = 7.3 pH = 6.9

EC = 53.1mS/m EC = 25.1mS/m EC = 19.0mS/m EC = 30.4mS/m

ΣC/ΣA = 0.920 ΣC/ΣA = 0.980 ΣC/ΣA = 0.702 ΣC/ΣA =0.990

・鉛が検出されている（Pb：0.005mg/L）

1986 1996 2006

pH = 6.7 pH = 7.2 pH = 7.1

EC = 41.8mS/m EC = 24.7mS/m EC = 18.1mS/m

ΣC/ΣA = 1.029 ΣA/ΣC = 1.094 ΣC/ΣA = 0.870

1987 1997 2007

pH = 6.6 pH = 7.0 pH = 7.0

EC = 38.2mS/m EC = 16.0mS/m EC = 24.8mS/m

ΣC/ΣA = 0.881 ΣC/ΣA = 0.852 ΣC/ΣA = 0.913

1988 1998 2008

pH = 6.8 pH = 6.6 pH = 7

EC = 48.2mS/m EC = 16.0mS/m EC = 22.7mS/m

ΣC/ΣA = 1.101 ΣC/ΣA = 0.821 ΣC/ΣA = 1.073

1989 1999 2009

pH = 4.2 (?) pH = 7.0 pH = 7.1

EC = 16.9mS/m EC = 24.0mS/m EC = 20.5mS/m

ΣC/ΣA = 0.962 ΣC/ΣA = 0.784 ΣC/ΣA = 1.230

1990 2000 2010

pH = 6.7 pH = 7.5 pH = 7.1

EC = 26.8mS/m EC = 22.6mS/m EC = 20.5mS/m

ΣC/ΣA = 0.743 ΣC/ΣA = 0.872 ΣC/ΣA = 1.219

No.4 大宮
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図 5.1.2(5) 主成分組成経年変化（生野） 

 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

1991 2001
2011

pH = 6.7 pH = 6.8 pH = 6.7

EC = 45.8mS/m EC = 64.8mS/m EC = 156.0mS/m

ΣC/ΣA = 0.860 ΣC/ΣA = 0.949 ΣC/ΣA =1.170

1992 2002
2012

pH = 7.3 pH = 7.1 pH = 6.8

EC = 49.6mS/m EC = 59.3mS/m EC = 136.0mS/m

ΣC/ΣA = 0.969 ΣC/ΣA = 0.815 ΣC/ΣA =1.156

1993 2003
2013

pH = 6.8 pH = 6.9 pH = 6.9

EC = 47.9mS/m EC = 58.3mS/m EC = 164.0mS/m

ΣC/ΣA = 0.959 ΣC/ΣA = 0.866 ΣC/ΣA =1.106

1994 2004 2014

pH = 6.9 pH = 6.9 pH = 6.8

EC = 43.3mS/m EC = 60.5mS/m EC = 128.0mS/m

ΣC/ΣA = 0.912 ΣC/ΣA = 0.825 ΣC/ΣA =1.041

1985 1995 2005 2015

pH = 6.7 pH = 6.9 pH = 6.7 pH = 7.8

EC = 55.1mS/m EC = 51.6mS/m EC = 56.2mS/m EC = 128.0mS/m

ΣC/ΣA = 0.906 ΣC/ΣA = 1.208 ΣC/ΣA = 0.943 ΣC/ΣA =0.927

・2009年から塩化物イオン濃度（Cl-)および陽イオン濃度が増加している。
1986 1996 2006 特に2011年は明らかにナトリウムイオン（Na+）と塩化物イオン（Cl-）濃度が

増加しているが，本観測点は内陸部に位置し，海水の流入とは考えにくい。
また，比較的浅い井戸であり，深部からの温泉水等の混入も考えにくい。

pH = 6.8 pH = 7.1 pH = 6.4

EC = 58.0mS/m EC = 57.7mS/m EC = 65.4mS/m

ΣC/ΣA = 0.876 ΣC/ΣA = 1.079 ΣC/ΣA = 1.006

1987 1997 2007

pH = 6.8 pH = 6.3 pH = 6.8

EC = 57.9mS/m EC = 70.4mS/m EC = 77.2mS/m

ΣC/ΣA = 1.104 ΣC/ΣA = 1.044 ΣC/ΣA = 1.128

1988 1998 2008

pH = 6.8 pH = 6.7 pH = 6.9

EC = 65.2mS/m EC = 72.4mS/m EC = 73.8mS/m

ΣC/ΣA = 1.088 ΣC/ΣA = 0.986 ΣC/ΣA = 1.305

1989 1999 2009

pH = 7.0 pH = 6.8 pH = 6.8

EC = 70.8mS/m EC = 58.1mS/m EC = 112mS/m

ΣC/ΣA = 0.882 ΣC/ΣA = 0.823 ΣC/ΣA = 1.283

2010
1990 2000

pH = 6.7 pH = 7.1 pH = 6.9

EC = 50.2mS/m EC = 58.9mS/m EC = 142mS/m

ΣC/ΣA = 0.897 ΣC/ΣA = 0.972 ΣC/ΣA = 1.128

No.5 生野
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図 5.1.2(6) 主成分組成経年変化（新森小路） 

 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

1991 pH = 6.8 2001 pH = 7.1 2011 pH = 6.9

EC = 116.0mS/m EC = 95.6mS/m EC = 119.0mS/m

ΣC/ΣA = 0.795 ΣC/ΣA = 0.917 ΣC/ΣA = 1.072

1992 pH = 7.0 2002 pH = 6.9 2012 pH = 6.9

EC = 80.8mS/m EC = 119mS/m EC = 120.0mS/m

ΣC/ΣA = 0.847 ΣC/ΣA = 0.885 ΣC/ΣA = 1.105

1993 pH = 7.5 2003 pH = 6.9 2013 pH = 6.8

EC = 107.0mS/m EC = 112mS/m EC = 124.0mS/m

ΣC/ΣA = 1.088 ΣC/ΣA = 0.970 ΣC/ΣA = 1.151

・シス-1,2-ジクロロエチレンが検出されている（0.064mg/L）

・トランス-1,2-ジクロロエチレンが検出されている（0.0003mg/L）

1994 pH = 7.7 2004 pH = 6.9 ・塩化ビニルモノマーが検出されている（0.0090mg/L）

EC = 104mS/m EC = 108mS/m ・総窒素が高い（T-N：13.0mg/L）

ΣC/ΣA = 0.998 ΣC/ΣA = 0.746

1985 pH = 7.0 1995 pH = 6.6 2005 pH = 6.8

EC = 87.8mS/m EC = 127mS/m EC = 109mS/m

ΣC/ΣA = 0.893 ΣC/ΣA = 0.908 ΣC/ΣA = 0.838

1986 pH = 6.8 pH = 6.6 2006 pH = 6.5

EC = 127.0mS/m 1996 EC = 120mS/m EC = 105mS/m

ΣC/ΣA = 0.994 ΣC/ΣA = 1.073 ΣC/ΣA = 1.006

1987 pH = 6.7 1997 pH = 6.6 2007 pH = 6.9

EC = 147.0mS/m EC = 113mS/m EC = 120mS/m

ΣC/ΣA = 1.363 ΣC/ΣA = 0.844 ΣC/ΣA = 0.995

1988 pH = 6.9 1998 pH = 6.6 2008 pH = 7

EC = 146.0mS/m EC = 78.2mS/m EC = 115mS/m

ΣC/ΣA = 1.256 ΣC/ΣA = 1.112 ΣC/ΣA = 1.020

1989 pH = 6.9 1999 pH = 6.7 2009 pH = 6.9

EC = 86.9mS/m EC = 114mS/m EC = 122mS/m

ΣC/ΣA = 1.066 ΣC/ΣA = 0.962 ΣC/ΣA = 1.167

1990 pH = 6.6 2000 pH = 6.9 2010 pH = 6.9

EC = 118.7mS/m EC = 111mS/m EC = 115mS/m

ΣC/ΣA = 0.909 ΣC/ΣA = 0.875 ΣC/ΣA = 1.105

No.6 新森小路
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図 5.1.2(7) 主成分組成経年変化（鴫野） 

 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

1991 pH = 6.7 2001 pH = 6.6 2011 pH = 6.9

EC= 105.0mS/m EC= 100mS/m EC= 100mS/m 

ΣC/ΣA = 0.768 ΣC/ΣA = 0.950 ΣC/ΣA = 1.070

1992 pH = 6.8 2002 pH = 6.9 2012 pH = 7.0

EC= 89.3mS/m EC= 109mS/m EC= 104mS/m 

ΣC/ΣA = 0.856 ΣC/ΣA = 0.912 ΣC/ΣA = 1.089

1993 pH = 6.5 2003 pH = 7.0 2013 pH = 6.9

EC= 104.0mS/m EC= 103mS/m EC= 109mS/m 

ΣC/ΣA = 0.866 ΣC/ΣA = 0.981 ΣC/ΣA = 1.157

1994 pH = 6.9 2004 pH = 6.9 2014 pH = 7.0

EC= 114mS/m EC= 93.8mS/m EC= 109mS/m 

ΣC/ΣA = 0.866 ΣC/ΣA = 0.797 ΣC/ΣA = 1.132

1985 pH = 7.3 1995 pH = 6.2 2005 pH = 6.8 2015
EC= 73.8mS/m EC= 124mS/m EC= 92.9mS/m 

ΣC/ΣA = 0.930 ΣC/ΣA = 1.005 ΣC/ΣA = 0.806 pH = 7.3

EC= 111mS/m 

ΣC/ΣA = 1.013

・総窒素が高い（T-N：12.0mg/L）

1986 pH = 6.4 1996 pH = 6.7 2006 pH = 6.6

EC= 168.5mS/m EC= 120mS/m EC= 90.4mS/m 

ΣC/ΣA = 0.973 ΣC/ΣA = 0.893 ΣC/ΣA = 1.012

1987 pH = 6.6 1997 pH = 6.6 2007 pH = 6.9

EC= 164.0mS/m EC= 120mS/m EC= 99.6mS/m 

ΣC/ΣA = 1.250 ΣC/ΣA = 0.866 ΣC/ΣA = 1.027

1988 pH = 6.7 1998 pH = 6.7 2008 pH = 6.9

EC= 134.5mS/m EC= 90.0mS/m EC= 93.5mS/m 

ΣC/ΣA = 1.277 ΣC/ΣA = 1.039 ΣC/ΣA = 0.993

1989 pH = 6.6 1999 pH = 7.0 2009 pH = 6.9

EC= 83.0mS/m EC= 111mS/m EC= 96.2mS/m 

ΣC/ΣA = 0.977 ΣC/ΣA = 0.865 ΣC/ΣA = 1.076

1990 pH = 6.4 2000 pH = 6.9 2010 pH = 6.9

EC= 113.5mS/m EC= 112mS/m EC= 95.2mS/m 

ΣC/ΣA = 0.801 ΣC/ΣA = 0.896 ΣC/ΣA = 1.102

No.7 鴫野
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図 5.1.2(8) 主成分組成経年変化（南恩加島） 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

1991

pH = 6.9
EC = 56.5mS/m
ΣC/ΣA = 1.005

1992

pH = 7.3
EC = 31.3mS/m
ΣC/ΣA = 1.026

1993

pH = 6.8
EC = 78.4mS/m
ΣC/ΣA = 0.939

1994

pH = 6.8
EC = 111mS/m
ΣC/ΣA = 0.838

1985 1995

pH = 6.8 pH = 6.9
EC = 69.6mS/m EC = 52.4mS/m
ΣC/ΣA = 0.990 ΣC/ΣA = 1.050

1986 1996

pH = 6.8 pH = 6.8
EC = 79.0mS/m EC = 100mS/m
ΣC/ΣA = 1.103 ΣC/ΣA = 1.041

1987 1997

pH = 6.7 pH = 6.8
EC = 57.1mS/m EC = 91.0mS/m
ΣC/ΣA = 0.902 ΣC/ΣA = 1.100

1988

pH = 6.8
EC = 69.5mS/m
ΣC/ΣA = 1.086

1989

pH = 7.0
EC = 75.7mS/m
ΣC/ΣA = 1.115

1990

pH = 6.7
EC = 62.0mS/m
ΣC/ΣA = 0.894

No.8 南恩加島

廃 止
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図 5.1.2(9) 主成分組成経年変化（大和田） 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

1991

pH = 6.8
EC = 201.5mS/m
ΣC/ΣA = 0.746

1992

pH = 7.0
EC = 180.0mS/m
ΣC/ΣA = 1.008

1993

pH = 6.7
EC = 281.0mS/m
ΣC/ΣA = 0.900

1994

pH = 6.2
EC = 334mS/m
ΣC/ΣA = 0.872

1985
1995

pH = 6.5 pH = 6.7
EC = 263.0mS/m EC = 142mS/m
ΣC/ΣA = 0.932 ΣC/ΣA = 1.088

1986
1996

pH = 6.9 pH = 6.8
EC = 265.0mS/m EC = 287mS/m
ΣC/ΣA = 0.845 ΣC/ΣA = 0.955

1987
1997

pH = 6.8 pH = 7.2
EC = 238.0mS/m EC = 257mS/m
ΣC/ΣA = 0.860 ΣC/ΣA = 0.890

1988 1998

pH = 6.8 pH = 6.9
EC = 279.0mS/m EC = 281mS/m
ΣC/ΣA = 1.043 ΣC/ΣA = 0.726

1989 1999

pH = 6.8 pH = 7.1
EC = 276.0mS/m EC = 250mS/m
ΣC/ΣA = 0.974 ΣC/ΣA = 0.789

1990

pH = 7.0
EC = 264.0mS/m
ΣC/ΣA = 1.056

No.9 大和田
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図 5.1.2(10) 主成分組成経年変化（加美東）

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

1991 2001 2011

pH = 6.8 pH = 6.3 pH = 7.0

EC = 29.2mS/m EC = 35.3mS/m EC = 34.7mS/m

ΣC/ΣA = 0.703 ΣC/ΣA = 0.848 ΣC/ΣA =1.294

1992 2002 2012

pH = 7.2 pH = 6.9 pH = 7.3

EC = 33.5mS/m EC = 33.6mS/m EC = 33.3mS/m

ΣC/ΣA = 1.008 ΣC/ΣA = 0.902 ΣC/ΣA =1.203

1993 2003 2013

pH = 6.7 pH = 6.8 pH = 7.1

EC = 32.3mS/m EC = 32.5mS/m EC = 35.6mS/m

ΣC/ΣA = 0.898 ΣC/ΣA = 0.949 ΣC/ΣA =1.289

1994 2004 2014

pH = 6.9 pH = 7.1 pH = 7.1

EC = 34.7mS/m EC = 32.8mS/m EC = 35.3mS/m

ΣC/ΣA = 1.005 ΣC/ΣA = 0.749 ΣC/ΣA =1.190

1985
1995 2005 2015

pH = 7.0

EC = 36.7mS/m pH = 6.5 pH = 6.9 pH = 7.1

ΣC/ΣA = 0.977 EC = 35.1mS/m EC = 31.1mS/m EC = 36.4mS/m

ΣC/ΣA = 0.631 ΣC/ΣA = 0.829 ΣC/ΣA =1.107

・総リンが比較的高濃度である（T-P：1.3mg/L）

1986 1996 2006

pH = 6.7 pH = 6.9 pH = 6.7

EC = 34.7mS/m EC = 31.7mS/m EC = 31.6mS/m

ΣC/ΣA = 1.175 ΣC/ΣA = 1.176 ΣC/ΣA = 1.001

1987 1997 2007

pH = 6.7 pH = 6.1 pH = 7.0

EC = 30.8mS/m EC = 33.3mS/m EC = 36.1mS/m

ΣC/ΣA = 1.027 ΣC/ΣA = 1.018 ΣC/ΣA = 1.174

1988 1998 2008

pH = 6.9 pH = 6.8 pH = 7

EC = 35.3mS/m EC = 32.8mS/m EC = 35.3mS/m

ΣC/ΣA = 1.342 ΣC/ΣA = 1.287 ΣC/ΣA = 1.245

1989 1999 2009

pH = 6.9 pH = 6.8 pH = 6.9

EC = 21.4mS/m EC = 34.7mS/m EC = 36.2mS/m

ΣC/ΣA = 1.040 ΣC/ΣA = 1.107 ΣC/ΣA = 1.599

1990 2000 2010

pH = 6.9 pH = 7.2 pH = 7.1

EC = 30.5mS/m EC = 39.4mS/m EC = 35.9mS/m

ΣC/ΣA = 0.848 ΣC/ΣA = 0.911 ΣC/ΣA = 1.481

No.10 加美東
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図 5.1.2(11) 主成分組成経年変化（鮎川）

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

2001 2011

pH = 6.3 pH = 6.5

EC = 51.7mS/m EC = 45.8mS/m

ΣC/ΣA = 0.951 ΣC/ΣA = 1.498

2002 2012

pH = 6.4 pH = 6.6

EC = 51.8mS/m EC = 45.4mS/m

ΣC/ΣA = 1.136 ΣC/ΣA = 1.414

2003 2013

pH = 6.7 pH = 6.6

EC = 49.2mS/m EC = 48.2mS/m

ΣC/ΣA = 1.030 ΣC/ΣA = 2.083

2004 2014

1993 pH = 6.4 pH = 6.4

EC = 48.0mS/m EC = 47.7mS/m

ΣC/ΣA = 0.831 ΣC/ΣA = 1.532

pH = 6.1

EC = 45.2mS/m

ΣC/ΣA = 0.934

2005 2015

pH = 6.3 pH = 6.5

EC = 34.7mS/m EC = 48.0mS/m

ΣC/ΣA = 0.888 ΣC/ΣA = 1.217

・化学的酸素消費量が高い (COD ; 9.1mg/L)。

・溶存酸素がほとんど含まれていない (DO ; ＜0.1mg/L)。

1996 2006 ・第一鉄イオンが高濃度に含まれる (Fe2+ ; 39.0mg/L)。

pH = 6.2 pH = 5.9

EC = 51.4mS/m EC = 48.5mS/m

ΣC/ΣA = 1.242 ΣC/ΣA = 1.030

1997 2007

pH = 6.1 pH = 6.4

EC = 54.0mS/m EC = 49.8mS/m

ΣC/ΣA = 0.966 ΣC/ΣA = 1.561

1998 2008

pH = 6.0 pH = 6.5

EC = 51.2mS/m EC = 47.4mS/m

ΣC/ΣA = 0.952 ΣC/ΣA = 1.412

1999 2009

pH = 6.2 pH = 6.4

EC = 47.6mS/m EC = 40.6mS/m

ΣC/ΣA = 0.766 ΣC/ΣA = 2.228

2000 2010

pH = 7.0 pH = 6.4

EC = 49.5mS/m EC = 48.4mS/m

ΣC/ΣA = 1.038 ΣC/ΣA = 2.414
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図 5.1.2(12) 主成分組成経年変化（友井）

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

2001 2011

pH = 6.0 pH = 6.7

EC = 56.7mS/m EC = 56.5mS/m

ΣC/ΣA = 0.860 ΣC/ΣA =1.364

2002 2012

pH = 6.5 pH = 6.7

EC = 57.2mS/m EC = 58.9mS/m

ΣC/ΣA = 0.820 ΣC/ΣA =1.343

2003 2013

pH = 6.6 pH = 6.7

EC = 54.3mS/m EC = 59.5mS/m

ΣC/ΣA = 0.884 ΣC/ΣA =1.523

2004 2014

1993 pH = 6.7 pH = 6.6

EC = 56.6mS/m EC =55.6mS/m

ΣC/ΣA = 0.838 ΣC/ΣA =1.279

pH = 6.4

EC = 59.6mS/m

ΣC/ΣA = 0.969

2005 2015

pH = 6.5 pH = 7.5

EC = 49.3mS/m EC =55.5mS/m

ΣC/ΣA = 0.878 ΣC/ΣA =1.063

・化学的酸素消費量が高い (COD ; 8.8mg/L)。
1996 2006 ・溶存酸素がほとんど含まれない（DO ; ＜0.1mg/L）

・第一鉄イオンが高濃度に含まれる（Fe2+ ; 21.7mg/L)

pH = 6.3 pH = 6.4

EC = 60.5mS/m EC = 58.2mS/m

ΣC/ΣA = 0.986 ΣC/ΣA = 1.039

1997 2007

pH = 6.2 pH = 6.6

EC = 54.1mS/m EC = 61.3mS/m

ΣC/ΣA = 0.990 ΣC/ΣA = 1.313

1998 2008

pH = 6.3 pH = 6.6

EC = 49.5mS/m EC = 59.8mS/m

ΣC/ΣA = 0.927 ΣC/ΣA = 1.620

1999 2009

pH = 6.5 pH = 6.6

EC = 58.9mS/m EC = 58.1mS/m

ΣC/ΣA = 0.774 ΣC/ΣA = 1.668

2000 2010

pH = 6.7 pH = 6.8

EC = 57.3mS/m EC = 60.4mS/m

ΣC/ΣA = 0.816 ΣC/ΣA = 1.560

No.12 友井
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図 5.1.2(13) 主成分組成経年変化（高槻） 

 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

2001 2011

pH = 6.7 pH = 6.4

EC = 36.8mS/m EC = 29.5mS/m

ΣC/ΣA = 0.907 ΣC/ΣA = 1.693

2002 2012

pH = 6.6 pH = 6.6

EC = 33.8mS/m EC = 28.9mS/m

ΣC/ΣA = 1.372 ΣC/ΣA = 1.336

2003 2013

pH = 6.8 pH = 6.6

EC = 30.7mS/m EC = 30.8mS/m

ΣC/ΣA = 1.194 ΣC/ΣA =0.972

2004 2014

pH = 6.6

1993 pH = 6.5 EC = 30.3mS/m

EC = 31.8mS/m ΣC/ΣA =1.726

ΣC/ΣA = 0.852

pH = 6.3

EC = 37.5mS/m

ΣC/ΣA = 0.929

2005 2015

pH = 6.5

pH = 6.5 EC = 29.4mS/m

EC = 21.0mS/m ΣC/ΣA =1.456

ΣC/ΣA = 0.955

・溶存酸素濃度が低い（DO ; 0.2mg/L）

・第一鉄イオンが高濃度に含まれる (Fe2+ ; 35.0mg/L)

1996 2006

pH = 6.4 pH = 6.1

EC = 44.1mS/m EC = 30.8mS/m

ΣC/ΣA = 1.214 ΣC/ΣA = 1.071

1997 2007

pH = 6.2 pH = 6.5

EC = 45.3mS/m EC = 33.8mS/m

ΣC/ΣA = 0.938 ΣC/ΣA = 1.502

1998 2008

pH = 6.1 pH = 6.6

EC = 42.5mS/m EC = 33.8mS/m

ΣC/ΣA = 0.923 ΣC/ΣA = 1.404

1999 2009

pH = 6.3 pH = 6.6

EC = 43.2mS/m EC = 28.6mS/m

ΣC/ΣA = 0.816 ΣC/ΣA = 2.230

2000 2010

pH = 7.0 pH = 6.5

EC = 40.1mS/m EC = 29.8mS/m

ΣC/ΣA = 0.963 ΣC/ΣA = 2.018

No.13 高槻
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図 5.1.2(14) 主成分組成経年変化（門真） 

 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

2001 2011

pH = 7.4 pH = 7.4

EC = 92.9mS/m EC =79.5mS/m

ΣC/ΣA = 0.834 ΣC/ΣA = 2.265

2002 2012

pH = 7.6 pH = 7.6

EC = 106mS/m EC =54.8mS/m

ΣC/ΣA = 0.751 ΣC/ΣA =1.157

2003 2013

pH = 7.5 pH = 7.6

EC = 94.9mS/m EC =59.9mS/m

ΣC/ΣA = 0.731 ΣC/ΣA = 1.246

2004 2014

pH = 7.5 pH = 7.4

1993 EC = 89.7mS/m EC =57.0mS/m

ΣC/ΣA = 0.611 ΣC/ΣA = 1.188

2005 2015

pH = 7.6 pH = 7.5

EC = 95.3mS/m EC =56.1mS/m

ΣC/ΣA = 0.721 ΣC/ΣA = 1.013

・砒素が高濃度である( As ; 0.055mg/)

・ふっ素の濃度がやや高い( Ｆ ; 0.68mg/)

2006
1996

pH = 7.3 pH = 7.2

EC = 123mS/m EC = 86.8mS/m

ΣC/ΣA = 1.057 ΣC/ΣA = 0.886

2007
1997

pH = 6.9 pH = 7.7

EC = 118mS/m EC = 97.8mS/m

ΣC/ΣA = 0.900 ΣC/ΣA = 1.058

2008
1998

pH = 7.0 pH = 7.7

EC = 111mS/m EC = 98.3mS/m

ΣC/ΣA = 0.778 ΣC/ΣA = 1.324

2009
1999

pH = 7.3 pH = 7.6

EC = 106mS/m EC = 98.3mS/m

ΣC/ΣA = 1.053 ΣC/ΣA = 1.472

2010
2000

pH = 7.7 pH = 7.6

EC = 80.4mS/m EC = 36.8mS/m ？

ΣC/ΣA = 0.939 ΣC/ΣA = 1.328

No.14 門真
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図 5.1.2(15) 主成分組成経年変化（点野） 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

2001 2011

pH = 7.1 pH = 7.2

EC = 58.3mS/m EC = 67.9mS/m

ΣC/ΣA = 0.795 ΣC/ΣA =1.259

2002 2012

pH = 7.2 pH = 7.6

EC = 58.5mS/m EC = 54.8mS/m

ΣC/ΣA = 0.821 ΣC/ΣA =1.068

2003 2013

pH = 7.5 pH = 7.6

EC = 48.2mS/m EC = 59.9mS/m

ΣC/ΣA = 0.850 ΣC/ΣA =1.127

2004 2014

pH = 7.4 pH = 7.4

1993 EC = 50.4mS/m EC = 57.0mS/m

ΣC/ΣA = 0.711 ΣC/ΣA =1.066

pH = 6.8

EC = 58.9mS/m

ΣC/ΣA = 0.958

2005 2015

pH = 7.3 pH = 7.5

EC = 43.1mS/m EC = 56.1mS/m

ΣC/ΣA = 0.813 ΣC/ΣA =0.981

1996 2006

pH = 7.3 pH = 7.0

EC = 56.1mS/m EC = 52.7mS/m

ΣC/ΣA = 0.816 ΣC/ΣA = 0.926

1997 2007

pH = 6.5 pH = 7.1

EC = 67.8mS/m EC = 61.3mS/m

ΣC/ΣA = 0.883 ΣC/ΣA = 1.111

1998 2008

pH = 6.6 pH = 7.2

EC = 52.6mS/m EC = 61.6mS/m

ΣC/ΣA = 0.842 ΣC/ΣA = 1.208

1999 2009

pH = 7.1 pH = 7.2

EC = 51.7mS/m EC = 66.1mS/m

ΣC/ΣA = 0.789 ΣC/ΣA = 1.372

2000 2010

pH = 7.6 pH = 7.2

EC = 51.8mS/m EC = 58.0mS/m

ΣC/ΣA = 0.726 ΣC/ΣA = 1.317

No.15 点野
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図 5.1.2(16) 主成分組成経年変化（志紀） 

 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

2001 2011

pH = 6.5 pH = 6.5

EC = 51.6mS/m EC = 47.5mS/m

ΣC/ΣA = 0.871 ΣC/ΣA = 1.228

2002 2012

pH = 6.4 pH = 6.6

EC = 49.9mS/m EC = 45.4mS/m

ΣC/ΣA = 0.870 ΣC/ΣA = 1.203

2003 2013

pH = 6.6 pH = 6.6

EC = 47.0mS/m EC = 46.7mS/m

ΣC/ΣA = 0.966 ΣC/ΣA = 1.252

2004 2014

1993 pH = 6.5 pH = 6.6

EC = 48.8mS/m EC = 45.8mS/m

ΣC/ΣA = 0.995 ΣC/ΣA = 1.299

pH = 6.3

EC = 48.9mS/m

ΣC/ΣA = 0.924

2005 2015

pH = 6.4 pH = 6.6

EC = 40.8mS/m EC = 45.9mS/m

ΣC/ΣA = 0.924 ΣC/ΣA = 1.260

・溶存酸素をほとんど含まない (DO ; 0.1mg/L)

・第一鉄イオンが高濃度である (Fe2+ ; 19.5mg/L)

1996 2006

pH = 6.4 pH = 6.0

EC = 45.5mS/m EC = 44.4mS/m

ΣC/ΣA = 1.172 ΣC/ΣA = 0.993

1997 2007

pH = 6.0 pH = 6.5

EC = 38.9mS/m EC = 51.7mS/m

ΣC/ΣA = 0.943 ΣC/ΣA = 1.191

1998 2008

pH = 6.6 pH = 6.6

EC = 43.8mS/m EC = 48.1mS/m

ΣC/ΣA = 0.924 ΣC/ΣA = 1.146

1999 2009

pH = 6.2 pH = 6.5

EC = 49.9mS/m EC = 49.0mS/m

ΣC/ΣA = 0.862 ΣC/ΣA = 1.458

2000 2010

pH = 6.7 pH = 6.6

EC = 40.5mS/m EC = 48.6mS/m

ΣC/ΣA = 0.905 ΣC/ΣA = 1.409

No.16 志紀
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図 5.1.2(17) 主成分組成経年変化（鳥飼西） 

 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

2001 2011

pH = 6.8 pH =7.1

EC = 193mS/m EC = 230mS/m

ΣC/ΣA = 0.776 ΣC/ΣA = 1.001

2002 2012

pH = 7.2 pH =7.5

EC = 204mS/m EC = 225mS/m

ΣC/ΣA = 0.799 ΣC/ΣA = 0.991

2003 2013

pH = 7.4 pH =7.3

EC = 215mS/m EC = 229mS/m

ΣC/ΣA = 0.855 ΣC/ΣA = 0.979

2004 2014

pH =7.2

pH = 7.1 EC = 228mS/m

EC = 218mS/m ΣC/ΣA = 0.972

ΣC/ΣA = 0.708

1995 2005 2015

pH =7.2

pH = 7.0 pH = 6.9 EC = 234mS/m

EC = 151.0mS/m EC = 218mS/m ΣC/ΣA = 0.936

ΣC/ΣA = 0.847 ΣC/ΣA = 0.763

・総窒素が高濃度である (T-N ; 9.1mg/L)

1996 2006

pH = 7.3 pH = 6.5

EC = 195mS/m EC = 207mS/m

ΣC/ΣA = 0.993 ΣC/ΣA = 1.058

1997 2007

pH = 6.9 pH = 6.9

EC = 198mS/m EC = 238mS/m

ΣC/ΣA = 0.954 ΣC/ΣA = 0.944

1998 2008

pH = 6.9 pH = 7.1

EC = 198mS/m EC = 230mS/m

ΣC/ΣA = 0.795 ΣC/ΣA = 1.004

1999 2009

pH = 6.9 pH = 7.0

EC = 220mS/m EC = 231.0mS/m

ΣC/ΣA = 0.711 ΣC/ΣA = 1.042

2000 2010

pH = 7.7 pH = 7.1

EC = 200mS/m EC = 223.0mS/m

ΣC/ΣA = 0.811 ΣC/ΣA = 1.000

No.17 鳥飼西

20 16 12 8 4 0 4 8 12 16 20

陽イオン (me/l) 陰イオン (me/l)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)

(NH4)

(NO3)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)

(NH4)

(NO3)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)

(NH4)

(NO3)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)

(NH4)

(NO3)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)

(NH4)

(NO3)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)

(NH4)

(NO3)

20 16 12 8 4 0 4 8 12 16 20

陽イオン (me/l) 陰イオン (me/l)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)

(NH4)

(NO3)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)

(NH4)

(NO3)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)

(NH4)

(NO3)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)

(NH4)

(NO3)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)
(NO3)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)

(NH4)

(NO3)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)

(NH4)

(NO3)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)
(NO3)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)
(NO3)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)
(NO3)

20 16 12 8 4 0 4 8 12 16 20

陽イオン (me/l) 陰イオン (me/l)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)
(NO3)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)

(NH4)

(NO3)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)

(NH4)

(NO3)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)

(NH4)

(NO3)

Na+K

Ca

Mg SO4

HCO3

Cl

(Fe)

(NH4)

(NO3)

－116－



  
図 5.1.2(18) 主成分組成経年変化（荒牧） 

 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

2001 2011

pH = 6.7 pH = 6.7

EC = 21.3mS/m EC = 25.1mS/m

ΣC/ΣA = 1.309 ΣC/ΣA =0.994

2002 2012

pH = 6.7 pH = 6.8

EC = 21.5mS/m EC =29.5mS/m

ΣC/ΣA = 1.045 ΣC/ΣA =0.973

2003 2013

pH = 6.6 pH = 6.8

EC = 19.5mS/m EC = 29.3mS/m

ΣC/ΣA = 1.061 ΣC/ΣA =0.958

2004 2014

pH = 6.8 pH = 6.8

EC = 21.3mS/m EC = 28.6mS/m

ΣC/ΣA = 1.407 ΣC/ΣA =0.923

2005 2015

pH = 6.8 pH = 6.8

EC = 23.4mS/m EC = 28.5mS/m

ΣC/ΣA = 1.124 ΣC/ΣA =0.991

・溶存酸素をほとんど含まない（DO ; 0.5mg/L)
・第一鉄イオンが高濃度である（Fe2+ ; 11.0mg/L）

2006

pH = 6.6

EC = 27.7mS/m

ΣC/ΣA = 1.393

1997
2007

pH = 6.7 pH = 6.9

EC = 20.0mS/m EC = 29.0mS/m

ΣC/ΣA = 0.990 ΣC/ΣA = 1.191

1998
2008

pH = 6.7 pH = 6.7

EC = 21.8mS/m EC = 26.8mS/m

ΣC/ΣA = 1.011 ΣC/ΣA = 0.986

1999
2009

pH = 6.8 pH = 6.9

EC = 19.4mS/m EC = 27.4mS/m

ΣC/ΣA = 1.039 ΣC/ΣA = 1.107

2000
2010

pH = 6.8 pH = 6.9

EC = 20.9mS/m EC = 28.0mS/m

ΣC/ΣA = 1.006 ΣC/ΣA = 0.932

No.18 荒牧
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図 5.1.2(19) 主成分組成経年変化（野間） 

 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

2001 2011

pH = 6.8 pH = 7.0

EC = 21.3mS/m EC = 28.3mS/m

ΣC/ΣA = 1.390 ΣC/ΣA =0.998

2002 2012

pH = 6.8 pH = 7.0

EC = 21.7mS/m EC = 33.9mS/m

ΣC/ΣA = 1.006 ΣC/ΣA =0.991

2003 2013

pH = 6.8 pH = 7.0

EC = 20.0mS/m EC = 34.3mS/m

ΣC/ΣA = 1.044 ΣC/ΣA =1.016

2004 2014

pH = 7.0 pH = 7.0

EC = 22.2mS/m EC = 34.0mS/m

ΣC/ΣA = 1.351 ΣC/ΣA =0.915

2005 2015

pH = 6.9 pH = 6.9

EC = 23.1mS/m EC = 34.2mS/m

ΣC/ΣA = 1.439 ΣC/ΣA =1.012

・溶存酸素をほとんど含まない（DO ; 0.2mg/L)
・第一鉄イオンが高濃度である（Fe2+ ; 10.7mg/L）

2006

pH = 6.9

EC = 29.7mS/m

ΣC/ΣA = 1.269

1997 2007

pH = 6.9 pH = 7.0

EC = 19.8mS/m EC = 31.8mS/m

ΣC/ΣA = 1.164 ΣC/ΣA = 1.251

1998 2008

pH = 6.9 pH = 6.9

EC = 20.6mS/m EC = 31.9mS/m

ΣC/ΣA = 1.022 ΣC/ΣA = 1.005

1999 2009

pH = 7.1 pH = 7.2

EC = 18.5mS/m EC = 31.7mS/m

ΣC/ΣA = 1.020 ΣC/ΣA = 1.105

2000 2010

pH = 7.0 pH = 7.1

EC = 21.0mS/m EC = 32.3mS/m

ΣC/ΣA = 1.011 ΣC/ΣA = 0.986

No.19 野間
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図 5.1.2(20) 主成分組成経年変化（口酒井第 1） 
 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

2001 2011

pH = 7.0 pH = 7.5

EC = 35.5mS/m EC = 44.4mS/m

ΣC/ΣA = 1.293 ΣC/ΣA = 1.063

2002 2012

pH = 7.0 pH = 7.6

EC = 34.7mS/m EC = 43.8mS/m

ΣC/ΣA = 1.023 ΣC/ΣA = 1.023

2003 2013

pH = 7.4 pH = 7.7

EC = 24.9mS/m EC = 43.7mS/m

ΣC/ΣA = 1.071 ΣC/ΣA = 1.044

2004 2014

pH = 7.2 pH = 7.6

EC = 36.5mS/m EC = 43.3mS/m

ΣC/ΣA = 1.442 ΣC/ΣA =0.956

2005 2015

pH = 6.8 pH = 7.4

EC = 31.5mS/m EC = 42.9mS/m

ΣC/ΣA = 1.486 ΣC/ΣA =0.992

2006

pH = 7.0

EC = 41.3mS/m

ΣC/ΣA = 1.372

1997 2007

pH = 7.0 pH = 7.4

EC = 36.9mS/m EC = 44.0mS/m

ΣC/ΣA = 1.098 ΣC/ΣA = 1.256

1998 2008

pH = 7.1 pH = 7.5

EC = 35.5mS/m EC = 43.3mS/m

ΣC/ΣA = 1.021 ΣC/ΣA = 1.022

1999 2009

pH = 7.2 pH = 7.8

EC = 34.3mS/m EC = 43.8mS/m

ΣC/ΣA = 1.039 ΣC/ΣA = 1.110

2000 2010

pH = 7.2 pH = 7.6

EC = 35.5mS/m EC = 42.1mS/m

ΣC/ΣA = 0.998 ΣC/ΣA = 1.026

No.20 口酒井第１
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図 5.1.2(21) 主成分組成経年変化（口酒井第 2） 

 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

2001 2011

pH = 7.3 pH = 7.2

EC = 25.1mS/m EC = 32.8mS/m

ΣC/ΣA = 1.215 ΣC/ΣA = 1.010

2002 2012

pH = 7.1 pH = 7.2

EC = 24.6mS/m EC = 32.9mS/m

ΣC/ΣA = 1.038 ΣC/ΣA =0.987

2003 2013

pH = 7.3 pH = 7.1

EC = 26.1mS/m EC = 33.5mS/m

ΣC/ΣA = 1.074 ΣC/ΣA = 1.021

2004 2014

pH = 7.4 pH = 7.0

EC = 27.5mS/m EC = 32.6mS/m

ΣC/ΣA = 1.293 ΣC/ΣA = 0.952

2005 2015

pH = 7.2 pH = 7.1

EC = 24.7mS/m EC = 34.0mS/m

ΣC/ΣA = 1.488 ΣC/ΣA = 0.989

2006

pH = 7.2

EC = 33.0mS/m

ΣC/ΣA = 1.073

1997 2007

pH = 7.2 pH = 7.3

EC = 27.3mS/m EC = 34.3mS/m

ΣC/ΣA = 1.030 ΣC/ΣA = 1.232

1998 2008

pH = 7.2 pH = 7.2

EC = 25.0mS/m EC = 33.1mS/m

ΣC/ΣA = 1.026 ΣC/ΣA = 0.992

1999 2009

pH = 7.3 pH = 7.3

EC = 24.6mS/m EC = 33.6mS/m

ΣC/ΣA = 1.070 ΣC/ΣA = 1.003

2000 2010

pH = 7.3 pH = 7.4

EC = 24.8mS/m EC = 32.6mS/m

ΣC/ΣA = 1.015 ΣC/ΣA = 1.011

No.21 口酒井第２
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図 5.1.2(22) 主成分組成経年変化（口酒井第 3） 

 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

2001 2011

pH = 6.8 pH = 6.9

EC = 35.6mS/m EC = 37.7mS/m

ΣC/ΣA = 1.224 ΣC/ΣA = 0.994

2002 2012

pH = 6.8 pH = 6.9

EC = 34.4mS/m EC = 37.3mS/m

ΣC/ΣA = 0.963 ΣC/ΣA = 0.992

2003 2013

pH = 6.9 pH = 7.0

EC = 33.6mS/m EC = 37.6mS/m

ΣC/ΣA = 1.039 ΣC/ΣA = 1.017

2004 2014

pH = 7.0 pH = 6.9

EC = 34.9mS/m EC = 37.2mS/m

ΣC/ΣA = 1.217 ΣC/ΣA =0.937

2005 2015

pH = 7.2 pH =7.0

EC = 33.5mS/m EC = 37.6mS/m

ΣC/ΣA = 1.654 ΣC/ΣA =0.981

2006

pH = 6.7

EC = 36.6mS/m

ΣC/ΣA = 1.327

1997 2007

pH = 6.8 pH = 6.9

EC = 39.0mS/m EC = 37.5mS/m

ΣC/ΣA = 1.029 ΣC/ΣA = 1.288

1998 2008

pH = 6.8 pH = 6.8

EC = 36.5mS/m EC = 35.5mS/m

ΣC/ΣA = 0.983 ΣC/ΣA = 0.986

1999 2009

pH = 6.9 pH = 7.8

EC = 35.5mS/m EC = 36.4mS/m

ΣC/ΣA = 1.050 ΣC/ΣA = 1.000

2000 2010

pH = 6.9 pH = 7.4

EC = 36.4mS/m EC = 35.8mS/m

ΣC/ΣA = 0.962 ΣC/ΣA = 0.994

No.22 口酒井第３
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図 5.1.2(23) 主成分組成経年変化（口酒井第 4） 

 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

2001 2011

pH = 6.9 pH = 7.1

EC = 30.3mS/m EC = 32.9mS/m

ΣC/ΣA = 1.175 ΣC/ΣA = 1.001

2002 2012

pH = 6.8 pH = 7.1

EC = 29.1mS/m EC = 32.8mS/m

ΣC/ΣA = 0.985 ΣC/ΣA = 0.996

2003 2013

pH = 7.0 pH = 7.2

EC = 29.2mS/m EC = 33.2mS/m

ΣC/ΣA = 1.047 ΣC/ΣA = 1.031

2004 2014

pH = 7.0 pH = 7.0

EC = 30.7mS/m EC = 34.0mS/m

ΣC/ΣA = 1.210 ΣC/ΣA =0.947

2005 2015

pH = 7.0 pH = 7.1

EC = 28.6mS/m EC = 35.4mS/m

ΣC/ΣA = 1.366 ΣC/ΣA =0.997

2006

pH = 6.9

EC = 33.5mS/m

ΣC/ΣA = 1.242

1997 2007

pH = 6.9 pH = 7.0

EC = 31.1mS/m EC = 34.2mS/m

ΣC/ΣA = 1.020 ΣC/ΣA = 1.198

1998 2008

pH = 6.9 pH = 6.9

EC = 29.0mS/m EC = 32.7mS/m

ΣC/ΣA = 1.051 ΣC/ΣA = 0.995

1999 2009

pH = 6.9 pH = 7.0

EC = 28.6mS/m EC = 33.3mS/m

ΣC/ΣA = 1.150 ΣC/ΣA = 1.004

2000 2010

pH = 7.0 pH = 7.2

EC = 29.3mS/m EC = 32.5mS/m

ΣC/ΣA = 0.982 ΣC/ΣA = 0.996

No.23 口酒井第４
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図 5.1.2(24) 主成分組成経年変化（北村） 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

2001 2011

pH = 6.6 pH = 6.7

EC = 26.4mS/m EC = 25.0mS/m

ΣC/ΣA = 1.206 ΣC/ΣA = 0.998

2002 2012

pH = 6.5 pH = 6.6

EC = 25.8mS/m EC = 25.0mS/m

ΣC/ΣA = 0.996 ΣC/ΣA = 1.009

2003 2013

pH = 6.6 pH = 6.9

EC = 25.0mS/m EC = 24.9mS/m

ΣC/ΣA = 1.036 ΣC/ΣA = 1.006

2004 2014

pH = 6.6 pH = 6.8

EC = 28.4mS/m EC = 23.0mS/m

ΣC/ΣA = 1.377 ΣC/ΣA =0.959

2005 2015

pH = 6.6 pH = 6.9

EC = 26.4mS/m EC = 22.9mS/m

ΣC/ΣA = 1.451 ΣC/ΣA =0.987

2006

pH = 6.7

EC = 32.7mS/m

ΣC/ΣA = 1.335

1997 2007

pH = 6.3 pH = 6.7

EC = 30.0mS/m EC = 30.4mS/m

ΣC/ΣA = 1.008 ΣC/ΣA = 1.274

1998 2008

pH = 6.4 pH = 6.6

EC = 29.5mS/m EC = 28.2mS/m

ΣC/ΣA = 1.034 ΣC/ΣA = 0.983

1999 2009

pH = 6.6 pH = 6.7

EC = 27.3mS/m EC = 27.8mS/m

ΣC/ΣA = 1.069 ΣC/ΣA = 0.975

2000 2010

pH = 6.4 pH = 6.9

EC = 28.7mS/m EC = 23.6mS/m

ΣC/ΣA = 1.013 ΣC/ΣA = 0.983

No.24 北村
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図 5.1.2(25) 主成分組成経年変化（曽根） 
 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

2001 2011

pH = 8.0 pH = 8.0

EC = 29.4mS/m EC = 28.0mS/m

ΣC/ΣA = 1.170 ΣC/ΣA = 1.009

2002 2012

pH = 7.9 pH = 8.1

EC = 29.8mS/m EC = 33.0mS/m

ΣC/ΣA = 1.067 ΣC/ΣA = 0.960

2003 2013

pH = 7.8 pH = 8.0

EC = 29.0mS/m EC = 31.6mS/m

ΣC/ΣA = 1.062 ΣC/ΣA = 0.975

2004 2014

pH = 7.9 pH = 8.1

EC = 31.5mS/m EC = 32.9mS/m

ΣC/ΣA = 1.845 ΣC/ΣA = 0.895

2005 2015

pH = 7.6 pH =7.8

EC = 25.5mS/m EC = 34.2mS/m

ΣC/ΣA = 1.649 ΣC/ΣA = 0.958

1996 2006

pH = 7.7 pH = 7.9

EC = 30.7mS/m EC = 33.5mS/m

ΣC/ΣA = 0.997 ΣC/ΣA = 1.076

1997 2007

pH = 8.3 pH = 7.8

EC = 31.6mS/m EC = 32.8mS/m

ΣC/ΣA = 1.016 ΣC/ΣA = 1.218

1998 2008

pH = 8.2 pH = 8.1

EC = 31.3mS/m EC = 32.1mS/m

ΣC/ΣA = 0.975 ΣC/ΣA = 0.995

1999 2009

pH = 8.1 pH = 8.1

EC = 30.5mS/m EC = 33.5mS/m

ΣC/ΣA = 1.034 ΣC/ΣA = 0.986

2000 2010

pH = 8.2 pH = 7.9

EC = 31.2mS/m EC = 31.1mS/m

ΣC/ΣA = 1.008 ΣC/ΣA = 0.994

No.25 曽根
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図 5.1.2(26) 主成分組成経年変化（野畑） 

 

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

2001 2011

pH = 6.9 pH = 7.5

EC = 37.4mS/m EC = 30.9mS/m

ΣC/ΣA = 1.801 ΣC/ΣA = 1.004

2002 2012

pH = 6.8 pH = 7.5

EC = 36.6mS/m EC = 35.1mS/m

ΣC/ΣA = 1.211 ΣC/ΣA = 1.008

2003 ※2013～2015年は観測できず（観測井の水涸れの為）

pH = 6.9

EC = 36.5mS/m

ΣC/ΣA = 1.280

2004

pH = 7.6

EC = 36.2mS/m

ΣC/ΣA = 1.643

2005

pH = 7.0

EC = 35.8mS/m

ΣC/ΣA = 2.081

2006

pH = 7.6

EC = 37.8mS/m

ΣC/ΣA = 1.147

1997 2007

pH = 6.9 pH = 7.6

EC = 39.8mS/m EC = 40.3mS/m

ΣC/ΣA = 1.056 ΣC/ΣA = 1.216

1998 2008

pH = 6.9 pH = 7.5

EC = 36.3mS/m EC = 36.1mS/m

ΣC/ΣA = 0.984 ΣC/ΣA = 0.998

1999 2009

pH = 6.9 pH = 7.6

EC = 35.6mS/m EC = 36.9mS/m

ΣC/ΣA = 1.045 ΣC/ΣA = 0.997

2000 2010

pH = 6.8 pH = 8.1

EC = 36.7mS/m EC = 32.1mS/m

ΣC/ΣA = 1.185 ΣC/ΣA = 0.994

No.26 野畑
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図 5.1.2(27) 主成分組成経年変化（石橋）

( )内の成分は波線で表示（濃度は主要イオンにプラス）

1991.8 2011

pH = 7.9 pH = 6.0 pH = 6.8

EC = 51.8mS/m EC = 93.9mS/m EC = 224mS/m

ΣC/ΣA = 1.002 ΣC/ΣA = 1.074 ΣC/ΣA = 1.023

1992.8 2012

pH = 8.3 pH = 7.3 pH = 6.9

EC = 51.2mS/m EC = 50.8mS/m EC = 114mS/m

ΣC/ΣA = 0.913 ΣC/ΣA = 1.046 ΣC/ΣA = 0.997

2013

pH = 8.0 pH = 6.8 pH = 7.3

EC = 50.6mS/m EC = 126mS/m EC = 258mS/m

ΣC/ΣA = 0.993 ΣC/ΣA = 1.125 ΣC/ΣA = 0.994

2014

pH = 8.3 pH = 6.5 pH = 7.7

EC = 51.1mS/m EC = 199mS/m EC = 143mS/m

ΣC/ΣA = 0.918 ΣC/ΣA = 1.571 ΣC/ΣA = 0.941

2015

pH = 8.4 pH = 6.0 pH = 7.5.

EC = 59.4mS/m EC = 213mS/m EC = 178mS/m

ΣC/ΣA = 0.991 ΣC/ΣA = 0.994 ΣC/ΣA = 0.976

1986.8

pH = 7.4 pH = 8.2 pH = 5.9

EC = 51.3mS/m EC = 155.0mS/m EC = 401mS/m

ΣC/ΣA = 0.945 ΣC/ΣA = 0.899 ΣC/ΣA = 1.025

1987.8

pH = 7.6 pH = 6.9 pH = 8.1(?)

EC = 51.5mS/m EC = 151.0mS/m EC = 303mS/m

ΣC/ΣA = 1.098 ΣC/ΣA = 0.986 ΣC/ΣA = 1.082

1988.8

pH = 8.0 pH =5.3 pH = 6.1

EC = 52.6mS/m EC = 235mS/m EC = 142mS/m

ΣC/ΣA = 0.865 ΣC/ΣA = 1.008 ΣC/ΣA = 1.076

1989.8

pH = 8.0 pH = 5.3 pH = 6.8

EC = 52.5mS/m EC = 207mS/m EC = 220mS/m

ΣC/ΣA = 1.002 ΣC/ΣA = 1.036 ΣC/ΣA = 1.042

1990.8

pH = 8.2 pH = 8.9(?) pH = 7.2

EC = 51.9mS/m EC =128 mS/m EC = 156mS/m

ΣC/ΣA = 1.012 ΣC/ΣA = 1.046 ΣC/ΣA = 0.986

No.27 石橋
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大阪府環境白書（2015 年版） 

巻末資料「第６章 環境事象データ 第８節 地盤環境関係データ」，詳細データ編から「第６章 地
盤環境関係データ」（6-1，6-2）を抜粋収録した。 
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詳細データ編 「６－１ 地下水質概況調査結果」   
（定点方式） 

 
 
 
（ローリング方式） 

 
 

計
画
番
号

深
度
（

ｍ
）

回
数

調
査
実
施
主
体

計
画
番
号

F-3-1 富田林市 若松町西 - - - - - - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 - - < 0.002 # 0.0006 - - - - - - - - - - 2 1 大阪府 F-3-1

F-3-2 富田林市 若松町西 - - - - - - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 - - < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - - - - 7.5 1 大阪府 F-3-2

F-3-3 富田林市 若松町西 - - - - - - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 - - < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - - - - 不明 1 大阪府 F-3-3

F-4 交野市 私市 - - < 0.005 - < 0.005 - - - - - - - - - - - - - - - - - < 0.001 - - # 0.14 < 0.02 - 150 2 大阪府 F-4

（注１）「-」は測定せず。「N.D.」は定量下限値未満（環境基準に定められている測定方法で測定した結果、定量が可能な最小濃度を下回ったこと）を示します。全シアンは0.1mg/L未満、アルキル水銀は0.0005mg/L未満、PCBは0.0005mg/L未満の場合をいいます。

（注２）「#」は検出しましたが、環境保全目標以下でした。「*」は環境保全目標を超えて検出しました。なお、測定地点の年間評価は平均値で行います。

（注３）アルキル水銀は、原則として総水銀が検出された場合（定量下限値0.0005mg/L)測定を行うこととしています。
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計
画
番
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深
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ｍ
）

回
数

調
査
実
施
主
体

計
画
番
号

1 岬町 淡輪 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 # 1.3 # 0.11 # 0.04 < 0.005 不明 1 大阪府 1

2 阪南市 自然田 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 # 4.3 < 0.08 # 0.06 < 0.005 4 1 大阪府 2

3 泉南市 樽井 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 0.26 < 0.08 # 0.02 < 0.005 200 1 大阪府 3

4 熊取町 野田 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 # 0.08 < 0.08 # 0.03 < 0.005 240 1 大阪府 4

5 貝塚市 畠中 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 # 0.08 < 0.08 # 0.06 < 0.005 42 1 大阪府 5

6 泉大津市 板原町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 0.53 # 0.17 # 0.13 < 0.005 4 1 大阪府 6

7 和泉市 舞町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 # 0.08 < 0.08 # 0.07 < 0.005 300 1 大阪府 7

8 和泉市 平井町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 # 4.9 # 0.13 # 0.15 < 0.005 不明 1 大阪府 8

9 高石市 加茂 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 # 1.4 # 0.16 # 0.09 < 0.005 4 1 大阪府 9

10 河内長野市 原町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 # 8.8 # 0.12 # 0.02 < 0.005 10 1 大阪府 10

11 河内長野市 寺元 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 # 0.45 # 0.12 < 0.02 < 0.005 6.8 1 大阪府 11

12 河南町 白木 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 # 1.9 # 0.09 # 0.05 < 0.005 207 1 大阪府 12

13 松原市 南新町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 # 1.3 < 0.08 < 0.02 < 0.005 5 1 大阪府 13

14 大阪狭山市 茱萸木 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 # 3.3 < 0.08 < 0.02 < 0.005 8 1 大阪府 14

15 羽曳野市 川向 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 # 0.30 # 0.11 # 0.17 < 0.005 8 1 大阪府 15

16 柏原市 青谷 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 # 3.8 # 0.08 # 0.03 < 0.005 4.5 1 大阪府 16

17 藤井寺市 道明寺 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 # 0.99 < 0.08 # 0.16 # 0.005 200 1 大阪府 17

18 松原市 別所 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.18 # 0.07 < 0.005 100 1 大阪府 18

19 大東市 太子田 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 # 1.8 # 0.12 # 0.03 < 0.005 3 1 大阪府 19

20 四條畷市 二丁通町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 # 1.3 # 0.24 # 0.03 < 0.005 2 1 大阪府 20

21 門真市 上島町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 # 0.09 # 0.10 # 0.02 < 0.005 70 1 大阪府 21

22 守口市 八雲中町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.12 # 0.09 # 0.011 100 1 大阪府 22

23 交野市 私市 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 0.18 # 0.39 # 0.10 < 0.005 3.9 1 大阪府 23

24 池田市 伏尾町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.48 # 0.14 < 0.005 18 1 大阪府 24

25 箕面市 箕面 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 - - - < 0.001 < 0.002 # 3.4 # 0.19 # 0.05 < 0.005 不明 1 大阪府 25

26 能勢町 大里 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 0.30 # 0.16 < 0.02 < 0.005 5.8 1 大阪府 26

27 摂津市 鳥飼本町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.11 # 0.02 < 0.005 260 1 大阪府 27

28 大阪市 西区北堀江 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 0.93 # 0.38 # 0.03 < 0.005 3 1 大阪市 28

29 大阪市 此花区島屋 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.26 # 0.35 < 0.005 不明 1 大阪市 29

30 大阪市 浪速区大国 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 # 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 0.34 # 0.16 # 0.08 < 0.005 不明 1 大阪市 30
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（ローリング方式）つづき 

 

 
  

計
画
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深
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回
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調
査
実
施
主
体

計
画
番
号

31 大阪市 淀川区十三東 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 0.48 # 0.09 # 0.03 < 0.005 20 1 大阪市 31

32 大阪市 鶴見区緑 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.42 # 0.04 < 0.005 250 1 大阪市 32

33 大阪市 天王寺区茶臼山町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.22 # 0.08 < 0.005 90 1 大阪市 33

34 大阪市 平野区長吉川辺 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.21 # 0.03 < 0.005 40 1 大阪市 34

35 大阪市 大正区鶴町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.08 * 1.3 < 0.005 30 1 大阪市 35

36 堺市 堺区永代町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 1.1 # 0.35 # 0.05 < 0.005 7.5 1 堺市 36

37 堺市 中区伏尾 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 # 0.0011 < 0.0004 # 0.086 # 0.020 # 0.018 < 0.0006 * 0.036 * 0.062 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 4.1 < 0.08 # 0.05 # 0.044 30 2 堺市 37

38 堺市 東区日置荘西町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 # 0.002 # 1.9 # 0.13 # 0.03 < 0.005 3 1 堺市 38

39 堺市 西区浜寺昭和町 < 0.0003 N.D. * 0.025 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.11 # 0.03 < 0.005 3 3 堺市 39

40 堺市 南区栂 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 3.5 # 0.08 # 0.02 < 0.005 8 1 堺市 40

41 堺市 北区中村町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 1.9 # 0.14 # 0.05 < 0.005 8 1 堺市 41

42 堺市 美原区阿弥 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 4.6 # 0.09 # 0.06 < 0.005 5 1 堺市 42

43 岸和田市 三田町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 1.3 # 0.18 # 0.10 < 0.005 不明 1 岸和田市 43

44 岸和田市 山直中町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 8.4 < 0.08 # 0.02 < 0.005 5 1 岸和田市 44

45 岸和田市 積川町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 3.3 < 0.08 # 0.02 < 0.005 7 1 岸和田市 45

46 豊中市 上新田 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 1.6 < 0.08 # 0.02 # 0.008 不明 1 豊中市 46

47 豊中市 本町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 3.4 < 0.08 # 0.02 < 0.005 不明 1 豊中市 47

48 豊中市 上野東 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 2.1 < 0.08 # 0.02 < 0.005 7 1 豊中市 48

49 豊中市 城山町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 2.2 < 0.08 # 0.08 < 0.005 3 1 豊中市 49

50 豊中市 服部西町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 0.08 # 0.09 # 0.02 < 0.005 5 1 豊中市 50

51 豊中市 大島町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 0.09 < 0.08 # 0.04 < 0.005 不明 1 豊中市 51

52 吹田市 山田丘 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 N.D. N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 0.50 < 0.08 < 0.02 < 0.005 200 1 吹田市 52

53 吹田市 津雲台 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 N.D. N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 # 0.015 < 0.0005 < 0.0006 # 0.006 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 1.3 < 0.08 < 0.02 < 0.005 220 1 吹田市 53

54 吹田市 千里丘下 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 N.D. N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 3.8 # 0.17 < 0.02 < 0.005 13 1 吹田市 54

55 吹田市 岸部北 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 N.D. N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 1.4 # 0.10 < 0.02 < 0.005 2.6 1 吹田市 55

56 吹田市 南吹田 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 N.D. N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 < 0.08 < 0.02 < 0.005 250 1 吹田市 56

57 高槻市 登町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.17 # 0.07 # 0.008 170 1 高槻市 57

59 高槻市 道鵜町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.12 # 0.02 < 0.005 160 1 高槻市 59

60 枚方市 出口 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 < 0.08 # 0.02 < 0.005 235 1 枚方市 60

61 枚方市 村野本町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 1.1 < 0.08 # 0.03 < 0.005 13 1 枚方市 61

62 枚方市 杉責谷 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 5.8 < 0.08 # 0.02 < 0.005 6 1 枚方市 62

63 茨木市 泉原 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 3.8 # 0.13 < 0.02 < 0.005 60 1 茨木市 63

64 茨木市 彩都あさぎ < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 * 0.018 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.35 # 0.30 < 0.005 30 1 茨木市 64

65 茨木市 東福井 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.36 # 0.21 < 0.005 100 1 茨木市 65

66 茨木市 松ケ本町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 < 0.08 < 0.02 < 0.005 300 1 茨木市 66

67 八尾市 若林町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.19 # 0.02 < 0.005 167.0 1 八尾市 67

68 八尾市 竹渕東 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.20 # 0.03 < 0.005 180 1 八尾市 68

69 八尾市 大竹 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 6.6 < 0.08 < 0.02 < 0.005 5 1 八尾市 69

70 寝屋川市 香里南之町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 2.5 < 0.08 # 0.03 < 0.005 68 1 寝屋川市 70

71 寝屋川市 寝屋南 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - N.D. < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.16 # 0.03 < 0.005 200 1 寝屋川市 71

72 東大阪市 永和 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.36 # 0.10 < 0.005 180 1 東大阪市 72

73 東大阪市 古箕輪 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.37 # 0.07 < 0.005 130 1 東大阪市 73

74 東大阪市 荒本北 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.37 # 0.08 < 0.005 150 1 東大阪市 74

75 東大阪市 池島町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 # 0.009 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.39 # 0.04 < 0.005 100 1 東大阪市 75

76 東大阪市 中石切町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 # 0.36 # 0.16 < 0.02 < 0.005 162 1 東大阪市 76

77 東大阪市 六万寺町 < 0.0003 N.D. < 0.005 < 0.02 < 0.005 < 0.0005 - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.0006 < 0.0003 < 0.002 < 0.001 < 0.002 < 0.08 # 0.29 < 0.02 < 0.005 0 1 東大阪市 77

（注１）「-」は測定せず。「N.D.」は定量下限値未満（環境基準に定められている測定方法で測定した結果、定量が可能な最小濃度を下回ったこと）を示します。全シアンは0.1mg/L未満、アルキル水銀は0.0005mg/L未満、PCBは0.0005mg/L未満の場合をいいます。

（注２）「#」は検出しましたが、環境保全目標以下でした。「*」は環境保全目標を超えて検出しました。なお、測定地点の年間評価は平均値で行います。

（注３）アルキル水銀は、原則として総水銀が検出された場合（定量下限値0.0005mg/L)測定を行うこととしています。
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８－９関連 平成 26年度地下水質継続監視調査結果（年平均）の抜粋 

環境保全目標以下で検出，および環境保全目標を超過する項目を有する地点について，その項目と年平均値を示した。 

 
 

計画番
号

井戸
深度
（ｍ）

T-1 泉佐野市 野出町 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 # 0.012 < 0.0005 - # 0.005 * 0.020 - - - - - - - 10

T-3 岸和田市 西大路町 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 # 0.022 < 0.0005 - < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 150

T-5-1 藤井寺市 小山 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 # 0.0016 - - - - - - - 4.5

T-5-2 藤井寺市 岡 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 * 0.037 - - - - - - - 15

T-5-3 藤井寺市 藤井寺 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - # 0.006 * 0.054 - - - - - - - 8

T-7-1 池田市 豊島南 - - - - - < 0.0002 - # 0.006 < 0.004 # 0.023 - < 0.002 # 0.0021 - - - - - - - 4.5

T-7-2 池田市 豊島南 - - - - - < 0.0002 - # 0.002 < 0.004 - < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 10

T-8-1 高槻市 桃園町 - - - < 0.002 < 0.0002 * 0.58 < 0.0004 # 0.014 * 1.4 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 # 0.004 - - - - < 0.005 53.3

T-8-2 高槻市 桃園町 - - - < 0.002 < 0.0002 * 0.64 # 0.0007 # 0.044 * 4.9 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 # 0.008 - - - - < 0.005 37.1

T-8-3 高槻市 下田部町 - - - < 0.002 < 0.0002 * 0.076 # 0.0004 < 0.002 * 0.26 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.001 - - - - < 0.005 55

T-8-4 高槻市 下田部町 - - - < 0.002 < 0.0002 * 0.0028 # 0.0026 < 0.002 * 0.073 < 0.0005 < 0.0006 * 0.10 < 0.0005 < 0.0002 < 0.001 - - - - # 0.012 40

T-8-5 高槻市 西冠 - - - < 0.002 < 0.0002 * 0.0046 # 0.0020 < 0.002 * 0.26 < 0.0005 < 0.0006 * 0.017 < 0.0005 < 0.0002 < 0.001 - - - - < 0.005 53

T-8-10 高槻市 明田町 - - - < 0.002 < 0.0002 * 0.0036 # 0.0027 # 0.020 * 0.98 < 0.0005 < 0.0006 * 0.059 < 0.0005 < 0.0002 < 0.001 - - - - < 0.005 35

T-8-11 高槻市 大学町 - - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 * 0.041 < 0.0005 < 0.0006 # 0.006 < 0.0005 < 0.0002 < 0.001 - - - - < 0.005 118

T-15-1 岸和田市 岸城町 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 # 0.031 < 0.0005 - # 0.002 # 0.0015 - - - # 4.1 - - - 8

T-15-2 岸和田市 南町 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 < 0.0005 - - - # 7.8 - - - 4

T-16-4 堺市 美原区今井 - - - - - * 0.35 # 0.0013 # 0.002 * 0.93 < 0.0005 - < 0.002 # 0.0007 - - - - - - - 70

T-17 羽曳野市 はびきの # 0.005 - - - - - - - - - - - - - - - # 8.1 - - - 不定

T-21-3 交野市 幾野 - - - - - * 0.0088 - < 0.002 * 0.060 < 0.0005 - < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 132

T-23 門真市 柳田町 - * 0.062 - - - - - - - - - - - - - - - # 0.61 - - 13.1

T-25 枚方市 出屋敷西町 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 140

T-28 吹田市 津雲台 - - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 # 0.015 < 0.0005 < 0.0006 # 0.005 < 0.0005 < 0.0002 < 0.001 - - - - - 220

T-34 池田市 栄町 - - - - - - - - - - - - - - - - # 7.8 - - - 5

T-36 箕面市 牧落 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 * 0.014 - - - - - - - 10

T-37 八尾市 東本町 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 - - < 0.002 # 0.0029 - - - - - - - 5

T-39-1 吹田市 南吹田 - - - < 0.002 < 0.0002 # 0.0015 < 0.0004 < 0.002 # 0.027 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.001 - - - - - 不定

T-39-2 吹田市 南吹田 - - - < 0.002 < 0.0002 * 0.13 < 0.0004 < 0.002 * 0.22 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.001 - - - - - 不定

T-40 池田市 石橋 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 * 0.013 - - - - - - - 6

T-45-1 松原市 丹南 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 # 0.022 < 0.0005 - * 0.015 < 0.0005 - - - - - - - 7

T-50-3 松原市 上田 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 # 0.0008 - - - - - - - 20

T-50-4 松原市 上田 - - - - - - - - - - - - - - - - # 7.4 - - - 不定

T-51 藤井寺市 沢田 - - - - - - - - - - - - - - - - # 1.8 - - - 5.8

T-53-1 枚方市 片鉾本町 - - - - - # 0.0005 - # 0.009 # 0.020 # 0.0007 - # 0.004 < 0.0005 - - - - - - - 不明

T-53-2 枚方市 片鉾本町 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 不明

T-54 枚方市 津田元町 - - - - - < 0.0002 - # 0.099 < 0.004 # 0.26 - # 0.003 < 0.0005 - - - - - - - 8

T-55-2 枚方市 春日北町 - - < 0.0005 - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 7

T-57-1 和泉市 府中町 - - - - - - - - - - - - - - - - # 8.6 - - - 不明

T-59-1 枚方市 中宮山戸町 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 9
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T-59-2 枚方市 中宮山戸町 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 # 0.007 < 0.0005 - # 0.006 * 0.037 - - - - - - - 8

T-61 岸和田市 尾生町 - - < 0.0005 - - - - - - - - - - - - - # 7.8 - - - 9

T-62 和泉市 小田町 - * 0.015 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 730

T-64 池田市 伏尾町 - # 0.009 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 200

T-67 能勢町 野間出野 - * 0.034 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 500

T-76 吹田市 江坂町 - # 0.006 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 200

T-77 枚方市 楠葉中之芝 - * 0.042 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 62

T-78 島本町 山崎 - * 0.029 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 96

T-83-2 守口市 本町 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 5.1

T-89-2 八尾市 西弓削 - - - - - * 0.026 - - - - - - - - - - - - - - 60

T-90 大東市 諸福 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 20

T-93-2 八尾市 北亀井町 - * 0.038 - < 0.002 - - - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 # 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 5.5

T-93-3 八尾市 北亀井町 - - - < 0.002 - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 3.5

T-93-4 八尾市 北亀井町 - - - < 0.002 - # 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 3.7

T-94-1 枚方市 中宮東之町 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 8

T-94-2 枚方市 上野 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - # 0.006 # 0.0014 - - - - - - - 10

T-95 吹田市 幸町 - - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.001 - - - - - 228

T-96 門真市 堂山町 - - - - - # 0.0009 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 29

T-98 熊取町 朝代西 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 245

T-100-2 岸和田市 田治米町 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 # 0.020 < 0.0005 - * 0.11 < 0.0005 - - - - - - - 7.6

T-101 大阪狭山市 今熊 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 # 0.017 < 0.0005 - # 0.005 * 0.018 - - - # 8.8 - - - 8

T-102 大阪市 東淀川区大桐 - - - - - - - - - - - - - - - - * 29 - - - 6

T-106-1 高槻市 幸町 - - - < 0.002 < 0.0002 * 0.0089 < 0.0004 < 0.002 * 0.082 < 0.0005 < 0.0006 * 0.038 < 0.0005 < 0.0002 < 0.001 < 0.002 - # 0.42 < 0.02 < 0.005 22.5

T-106-2 高槻市 幸町 - - - < 0.002 < 0.0002 # 0.0002 < 0.0004 < 0.002 # 0.008 < 0.0005 < 0.0006 # 0.006 # 0.0009 < 0.0002 < 0.001 < 0.002 - # 0.13 < 0.02 < 0.005 22

T-106-3 高槻市 幸町 - - - < 0.002 < 0.0002 * 0.010 < 0.0004 < 0.002 # 0.006 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.001 < 0.002 - # 0.08 # 0.06 < 0.005 200

T-107-1 寝屋川市 木田元宮 - - - < 0.002 - - < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 6

T-107-2 寝屋川市 木田元宮 - - - < 0.002 - - < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 5.4

T-111 豊中市 名神口 - - - - - * 0.042 - < 0.002 * 0.70 < 0.0005 - * 0.038 < 0.0005 - - - < 0.08 # 0.67 - - 20

T-112 吹田市 片山町 - - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 # 0.0058 < 0.0002 < 0.001 - - - - - 8

T-113 高槻市 宮田町 - - - < 0.002 < 0.0002 # 0.0018 < 0.0004 < 0.002 * 0.25 < 0.0005 < 0.0006 * 0.18 * 1.0 < 0.0002 < 0.001 - - - - < 0.005 15

T-114 枚方市 尊延寺馬廻り # 0.008 < 0.005 < 0.0005 - - - - - - - - - - - - - - - - - 11

T-119 泉南市 男里 - - - - - - - - - - - - - - - - - - # 1.0 - 250

T-120 河内長野市 小塩町 - - - - - - - - - - - - - - - - * 12 - - - 不定

T-123-1 寝屋川市 出雲町 - - - - - - - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 8

T-123-2 寝屋川市 出雲町 - - - - - - - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 8

T-125 高石市 高師浜 - - - - - - - - - - - - - - - - # 9.9 - - - 5

T-127 池田市 古江町 - - - - - - - - - - - - - - - - - * 3.2 * 1.2 - 4

T-129-1 大阪市 浪速区元町 - * 0.015 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 4

T-130 八尾市 志紀町西 - - - - - * 0.058 - - < 0.004 - - - - - # 0.007 - - - - # 0.049 20
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T-136 大阪市 西成区鶴見橋 - - - - - - - - - - - - - - - - - # 0.53 - - 124

T-138 豊中市 中桜塚 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 # 0.0011 - - - - - - - 4

T-139 豊中市 中桜塚 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 # 0.0018 - - - - - - - 7

T-140 高槻市 唐崎中 - - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 * 0.0044 < 0.002 # 0.012 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.001 - - - - < 0.005 50

T-141 高槻市 西大樋町 - - - < 0.002 < 0.0002 * 0.0023 < 0.0004 < 0.002 # 0.007 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.001 - - - - < 0.005 100

T-143 貝塚市 堀 - - - - - - - - - - - - - - - - * 11 - - - 4

T-146 豊中市 岡町 < 0.005 < 0.005 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 不明

T-147 泉佐野市 湊 - - - - - - - - - - - - - - - - # 2.6 - - - 3.4

T-148 能勢町 下田 - - - - - - - - - - - - - - - - - * 1.4 - - 40

T-149 阪南市 尾崎町 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 - - < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 10

T-152 岸和田市 並松町 < 0.005 # 0.005 - - - - - - - - - - - - - - - # 0.14 - - 5

T-153-3 岸和田市 春木宮川町 - - - - - - - - - - - - - - - - * 18 - - - 不明

T-156 大東市 寺川 - - - - - - - - - - - - - - - - - * 0.93 - - 3.7

T-157 池田市 古江町 - * 0.036 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 8

T-158 大阪市 旭区大宮 # 0.007 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 9

T-159 大阪市 旭区新森 - - - - - * 0.0097 - - * 0.057 - - - - - - - - - - - 68.2

T-160 大阪市 住之江区御崎 - * 0.054 - - - - - - - - - - - - - - - * 2.7 * 1.5 - 10.6

T-161 堺市 中区土塔町 - - - - - < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 # 0.010 # 0.0005 - * 1.0 # 0.0012 - - - - - - - 不明

T-164-1 和泉市 三林町 - - - - - - - - - - - - - - - - # 5.3 - - - 不明

T-164-2 和泉市 三林町 - - - - - - - - - - - - - - - - - # 0.72 - - 不明

T-166 大阪狭山市 茱萸木 < 0.005 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 5.1

T-167 富田林市 富田林町 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 - - # 0.002 * 0.045 - - - - - - - 13

T-168 富田林市 寿町 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 # 0.017 - - * 0.048 # 0.0012 - - - - - - - 9

T-169 和泉市 池上町 - * 0.013 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 7

T-171 箕面市 新稲 - - - - - - - - - - - - - - - - # 9.3 - - - 5.9

T-172 大阪市 此花区島屋 - - - - - - - - - - - - - - - - - - * 1.7 - 30

T-173 岸和田市 塔原町 - - - - - - - - - - - - - - - - * 19 - - - 4

T-174 豊中市 上新田 - - - - - - - - - - - - - - - - # 6.8 - - - 9

T-176 豊中市 豊南町南 - - - - - - - - - - - - - - - - # 5.8 - - - 不明

T-177 豊中市 神州町 - - - - - - - - - - - - - - * 0.045 - - - - - 不明

T-178 吹田市 岸部中 - - - < 0.002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0004 < 0.002 # 0.028 < 0.0005 < 0.0006 # 0.003 * 0.013 < 0.0002 < 0.001 - - - - - 不定

T-179 枚方市 船橋本町 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 # 0.0007 - - - - - - - 5

T-180 羽曳野市 恵我之荘 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 # 0.007 - - # 0.004 # 0.0056 - - - - - - - 5

T-181 摂津市 別府 * 0.018 * 0.068 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 10

T-182 河内長野市 東片添町 - * 0.013 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 不明

T-183 大阪市 鶴見区浜 - - - < 0.002 < 0.0002 * 0.067 < 0.0004 < 0.002 * 0.20 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.001 - - # 0.40 - - 不明

T-185 岸和田市 稲葉町 < 0.005 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 7

T-186 豊中市 寺内 - - < 0.0005 - - - - - - - - - - - - - - - - - 75

T-188 高槻市 東五百住町 - - - - - - - - - - - - - - - - - * 1.2 - - 不定
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T-190 茨木市 丑寅 - - - - - # 0.0003 - < 0.002 # 0.018 - - < 0.002 - - - - - - - - 10

T-191 富田林市 本町 - - - - - - - - - - - - - - - - # 10 - - - 5

T-193 泉大津市 上之町 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 * 0.16 - < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 3

T-194 和泉市 池田下町 - - - - - - - - - - - - - - - - * 15 - - - 4.3

T-195 四條畷市 砂 - - - - - * 0.0097 - # 0.004 * 0.98 - < 0.0006 * 2.8 # 0.0007 - - - - - - - 4.7

T-196 泉佐野市 鶴原 - - - - - # 0.0006 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 170

T-196-2 泉佐野市 鶴原 - - - - - * 0.012 < 0.0004 < 0.002 # 0.006 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 170

T-197-2 門真市 東田町 - - - - - - - - - - - - - - - - - # 0.76 - - 15.6

T-197-3 門真市 東田町 - - - - - - - - - - - - - - - - - * 61 - - 4

T-198 大阪市 都島区中野町 - - - < 0.002 < 0.0002 * 0.0057 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.001 - - - - - 35

T-199 堺市 西区家原寺町 - * 0.014 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 280

T-200-1 八尾市 竹渕西 - - - - - # 0.0002 - < 0.002 # 0.007 - - * 19 - - - - - - - - 4

T-200-2 八尾市 竹渕 - - - - - * 0.010 - - # 0.009 - - - - - - - - - - - 25

T-200-3 八尾市 竹渕東 - - - - - * 0.012 - - - - - - - - - - - - - - 35

T-201 八尾市 南本町 - - - - - * 0.0088 - - * 0.050 - - - - - - - - - - - 不明

T-202 豊能町 余野 - - - - - - - - - - - - - - - - - * 1.7 - - 52

T-203 吹田市 垂水町 - - - - - - - - - - - - - - - - # 7.2 - - - 3

T-204 守口市 大宮通 - - - - - # 0.0007 - - - - - - - - - - - - - - 4.7

T-205-2 守口市 高瀬町 - - - - - - - - - - - - - - - - - # 0.18 - - 6

T-206 大阪市 平野区加美北 - - - < 0.002 < 0.0002 * 0.13 < 0.0004 < 0.002 * 0.19 < 0.0005 < 0.0006 # 0.003 < 0.0005 < 0.0002 < 0.001 - - - - - 60

T-207 堺市 美原区大保 - - - - - * 0.0040 < 0.0004 < 0.002 * 0.059 < 0.0005 - < 0.002 < 0.0005 - - - - - - - 5

（注１）「-」は測定せず。「N.D.」は定量下限値未満（環境基準に定められている測定方法で測定した結果、定量が可能な最小濃度を下回ったこと）を示します。全シアンは0.1mg/L未満、アルキル水銀は0.0005mg/L未満、PCBは0.0005mg/L未満の場合をいいます。

（注２）「#」は検出しましたが、環境保全目標以下でした。「*」は環境保全目標を超えて検出しました。なお、測定地点の年間評価は平均値で行います。
（注３）アルキル水銀は、原則として総水銀が検出された場合（定量下限値0.0005mg/L)測定を行うこととしています。
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ルモノ
マー

１，２‐
ジクロロ
エタン

1，1‐ジ
クロロエ
チレン

１，２‐
ジクロロ
エチレン

１,１,１
‐トリク
ロロエタ

ン

１,１,２
‐トリク
ロロエタ

ン

トリクロ
ロエチレ

ン
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計画番号
１,１,１‐ト
リクロロエ

タン

１,１,２‐ト
リクロロエ

タン

井戸
深度
（ｍ）

測定回数
（回／年）

T-176 豊中市 豊南町南 - - - - - - - - - - - - - - - # 8.7 - - - 不明 1

T-177 豊中市 神州町 - - - - - - - - - - - - - - * 0.096 - - - - 不明 1

T-178 吹田市 岸部中 - - - - - - - < 0.002 * 0.21 - < 0.0006 # 0.013 * 0.023 - - - - - - 1 2

T-179 枚方市 船橋本町 - - - - - - - < 0.002 < 0.004 < 0.0005 - < 0.002 < 0.0005 - - - - - - 5 2

T-180 羽曳野市 恵我之荘 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 # 0.009 - - # 0.005 # 0.0083 - - - - - - 5 2

T-181 摂津市 別府 * 0.013 * 0.053 - - - - - - - - - - - - - - - - - 10 2

T-182 河内長野市 東片添町 - * 0.011 - - - - - - - - - - - - - - - - - 不明 2

T-183 大阪市 鶴見区浜 - - - < 0.002 < 0.0002 * 0.082 < 0.0004 < 0.002 * 0.088 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.001 - # 0.42 - - 不明 1

T-185 岸和田市 稲葉町 < 0.005 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 7 1

T-186 豊中市 寺内 - - < 0.0005 - - - - - - - - - - - - - - - - 75 1

T-188 高槻市 東五百住町 - - - - - - - - - - - - - - - - * 0.94 - - 不定 1

T-190 茨木市 丑寅 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 # 0.030 - - # 0.005 - - - - - - - 10 2

T-191 富田林市 本町 - - - - - - - - - - - - - - - * 14 - - - 5 2

T-192 泉大津市 助松町 - - - - - - - - - - - - - - - # 6.6 - - - 10 2

T-193 泉大津市 上之町 - - - - - < 0.0002 - < 0.002 * 0.21 - < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 - - - - - - 3 2

T-194 和泉市 池田下町 - - - - - - - - - - - - - - - * 18 - - - 10 2

T-195 四條畷市 砂 - - - - - * 0.055 - # 0.007 * 2.3 - < 0.0006 * 7.7 # 0.0010 - - - - - - 3 2

T-196 泉佐野市 鶴原 - - - - - # 0.0011 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 - - - - - - 170 2

T-197-2 門真市 東田町 - - - - - - - - - - - - - - - - # 0.79 - - 15.6 2

T-197-3 門真市 東田町 - - - - - - - - - - - - - - - - * 95 - - 1.2 1

T-197-4 門真市 東田町 - - - - - - - - - - - - - - - - # 0.30 - - 5 1

T-198 大阪市 都島区中野町 - - - < 0.002 < 0.0002 * 0.0055 < 0.0004 < 0.002 < 0.004 < 0.0005 < 0.0006 < 0.002 < 0.0005 < 0.0002 < 0.001 - - - - 35 1

T-199 堺市 西区家原寺町 - * 0.015 - - - - - - - - - - - - - - - - - 280 1

T-200-1 八尾市 竹渕西 - - - - - - - - - - - < 0.002 - - - - - - - 4 1

T-200-2 八尾市 竹渕 - - - - - * 0.015 - - * 0.050 - - - - - - - - - - 25 1

T-200-3 八尾市 竹渕東 - - - - - * 0.012 - - - - - - - - - - - - - 35 1

T-201 八尾市 南本町 - - - - - # 0.0002 - - # 0.005 - - - - - - - - - - 不明 1

T-202 豊能町 余野 - - - - - - - - - - - - - - - - * 1.7 - - 不明 2

T-203 吹田市 垂水町 - - - - - - - - - - - - - - - # 6.6 - - - 3 2

T-204 守口市 大宮通 - - - - - * 0.0042 - - - - - - - - - - - - - 4.7 2

T-205 守口市 高瀬町 - - - - - - - - - - - - - - - - * 1.2 - - 5.5 2

T-206 大阪市 平野区加美北 - - - < 0.002 < 0.0002 * 0.13 < 0.0004 < 0.002 * 0.20 < 0.0005 < 0.0006 # 0.003 < 0.0005 < 0.0002 < 0.001 - - - - 60 1

T-207 堺市 美原区大保 - - - - - * 0.0036 < 0.0004 < 0.002 * 0.054 < 0.0005 - < 0.002 < 0.0005 - - - - - - 5 2

（注１）「－」は測定せず。「N.D.」は定量下限値未満をいい、全シアンは0.1mg/L、アルキル水銀は0.0005mg/L、PCBは0.0005mg/Lです。

（注２）「#」は検出しましたが、環境保全目標以下でした。「*」は環境保全目標を超えて検出しました。なお、測定地点の年間評価は平均値で行います。
（注３）アルキル水銀は、原則として総水銀が検出された場合（定量下限値0.0005mg/L)測定を行うこととしています。

１，４‐ジオ
キサン

テトラクロロ
エチレン

四塩化炭素 ベンゼン
硝酸性窒

素・亜硝酸
性窒素

ふっ素 ほう素四塩化炭素
塩化ビニル

モノマー
１，２‐ジクロ

ロエタン
1，1‐ジクロ
ロエチレン

１，２‐ジクロ
ロエチレン

トリクロロエ
チレン

所在地 鉛 砒素 総水銀 ジクロロメタン
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６．研究委員会活動報告 

 
平成 26 年度においては，下記の３つの研究委員会による活動が行われた。 

 
●地下水・地中熱利用に関する研究委員会 （委員長 小林 晃） 

テーマ：1) 大阪平野部における地中熱利用の可能性に関する調査・検討 
2) 温暖化・都市化に伴う平野部の地下温暖化の調査・解析 

 

●地下水・地盤災害と防災技術に関する研究委員会（委員長：大島昭彦） 

テーマ：1) 大阪地域における近年の地下水位変動と地盤沈下の検討 
2) 地下水位高位化に伴う地盤災害の検討 

3) 地下水位再低下による地盤沈下量の検討 

4) 液状化対策工法（地下水位低下工法，格子状地中壁工法）の検討 

 

●地下水質と地盤環境に関する研究委員会（委員長：勝見 武） 

テーマ：1) 建設工事に伴う地下水・土壌汚染問題の現状と課題 

2) 大阪周辺地域における地下水の水質組成 

3) 都市域における地下水の有効利用 

 
次ページ以降に，それぞれの委員会の委員名簿および活動内容の報告として委員会資料の抜粋を掲載

する。 
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【地下水・地中熱利用に関する研究委員会】 

 
１．委員構成（平成 28年 3月末現在） 

 
委員：氏名の五十音順 

 
２．研究テーマ  

１）大阪平野部における地中熱利用の可能性に関する調査・検討  

２）温暖化・都市化に伴う平野部の地下温暖化の調査・解析 

 

３．委員会実施状況 

 
 
 

氏　名 所　　　　　属 職　名

委員長 小林　　晃 関西大学 環境都市工学部 都市システム工学科 教授

委　員 有本　弘孝 （株）地域 地盤 環境 研究所　事業推進室 次長

委 員 鍵本　司 株式会社　関西地質調査事務所

委 員 神谷 浩二 岐阜大学　工学部 社会基盤工学科 准教授

委　員 谷口　真人
大学共同利用機関法人　人間文化研究機構
総合地球環境学研究所　研究部

教授

委　員 濱元　栄起 埼玉県環境科学国際センター　土壌・地下水・地盤グループ 主任

委　員 岸本　安弘 国土交通省 近畿地方整備局 企画部 建設専門官

委　員 水間　健二 大阪府環境農林水産部 環境管理室 環境保全課 課長補佐

委 員 宮田  修志 ハイテック株式会社　環境水文課 課長

委 員 森川　俊英 株式会社　森川鑿泉工業所 常務取締役

事務局 越後　智雄 一般財団法人地域地盤環境研究所 地形・地質グループ 主任研究員

委員会 開催 主な議題，および話題提供

第1回 6/12
●　H27年度研究委員会計画
●　住友財団環境研究助成への応募対応
●　KansaiGeoシンポジウム2016での発表対応

第2回 12/1
●　住友財団助成研究の計画
●　熱応答試験候補地と試験計画
●　KansaiGeoシンポジウム2016での発表対応

第3回
2016/5/31
メール審議

●　KansaGeoシンポジウム2016での委員会成果発表
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４．主な活動内容 

１）大阪平野の地中熱ポテンシャルマップの作成に向けた「地中熱に対する意識調査」アンケートの実施と

既設井戸情報の整理 

 

＜アンケート内容＞ 

Ｑ１．再生可能エネルギーと言われてどんなものを思い浮かべますか？以下から御存知のものを囲んで下さい。 

1.太陽エネルギー 2.水力発電 3.風力発電 3.潮力発電 4.波力発電 5.海流発電 

6.地熱発電 7.地中熱発電 8.バイオ燃料 9.バイオマス 10.地中熱 

Ｑ２．家庭や事業所で使っている電気の消費量が最も大きいのが空調であるということをご存知ですか？ 

1.知っている  2.知らなかった 

Ｑ３．以下の言葉をご存知ですか？ 

Q3-1 地中熱 

1.内容まで知っている 2.言葉は聞いたことがあるが詳しい事は知らない 3.知らない 

Q3-2 ヒートポンプ 

1.内容まで知っている 2.言葉は聞いたことがあるが詳しい事は知らない 3.知らない 

Ｑ４．地中熱と聞いてどんなことを思い浮かべるかお答えください。 

1.思い浮かぶ→（自由回答） 

2.思い浮かばない →（御質問や疑問などでも結構です） 

Ｑ５．地中熱を導入するようになった場合、どんな施設に導入したいですか？ 

（2012 年に開業した東京スカイツリー地区などで導入事例があります） 

1.公共施設（役場庁舎、図書館、学校、プールなど） 

2.地域の共有施設（公民館など） 

3.住宅（公営集合住宅、個人住宅など） 

4.その他 

5.思い浮かばない →（御質問や疑問などでも結構です） 

Ｑ６．地中熱を導入するようになった場合、どんな使い方をしたいですか？ 

1.冷暖房 2.給湯 3.融雪 4.その他 5.具体的なイメージがわかない 

Ｑ７．地中熱が有効な地域はどこだと思いますか？ 

1.北海道・東北などの豪雪地域（空調用、融雪用） 

2.平野部 3.山間部 4.具体的なイメージがわかない 

Ｑ８．どれくらいの初期コストであれば地中熱を導入しますか？ 

1.50 万円未満 2.100 万円未満 3.500 万円未満 4.1000 万円未満 

5.費用対効果が望めるのであれば初期コストには拘らない 

6.具体的なイメージがわかない 

Ｑ９．どれくらいの期間でコスト解消できれば地中熱を挿入しますか？ 

1.１年以内 2.１～3年 3.3～5年 4.5～10 年 

5.耐用年数でバランスすればよい 6.具体的なイメージがわかない 

 

Ｑ10．太陽光発電で売電できたように熱を売ることができるとすれば地中熱を導入しますか？ 

1.売熱できるのであれば導入を検討したい 

2.導入したいが，売熱の制度によって検討したい 

3.売熱できたとしても導入しない。 

4.具体的なイメージがわかない 
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アンケート集計結果 

0

2

4

6

8
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12

14

太陽 水力 風力 潮力 波力 海流 地熱 ﾊﾞｲｵ燃料 ﾊﾞｲｵﾏｽ 地中熱

Q1.再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰのｲﾒｰｼﾞ

31%

8%

15%

46%

Q2.再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの活用計画・ﾋﾞｼﾞｮﾝ

策定済み

策定計画なし

39%

46%

15%

Q4-1.地中熱について

61%

31%

8%

Q4-2.ヒートポンプシステムについて

知らなかった

0

1

2

3

4

5

6

7

公共施設 地域の共有施設 住宅 その他 不明

Q6.地中熱を導入したい施設

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

冷暖房 給湯 融雪 その他 不明

Q7.地中熱を導入する場合の用途

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

豪雪地域 平野部 山間部 都市部 不明

Q8.地中熱の有効な地域

内容まで知っていた

言葉は聞いたことがあるが

詳しい事は知らなかった

知らなかった

策定計画あり

不明

内容まで知っていた

言葉は聞いたことがあるが

詳しい事は知らなかった
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２）温暖化・都市化に伴う平野部の地下温暖化の調査・解析 

地下温暖化の実態を明らかにするとともに，地下温暖化の対策を講じるための基礎的な研究として，

以下の調査・検討を実施した。 

 

・中之島周辺地域の観測井(６カ所)での地中温度・地表面付近温度の測定 

・中之島周辺地域における地下温暖化の進行状況の検討 

・地下温暖化と地中熱利用の効率の関係性の調査 

・都市化の進行（地表部の土地利用変遷など）との関連性の検討 
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３）熱応答試験候補地選定と試験計画 

研究委員会による住友財団への研究助成金の申請が採択された事を受け，大阪府下において，熱

応答試験（SRT）を実施するための諸条件に合致する既設井戸の検索を行なった。その結果，現在

地下水位の観測が休止している堺市大浜公園内にある井戸を使った熱応答試験（SRT）の実施準備

を進めている。 

 

 
＜SRT 実施予定の観測井戸に関する情報＞ 
井戸名：堺 2-3 
住 所：堺市堺区大浜北町 4-77 大浜公園内 
管構造：単管井戸 
井戸径：φ300 mm 
井戸の深さ：254 m 
ストレーナ深度：182.5-237.0 m 
床から管頭までの井戸立上り高：0.95 m 
井戸水位：床面 -9.48 m（2011 年 6 月 2 日時点） 
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＜作業の概要＞ 
① 地中熱交換器設置 
 地中熱交換器を専用治具により井戸の中に設置する。 

② 地下温度計測 
 地中熱交換器内の温度（初期値）を計測する。 

③ 試験装置設置、エア抜き運転 
 試験装置を設置し、地中熱交換器、配管内に水を循環することで、エア抜きを行う。同時に、温度

センサー(U－チューブ入口、出口)、流量計、地下温度計を記録計に接続する。 
④ 加熱試験 
 循環、加熱を開始する。 

⑤ 回復時の地下温度計測 
 循環、加熱を終了し、温度を引き続き計測する。 

⑥ 試験装置撤去 
 温度計測を終了し、装置及び地中熱交換器を撤去する。 

⑦ データ整理・解析 
 測定したデータを整理し、解析を行う。 

⑧ 総合評価 
解析結果から、地中熱交換井１本あたりの熱交換量を推定し、設計の基礎資料となり得るように報

告書をまとめる。 
 

表 熱応答試験の作業工程表 

 

 

  

作業日数 1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目 8日目 9日目 10日目 11日目

想定曜日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

地中熱交換器設置 → 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

試験準備・井内温度計測 　 → → 　 　 　 　 　 　 　 　

加熱試験・観測 　 　 → → → → → 　 　 　 　

温度回復試験・観測 　 　 　 　 　 　 → → → → 　

機器撤収 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 →

地中熱交換器撤去 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 →

作業人員 4 3 3 0（1） 0（1） 0（1） 3 0（1） 0（1） 3 4

車両乗り入れ ○ ○ ○ ▲ ▲ ▲ ○ ▲ ▲ ○ ○
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【地下水・地盤災害と防災技術に関する研究委員会】 

 
■委員構成（平成 28 年 6月 1日現在） 

 

 

■ 研究テーマ 

１）大阪地域における近年の地下水位変動と地盤沈下の検討 

２）地下水位高位化に伴う地盤災害の検討 

３）地下水位再低下による地盤沈下量の検討 

４）液状化対策工法（地下水位低下工法，格子状地中壁工法）の検討 

 

 

 

 

 

 

 

氏　名 所　　　　　属 職　名

委員長 大島　昭彦 大阪市立大学大学院　工学研究科　都市系専攻地盤工学研究室 教授

委  員 磯野　栄一 株式会社森川鑿泉工業所 技術部長

委  員 稲葉　　徹 五洋建設株式会社大阪支店　土木営業部 担当部長

委  員 北田　奈緒子 (一財)地域  地盤  環境  研究所　研究開発部門 部門長

委  員 諏訪　靖二 諏訪技術士事務所 代表技術士

委  員 長屋　淳一 株式会社地域  地盤  環境  研究所 所長代理

委  員 野牧　優達 応用地質株式会社関西支社  技術部

委  員 野尻　峰広 川崎地質株式会社西日本支社　水工設計部

委  員 平田　茂良
大和ハウス工業株式会社
総合技術研究所　工業化建築技術センター

センター長

委  員 深井　　公 積水ハウス株式会社　施工部　品質管理室　基礎・地盤技術G 部長

委  員 森田　修二 株式会社  奥村組　西日本支社土木技術部

委  員 吉川　雅史 錦城護謨株式会社  土木事業本部 事業副本部長

オブザーバー 本間　雄大 株式会社  奥村組　西日本支社　近鉄花園JV工事所

事務局 春日井　麻里
一般財団法人地域  地盤  環境  研究所

研究開発部門  地盤情報グループ
研究員

委員：氏名の五十音順
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■ 委員会実施状況 

委員会 WG 開催 主な議題，および話題提供 

第 1 回  6/30  平成 27 年度 研究委員会計画について 

 長野県諏訪湖における地盤調査について 

 話題提供『大阪地域の上部洪積層のモデル化と地下水位低下による Ma12

層の沈下予測』（大島 委員長） 

 WG1

第 1 回 

8/26  WG1 の進め方について 

 大阪地域の地下水変動について 

 WG2

第 1 回 

8/27  大阪泉南地域の深井戸資料について 

 泉南地域の地下水位変動について 

 WG1

第 2 回 

10/5  地下水位と河川水位，雨量の関係について（5 地域，2010～2014 年） 

 浅層地下水位データについて 

 WG1

第 3 回 

11/19  地下水位と河川水位，雨量の関係について（5 地域，1995～2014 年） 

第 2 回  12/21  WG1（浅層地下水位と河川水位の関係調査）進捗状況 

 WG2（泉南の地下水位変動の原因究明）進捗状況 

 委員会成果の取り纏めについて 

 
 
■ 主な活動内容 

(1) 浅層地下水位と河川水位の関係調査（WG1 活動） 

近年大阪地域において問題となっている地下水位高位化による影響や，今後発生が懸念される地震に

よる液状化対策として，地下水位を低下させることが有効である。地下水位を汲み上げる際の対象とな

る，大阪地域における浅層地下水位が，河川水位の影響をどの程度受けているか検討した。 

 

①データ収集 

 表-1 に示す電子データを収集した。 

 

表-1 収集した地下水位，河川水位，雨量データ 

水文水質データベース HP：http://www1.river.go.jp/ 

気象庁 HP：http://www.jma.go.jp/jma/menu/report.html 

②地下水位，河川水位，雨量の関係 

 観測データ 入手先 

地下水位 
国土交通省管理観測井（推定帯水層：沖積層） 地下水協議会，水文水質データベース HP 

引き継ぎ観測井 多層地下水位観測井 地下水協議会 

河川水位 
国土交通省管理観測所 水文水質データベース HP 

大阪府管理観測所 大阪府より提供 

雨量 
国土交通省管理観測所 水文水質データベース HP 

気象庁管理観測所 気象庁 HP 
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 浅層地下水位の観測井周辺で河川水位の観測している 5 地域（図-1）について，地下水位と河川水位，

雨量の関係性について整理した。図-2～図-6に各地域における整理結果の一例を示す。地下水位は基本

的に潮汐の影響は受けず，降水により水位が変化している。ただし，高槻の地下水位は降雨に関わらず

夏場に地下水位が高くなる傾向が見られる。河川水位は臨海部の観測井における観測結果は，潮汐の影

響を受けているが，内陸部の観測井での結果は潮汐による影響は見られないことから，浅層地下水位に

与える河川水位の影響は微小と考えられる。 

 

 

図-1 観測箇所と比較地域 

  

野田 

住之江 

大宮 

鮎川 

高槻 
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(1) 位置図 

 
（ボーリングデータは KG-NET・関西圏地盤情報協議会 関西圏地盤情報データベースを使用） 

(2) 周辺の断面図 

 
(3) 地下水位と河川水位，雨量の関係 

図-2 野田地域 

野田 

六軒家川水門 

安治川水門 

西の鼻 

堂島検潮所 

福島 
高見機場 

高見小学校 

明治小学校 酉島小学校 

ストレーナ 

深度（野田） 

酉島小学校 

（地下水位） 

高見小学校 

（地下水位） 

 

野田 

（地下水位） 

明治小学校 

（地下水位） 

 

西の鼻 

（河川水位） 
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(1) 位置図 

 
（ボーリングデータは KG-NET・関西圏地盤情報協議会 関西圏地盤情報データベースを使用） 

(2) 周辺の断面図 

 
(3) 地下水位と河川水位，雨量の関係 

図-3 住之江地域 

住之江 

遠里小野 

香ヶ丘 

堺 

住吉川水門 

柴谷検潮所 

柴谷町公園 

柴谷町公園 

（地下水位） 
住之江 

（地下水位） 

ストレーナ 

深度（住之江） 

住吉川水門 

（河川水位） 
遠里小野 

（河川水位） 

香ヶ丘 

（河川水位） 
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(1) 位置図 

 
（ボーリングデータは KG-NET・関西圏地盤情報協議会 関西圏地盤情報データベースを使用） 

(2) 周辺の断面図 

 
(3) 地下水位と河川水位，雨量の関係 

図-4 大宮地域 

毛馬排水機場 

本川毛馬 

大東小学校 

大宮 

東淡路小学校 

大道南小学校 

大東小学校 

（地下水位） 
大宮 

（地下水位） 

ストレーナ 

深度（大宮） 

毛馬排水機場 

（河川水位） 
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(1) 位置図 

 
（ボーリングデータは KG-NET・関西圏地盤情報協議会 関西圏地盤情報データベースを使用） 

(2) 周辺の断面図 

 
(3) 地下水位と河川水位，雨量の関係 

図-5 枚方地域 

鮎川 

芥川 

枚方 

鮎川 

（地下水位） 

ストレーナ 

深度（鮎川） 
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(1) 位置図 

 

（ボーリングデータは KG-NET・関西圏地盤情報協議会 関西圏地盤情報データベースを使用） 

(2) 周辺の断面図 

 
(3) 地下水位と河川水位，雨量の関係 

図-6 高槻地域 

高槻 

高浜 

高槻 

（地下水位） 

ストレーナ 

深度（高槻） 
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(2) 泉南の地下水位変動の原因究明（WG2 活動） 

 地下水位協議会でこれまでに収集してきた地下水位の変動を見ると，大阪の泉南地域において，過去

に地下水位が急上昇していることがわかった。周辺の既設井戸の情報や過去の地下水位揚水量，地盤沈

下量等を収集し，その原因について検討した。 

 

① 深井戸資料の収集・整理 

 泉南地域において過去に実施された深井戸の情報を収集した。収集した深井戸は表-2に示す 70 箇所

である。深井戸および地下水位観測井の位置を図-7に示す。また，図-8のように地質および水理状況

想定断面を作成し，スクリーンの位置等についても整理を行っている。今後は使用目的，設置年代等に

ついても併せて整理を行っていく予定である。 

 

図-7 深井戸の設置場所                    

 

図-8 地質および水理状況想定断面（泉佐野） 

表-2 泉南地域における深井戸の箇所数 

地域 深井戸箇所数 

岸和田 25 

貝塚 8 

泉佐野 23 

泉南 14 

合計 70 

 

●：深井戸 
●：地下水位観測井 
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②地下水位と地盤沈下量の関係 

1) 既往の研究の整理 

表-3に泉州地域における地下水の変動と法規制の流れをまとめる。泉州地域の沿岸部では，昭和 40

年代に入って工業立地化の進展などにより，地下水の揚水が過度となり，地下水位の低下とともに地盤

沈下が大きく発生した。これを受けて昭和 50 年より図-9に示す地域で工業用地下水の採取を規制した。 

図-10に泉南地域における年間揚水量分布と年間沈下量コンターを示す。工業用地下水の採取規制前

の(1)昭和 47 年には，年間揚水量が 50 万 m3 以上の区画が多く見られたのに対し，規制後の(2)昭和 53

年には，規制区域に指定されている泉大津市付近において揚水量が若干減少している。地盤沈下量コン

ターからも沈下量の大きな地域は貝塚市，岸和田市，泉大津市の臨海部に集中しており，規制後には，

沈下量は全体的に減少し，沈下量の大きな地域も内陸部に移動している。 

 

表-3 観測点における地下水位と沈下量 

年代 状況 

1967 年(S.42)～ 

1972 年(S.47) 

泉大津市、忠岡町、和泉市西端部、岸和田市と貝塚市の海岸部における累積沈下量が 20cm を超過 

（5 年間の調査結果） 

1975 年(S.50.1.1) 上記の一部地域で大阪府公害防止条例により工業用井戸の新設を規制（図-9 参照） 

1976 年(S.51) 4 カ年計画で府営工業用水道の建設 

1977 年(S.52) 上記地域で年間沈下量が 2～4cm：43.87km2、4～6cm：3.85km2、6～8cm：0.29km2 

1978 年(S.53.1.26) 上記の指定地域を工業用水法の指定地域に切替えて井戸水を水道水に転換（整備箇所から順次） 

1979 年(S.54.1.26) 泉大津市の一部、忠岡町、和泉市の一部で工業用水法の施工規則の施行（水源転換基準日を定める）。

ただし、工業揚水以外の揚水は残る。 

その他 泉佐野市以南の単位面積あたりの揚水量は北部地域より多いが問題となる地盤沈下はない。 

 

                     

 図-9 泉南地域地下水採取規制区域 
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(1) 昭和 47 年 

   
(2) 昭和 53 年 

図-10 泉南地域における年間揚水量分布と年間沈下量コンター 

 

 

参考文献 

・泉州地域の洪積層における地盤沈下に関する調査研究（1981），社団法人 土質工学会関西支部受託研

究委員会 

 

数値の単位は cm 

数値の単位は cm 
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2) 地下水位と地盤沈下量の関係 
 大阪府より以下の電子データの提供を依頼し，データの整理を行った。 

1. 大阪府域（大阪市を除く）の地下水観測所ごとの地下水位、地盤沈下量および管頭高 

（月平均，昭和 40 年～平成 26 年まで）の電子媒体  

2. 大阪府域における市別地下水採取量 

（井戸本数・採取量，昭和 38 年～平成 26 年まで）の電子媒体 

3. 泉大津市，岸和田市，貝塚市，泉佐野市，泉南市における町別地下水採取量 

（井戸本数・採取量，平成 26 年）の電子媒体 

 

 図-11 に大阪府より提供を受けた市別地下水採取量データより，採取地下水の用途および都市別の採

取量，井戸本数を示す。 

工業用地下水の採取規制が始まる 1975 年までの採取量の約半分は工業用水であったが、1980 年以降

は工業用水と上水の採取量はほぼ同じとなっている。その他の用途（公共用と農業用）の占める割合は

少ない。井戸本数より上水用は井戸本数あたりの採取量が多いことに特徴がある。 
採取量は泉南市が最も多く、泉佐野市や貝塚市も比較的多い。これらの都市で、工業用地下水の採取

規制が始まった 1975 年から地下水の総採取量が大きく減少し、井戸本数も減少している。1980 年以降

は概ね横ばい状態である。 
 

 

図-11 採取地下水の用途および都市別採取量，井戸本数 

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

1960 1970 1980 1990 2000 2010

採
取

量
（

m
3/

da
y）

図-3.3 都市別の地下水採水量
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図-3.4 都市別の井戸本数
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図-12に 5 都市（泉大津市，岸和田市，貝塚市，泉佐野市，泉南市）における平成 26 年の町別地下

水揚水量の分布を示す。また，図-13 に 5 市における市内全体の揚水量および観測井における地下水位

および地盤沈下量の経時変化を示す。 

図-12と図-10(2) と比べると、工業用地下水の採取規制の行われた泉大津、岸和田では，平成 26 年

にはほとんど揚水が行われていないことがわかる。また揚水量の多い地域（貝塚、泉佐野、泉南）は過

去から変わっておらず，揚水量の多い地域の周辺に観測井が設置されている。 
図-13より泉大津，岸和田では，工業用地下水の採取規制の影響で 1975 年前後より地下水位が回復

しはじめ，それに伴って岸和田では地盤隆起が発生している。泉南は規制地域ではないが，同様の傾向

が見られる。ただし，沈下量は小さい。貝塚，泉佐野では近年になって地下水位が急激に上昇している。

泉南地域では過去に繊維産業が発達していたが，それらの工場閉鎖に伴い地下水位の揚水量が少なくな

り，地下水位が急上昇したと推測される。 
揚水量は市内全体の合計量のため，観測井位置の地下水位の変動とは必ずしもリンクしておらず，関

係性を推測することは難しい。また，観測井周辺で局所的に揚水のパターンが違う可能性もある。平成

26 年以前の町別揚水量データについては入手できなかったため，地下水位の低かった 1970 年前後から

の詳細な町別揚水量の経時変化については追跡することはできなかった。今後の検討課題である。 
 

  

(1) 井戸数                 (2) 揚水量 

図-12 平成 26年度の泉南地域における町別地下水採取量 
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               (1) 貝塚市                (2) 岸和田市 

 

(3) 泉佐野市               (4) 泉南市 

 

                (5) 泉大津市 
図-13 地下水揚水量と地下水位，地盤沈下量の関係 
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【地下水質と地盤環境に関する研究委員会】 

 
１．委員構成（平成 28年 3月末現在） 

 
 
２．委員会実施状況 

委員会 開催 主な議題，および話題提供 

第 1 回 8/11  話題提供 『微生物を用いた油汚染土壌の浄化事例』（小河委員） 

 公共機関の地下水データについて 

 地下水調査の結果と進捗状況について 

 土壌汚染対策法に基づく区域指定と自然由来に関する考え方 

第 2 回 11/20 「建設工事に伴う地下水・土壌汚染問題の現状と課題」について 

 土壌汚染対策法に基づく区域指定と自然由来に関する考え方 

 大阪府域における区域指定の状況整理 

 国交省近畿地方整備局事業における自然由来ヒ素の対応事例 

「大阪周辺地域における地下水の水質組成」について 

 一般水質組成に関する情報収集と整理 

 重金属類に関する情報収集と整理 

 地下水流動や物質移動，および栄養塩類などに関する研究 

第 3 回 3/31  話題提供 『不動テトラの土壌地下水汚染対策技術の紹介』（山口委員） 

 今後の方針とスケジュール 

 自然由来の重金属類を含む掘削土の事例収集 

 大阪における土壌中の重金属類の含有状況 

 大阪周辺地域における地下水の水質組成 

 

氏　名 所　　　　　属 職　名

委員長 勝見 　武 京都大学大学院　　地球環境学堂 教授

委 員 伊藤 浩子
一般財団法人地域 地盤 環境 研究所　研究開発部門 地形地質
グループ

主任研究員

委 員 小河　篤史
株式会社奥村組土木本部 土木統括部　環境技術室 環境技術グ
ループ

委 員 小野寺 真一 広島大学大学院　総合科学研究科 教授

委 員 河田　利樹 株式会社大林組　大和川線シールド工事事務所 工事長

委 員 岸本　安弘 国土交通省 近畿地方整備局 　企画部 課長補佐

委 員 田中　宏幸 株式会社鴻池組土木事業本部　環境エンジニアリング部 課長

委 員 水間　健二 大阪府環境農林水産部 　環境管理室 環境保全課 課長補佐

委 員 山口　博久 株式会社 不動テトラ 大阪支店　技術室 室長

委員：氏名の五十音順
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 (1) 『微生物を用いた油汚染土壌の浄化事例』（小河委員 話題提供資料） 
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(2) 大阪平野とその周辺地域における地下水中の重金属等の含有状況 
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(3) 土壌汚染対策法に基づく指定区域の状況の情報収集と整理 

 

（１）物質ごとの基準値超過地点の分布状況 

（調査の契機が 3000m2以上の土地改変（第４条）または自主調査（第 14条）であり，かつ第一種特定有害物質およびシ

アンの超過を伴わない地点を抽出） 

平成 27年 7月現在の情報を元に作成   

   
ひ素（As）               鉛（Pb） 

  

ふっ素（F）             ほう素（B） 
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クロム（Cr）             セレン（Se） 

 

   

総水銀（Hg）              カドミウム（Cd） 
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（２）自然由来特例区域の状況 

表 大阪府域の「自然由来特例区域」（平成 27年 7月現在）         

 

 

指定年月日 整理番号 指定番号 所在地 面積 調査契機 特定有害物質の種類

H27.4.21 門真市 大阪府門真市中町537番6ほか 3346 第１４条 砒素及びその化合物

砒素及びその化合物

ふっ素及びその化合物

鉛及びその化合物

砒素及びその化合物

ふっ素及びその化合物

ほう素及びその化合物

水 銀 及 び そ の 化 合 物

鉛及びその化合物

砒素及びその化合物

ふっ素及びその化合物

鉛及びその化合物

砒素及びその化合物

ふっ素及びその化合物

セレン及びその化合物

鉛及びその化合物

砒素及びその化合物

ふっ素及びその化合物

ほう素及びその化合物

セレン及びその化合物

鉛及びその化合物

砒素及びその化合物

ふっ素及びその化合物

ほう素及びその化合物

セレン及びその化合物

鉛及びその化合物

砒素及びその化合物

ふっ素及びその化合物

ほう素及びその化合物

砒素及びその化合物

ふっ素及びその化合物

セレン及びその化合物

鉛及びその化合物

砒素及びその化合物

ふっ素及びその化合物

ほう素及びその化合物

砒素及びその化合物

ふっ素及びその化合物

届指-135号

届指-152号

届指-163号

届指-169号

届指-151号

大阪市
大阪府大阪市西淀川区御幣島六丁目8番
2、81番

4351 第14条H27.7.31 整-27-10 届指-180号

H25.12.13 大阪市
大阪府大阪市茶屋町地区土地区画整理事
業 街区番号1画地番号③，④，⑤

4650 第14条届指-132号

H25.2.22

H24.9.28 大阪市
大阪都市計画事業大阪駅北大深東地区土地区画
整理事業における公 共用地（道路の一部） 7946 第４条整-24-18 届指-91号

届指-92号

届指-100号

11842 第４条

H24.9.28 大阪市 大阪府大阪市北区梅田三丁目535番2 8896

大阪市 大阪府大阪市西淀川区姫里三丁目59番 6348 第14条

整-24-19

整-24-27

H26.1.31 大阪市
大阪府大阪市北区梅田 三丁目125番1、125
番2 の各一部

整-25-26

整-25-29

第14条

12129 第14条

第14条大阪市 大阪府大阪市北区梅田一丁目９番２ほか 22497

H26.9.26 大阪市 大阪府大阪市北区梅田一丁目1番ほか

整-26-10

整-26-11

H26.9.12

H27.3.20 大阪市
大阪府大阪市北区梅田三丁目30番、34
番、25 番1、125番2の各一部

H27.2.6 大阪市
大阪府大阪市西淀川区野里三丁目24番、
27番 の各一部

12519

第14条6701

第14条

整-26-28

整-26-22

自然由来と判断された地層（Ma13層）の 

土壌溶出量（大阪駅周辺・西淀川区神崎川左岸） 
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水循環基本法・基本計画の意義と
今後の展望

田 中 正

筑波大学名誉教授

地下水地盤環境に関する研究協議会
平成28年度通常総会および特別講演会

平成28年6月14日
建設交流館（大阪市）

講演内容

• 水循環基本法の概要と特徴
• 水循環基本計画の概要
• 基本計画に記載された地下水に係わる主な内容
• 基本計画における地下水汚染に係わる主な事項
• 水循環施策の今後の展開
• 流域水循環に係わる学術的研究成果
• 世界の動向
• ガバナンスについて
• 今後の課題
• おわりに

2
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水循環基本法（平成二十六年
法律第十六号）の制定

• H26.3.20: 参議院本会議を全会一致で議了
• H26.3.27: 衆議院本会議を全会一致で議了
• H26.4.2:「水循環基本法」の公布
• H26.7.1:「水循環基本法」の施行

・水循環政策本部発足、政策本部事務局設置

• 定義（第二条）
・【水循環】：水が、蒸発、降下、流下又は浸透により、海域等
に至る過程で、地表水、地下水として河川の流域を中心に循
環すること。
・【健全な水循環】：人の活動と環境保全に果たす水の機能が
適切に保たれた状態での水循環。

3

水循環基本法の概要
（第三条）

（水循環政策本部, 2015）

1.

2.

3.

4.

5.

4
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（第四条）

（第五条）

（第六条）

（第七条）

（第十条）

関係者相互の連携及び協力（第八条）

（水循環政策本部, 2015）
5

• 水循環政策本部の設置（第二十二条～第三十条）
・水循環に関する施策を集中的かつ総合的に推進するため、内閣府に

水循環政策本部を設置する。

・関係行政機関が実施する施策の総合調整

・「水循環基本計画」の策定

• 水循環基本計画（第十三条）
1. 水循環に関する施策についての基本的な方針

2. 水循環に関する施策に関し、政府が総合的かつ計画的に構ずる

べき施策

3. このほか、水循環に関する施策を総合的かつ計画的に推進する

ために必要な事項

4. おおむね五年ごとに、水循環基本計画の見直しを行い、必要な変更

を加えるものとする。

• 基本的施策（第十四条～第二十一条）
・流域連携の推進等（第十六条）

・健全な水循環に関する教育の推進等（第十七条）

・水循環施策の策定に必要な調査の実施（第十九条）
・

6
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水循環基本法の特徴

• 水循環基本法は、「理念法」である。

• 「水循環基本法」と「水循環基本計画」（第十三条）という二大
枠組みから構成される。

• 水を「国民共有の財産」とし、その「公共性」を基本理念（第
三条）としている。

• 「水循環政策本部」の設置（第二十二条）を明確にしている。

• 国の責務（第四条）、地方公共団体の責務（第五条）、事業
者の責務（第六条）、国民の責務（第七条）を規定している。

• 関係者間相互の連携及び協力について「相互に連携を図り
ながら協力するよう努めなければならない」と規定している
（第八条）。

• そのほか、流域連携の推進（第十六条）、教育の推進（第十
七条）、施策策定に必要な調査（第十九条）等を定めている。

7

• 「水循環」という用語が初めて法律レベルで規定され、その
内容が定義された画期的な法律である。

• 「水」という普通名詞が主語となっており、この「水」には、「地
表水」と「地下水」が含まれると同時に循環する過程での全
ての水を包含している。

• 「健全な水循環」を定義し、理念において「健全な水循環の
維持又は回復」が人類共通の課題であるとしている。

• 従来、河川水は「公水」と規定されていたが（河川法第二条
ニ項）、地下水は「私水」とされ、民法第二百七条を根拠に土
地所有権の効力が及ぶと解釈されてきた。

• これに対して基本法では「水は、地表水、地下水共に公共性
の高い国民の共有財産」と規定し、地下水を初めて「共有資
源」であると法的に位置づけたことは画期的である。

• 地方自治体の中には「地下水を地域共有の貴重な財産」あ
るいは「公水」と規定する条例がかなり存在しており、基本法
の本規定は、これら条例の法的根拠となるものである。

8
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水循環基本計画の閣議決定

（水循環政策本部, 2015） 9

（水循環政策本部, 2015）
10
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（水循環政策本部, 2015）
11

基本計画に記載された地下水に係わる主な内容

• 「持続可能な地下水の保全と利用の推進」が、第2部の「政
府が総合的かつ計画的に講ずべき施策」の中で記載されて
いる。

• この中で、約2ページにわたって、「地下水マネジメント」、「体
制の整備」、「施策推進の実効性を確保するための方策」が
記載されている。

• 「貯留・涵養機能の維持及び向上」が、同じく第2部で取り上
げられている。

• また、「災害への対応」に関連して、災害応急用井戸の登録、
消火用水の確保ができる施設を整備し、大災害時における
地下水等の利用を推進するよう努めることが謳われている。

• その他、地下水の利用や挙動、地下水汚染等の実態把握の
必要性、地下水流動の可視化、データの整備とその共有、
国際協力に関連して地下水資源評価、越境地下水問題等
の課題に対して、技術協力や国際社会との対話を推進する
ことが記載されている。

12
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基本計画における地下水汚染に係わる主な事項
• 安全で良質な水の確保

水道の水源など、公共用水域及び地下水における水質保全を図るため、工場・事

業所からの排水規制、汚水処理施設における適切な廃水処理、地下浸透規制、化
学物質のリスク管理などの取組を推進する。

• 水環境：環境基準・排水規制等

工場・事業場からの排水に対する規制について、環境基準の維持・達成のため、必
要に応じて、見直しや追加を行う。

• 水環境：汚濁負荷軽減等

有害物質による地下水汚染の未然防止を図るため、有害物質を含む水の地下浸
透規制の着実な実施や流域の視点から非特定汚染源対策等を推進する。

• 水循環の現状に関する調査：地下水

有害物質の地下浸透時及び地下水中における挙動や汚染のメカニズム、浄化技
術について科学的知見を収集・整理する。

• 科学技術の振興：地下水に関する調査研究

地下水汚染浄化技術における、微生物利用について、生態系への影響に配慮した
適正な安全評価及び管理手法を踏まえた技術の普及を推進する。

• 科学技術の振興：水環境に関する科学技術

汚水の高度処理や水の有効利用促進のための革新的技術の実証、ガイドライン化
等により新技術の開発・普及を支援する。

13

基本計画に基づく水循環施策の今後の展開

• 流域において関係する行政等の公的機関、事業者、団体、
住民等が連携して活動すること（「協働型システム」）とし、こ
れを「流域マネジメント」と呼ぶ。

• 流域マネジメントを推進するため、流域毎に「流域水循環協
議会」を設置する。

• この協議会は、流域マネジメントの基本方針等を定める「流
域水循環計画」を策定し、各構成主体が連携しつつ、流域の
適切な保全や管理、施設整備、活動等を地域の実情に応じ
て実施するものとする。

• また、持続可能な地下水の保全と利用を図るため、これを目
的とした「地下水マネジメント」を流域連携の一環として計画
的に推進する。

• 森林、河川、農地、下水道、環境等の水循環に関する各種
施策については、流域水循環計画で示される基本的な方針
の下に有機的な連携が図られるよう、関係者は相互に協力
し、実施する。 14
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流域水循環に係わる学術的研究成果
「水循環」と「地下水流動系」について

• 水循環の空間最小単元は「流域」である。

• 流域は空間三次元構造を有し、この中を水は自然の
法則に従って循環している。

• 流域を単元とした水循環を考える場合には、「時間」
軸を含めた四次元の視点が重要となる。

• 中緯度湿潤地域の森林で覆われた自然流域におけ
る水循環の方向は、「降水→土壌水→地下水→地表
水体（河川・湖沼など）」である。

• したがって、河川は一般に地下水の排水経路として
機能している場合が多い。

15

• 土壌水や地下水といった地中水の流れは、物理的に
定義される「流体ポテンシャル」（Hubbert, 1940）に基
づいて「ポテンシャル流」として記述される。

h = z + ψw

ここで、h：水理水頭［L］、z:重力水頭［L］、ψw：圧力水
頭［L］である。

• ポテンシャル流としての地下水流動の実態は、Toth 
(1963) が提示した「地下水流動系」と呼ばれる概念に
基づいて明らかにされた。

• すなわち、地下水流動の空間構造は重層かつ階層構
造を呈し、 「涵養－流動－流出」という一連の空間的
な拡がりを持つ連続した「系」を構成し、地下水は水循
環の一環として機能している。

• 「地下水流動系」という概念の登場によって、地下水
流動を「可視化（見える化）」することが可能になった。

´

16
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流域の水循環システム

• 水循環の空間最小単位は流域
である。

• 流域は三次元の空間構造を有
する。

• 地表面下には土壌水帯と地下
水帯が存在し、地表面から浸
透した水は、この中を物理法則
にしたがって流動している。

• この土壌水や地下水は河川・
湖沼等の地表水体と繋がって
いる。

• 我々は地表面における地表水
体しか目で確認することが出来
ないが、流域を考える場合は時
間を含めた四次元の視点が重
要となる。

流域の水循環システム模式図（Freeze, 1974）

17

直接流出

（主として
地表流）

流量曲線（ハイドログラフ）

A：直接流出成分を想定
した分離曲線

B：地中水流出成分を
想定した分離曲線

基底流出

？

時 間

流

量

ハイドログラフの構成成分は？

（地下水流出）

1980年代：降雨流出過程の解明

18
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環境同位体などのトレーサーを用いた
ハイドログラフの分離法

• ニ成分分離法

Qt = Qn + Qo                 水収支式 （１）
CtQt = CnQn + CoQo 物質収支式 （２）

ここで、Qは流量、Cはトレーサーの濃度、t、n、oはそれぞ
れ総流出成分、新しい水の成分（降水）、古い水の成分（降
水以前に流域内に貯留されていた水）を示す。

（１）式と（２）式を連立させると、

Qo = {(Ct － Cn) / (Co － Cn）} Qt （３）

（３）式の右辺の各項は実測が可能。すなわち、（３）式に
よるハイドログラフの分離は「客観的分離法」と呼ばれる。

19

環境同位体による
ハイドログラフの分離結果

中緯度湿潤地域における降雨流出過程
（田中, 1982）

20
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中緯度湿潤地域の
降雨流出過程の解明から得られる結論

地下水流出
（古い水）

降雨流出時の総流出の60～90％

流出ピーク時の60～80％

降水の大部分は一旦は地中に浸透する

降水 土壌水 地下水 地表水体（河川水・湖沼水など）

中緯度湿潤地域における水循環の方向

したがって、地下水循環系は、わが国のような中緯度湿潤地域に
おいては、流域への入力となる降水と出力である河川水とを結び
つける重要な基幹循環系を構成していることになる（田中,1996）。

21

滞留時間を異にする地下水流動系のあり方を
示す模式図（Toth, 1995）

面と線を結びつける役割： 地下水流動系

´

米国地質調査所（USGS）が、 ”Ground Water and Surface Water: A Single 
Resource” を著したのは1998年である。

22
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・「環境基本法」の制定を
受けて、平成6年(1994
年)12月に「環境基本計
画」が閣議決定された。

・この「環境基本計画」で
は、基本的な方針として
「循環」、「共生」、「参加」、
「国際的取組」を長期的
な目標に掲げ、これに
沿って施策の展開を図る
こととした。

・水環境の保全に関わる
施策として、環境保全上
「健全な水循環の確保」
が掲げられた。

・「環境基本計画」は現在、平成24年(2012年)4月に閣
議決定された「第4次環境基本計画」に移っているが、そ
の基本理念は維持されている。

環境基本法の制定（1993）と
環境基本計画の閣議決定（1994)

「環境基本計画」

23

（1998）

本報告書において、「地下水を中心とした流域の水循環を基本単位とすること」を提言。

環境基本計画の決定を受けて開催された環境庁の懇談会

24
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「自然の水循環系とそれに果たす地下水の重要性」が冒頭
に記載される。

中央環境審議会から環境庁長官に提
出した「意見具申」（1999） の表紙。

中央環境審議会から環境庁長官に提出した「意見具申」

25

世界の動向
USGS（1998)：GW & SW: A Single Resource を発表

本文中で示されている地下水流動システムを
表す模式図。この図はToth（1995）と全く同様
な図である。

´

米国地質調査所（USGS）が、 ”Ground Water and Surface Water: A Single Resource” 
を発表したのは1998年である。 26
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越境帯水層法典(Law of Transboundary Aquifers)
2008年12月の第63回国連総会で草案採択

Transboundary Aquifer Systems
(UNESCO-IHP, 2009)

Shared Natural Resources 
(共有自然資源）

地下水に関する世界初の国際法草案

基本理念

越境地下水の流出

国境線

越境地下水の涵養

越境地下水の流動方向

27

The UNILC Draft Articles on the Law 
of Transboundary Aquifers 

Stephan ed. (2009)

ISARM 2010 at UNESCO HQs, Paris
・”ISARM (International Shared Aquifer Resources Management) 2010：
TRANSBOUNDARY AQUIFERS, Challenges and new directions” が2010
年12月にUNESCOのパリ本部で開催された。

・世界各国から水文地質学、地下水学、水文科学、法学、社会経済学等多分
野にわたる約300名の関係者が一同に会した。

・法学者や社会経済学者を含む地下水に関する国際会議としては、これまで
にない最大規模のものであり、地下水問題の解決には、「越境性」と「多分野
学際性」の視点が重要であることを印象付けた会議であった。

越境帯水層法典について講演する山田中正大使 本会議場の様子 28
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2009年のノーベル経済学賞

（Cambridge University Press, 1990, 298p.）

天然資源（コモンズあるいは共有資
源）を適切に保全・管理するには、利
用しようとする当事者が自主的に適
切なルールを取り決めて保全・管理
するというセルフガバナンス（自主統
治）の重要性を明らかにした。

また，共有資源の自主管理が
成功するために必要な条件の
一つとして，当事者によるモニ
タリングの重要性を挙げている。

Elinor Ostrom
女史

29

Groundwater Governance:
A Global Framework for Action (2011-2014)

・GEF, World Bank, UNESCO-
IHP, IAHによる国際共同プロジェ
クトが2011年から開始された。

・これまでの「地下水管理」から更
に一歩進めた「地下水ガバナンス」
の確立を目指すものである。

・そのアジア・太平洋地域会議が
2012年12月に中国の石家荘で開
催された。

・世界を五つの地域に分けた地域
会議での討論を踏まえて、2015年
4月に韓国で開催された第7回「世
界水フォーラム」において”Global 
Framework for Action”がとりまと
められた（UNESCO-IHP et al., 
2015）。

30
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世界の動向から見えて来るもの

• 基本理念としての「共有自然資源」という考え方

• 「越境性」と「多分野学際性」の視点

• 「セルフガバナンス」と「モニタリング」の重要性

• 「調整機関（coordinate function)」の欠如

• 「管理（マネジメント）」から「ガバナンス」への動き

31

ガバナンスの定義について
• ガバナンスとは、一般的には「統治」と訳される。

• しかし、そのもともとの概念は、狭い意味での政府の統治活動だけでは

なく、民間部門の活動もそれが社会の運営に係わる限り、広義の統治だ

として作られた言葉であると言われている（加茂, 2005）。

• そして、近年、グローバル化、分権化が進行するなかで、政府による「統

治（ガバメント）」では時代の課題に応えられないという認識に立って、統

治を公私諸々のステークホルダーが参加する「協働型統治（ガバナン

ス）」として再定義する考え方が広がってきているとされている（加茂, 
2005）。

• より具体的には、ガバナンスとは「意思決定やマネジメントに規律をもた

らすこと」であり、ガバナンスを確保する方法は「誰に権限と責任がある

かを明確にし、それをモニタリング（監視）しチェック（点検）できるようにし

ておくこと」である（曽根, 2008）。

では、そうした仕組みをどのように構築するのか？
これが大きな課題である！

32
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流域管理と流域ガバナンス

流域管理と流域ガバナンスの比較（八木・ 武村, 2015）

33

水循環基本計画

A 省 B 省 C 省 D 省 E 省 A 庁

政策・対策 政策・対策 政策・対策 政策・対策 政策・対策 政策・対策

地方公共団体の水循環基本計画

A 部局 B 部局 C 部局 D 部局 E 部局

地域の地下水保全アクションプラン

地域の地下水保全マスタープラン

水循環政策本部

政策・対策

調整機関機能

水循環基本法

地方公共団体の調整機関

地下水保全政策意思決定機関/機構
政策提言/評価委員会

（学識経験者）

行政機関/事業者/ＮＰＯ/ＮＧＯ/市民等

国
/政

府
レ
ベ
ル

広域連携

関係者相互の連携

各種施策の展開
ＰＤＣＡサイクルによる
点検・見直し

地
方
公
共
団
体

レ
ベ
ル

地
下
水
ガ
バ
ナ
ン
ス

EX. EX.

水循環基本法の枠組み構
造と地下水ガバナンス試案
（田中, 2015）
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2014 2019 2024 2034 2044・・・ ・・・ ・・・・・ ・・・・・

マスタープランにおける目標期間 (～30年)

年

アクションプランにおける
目標期間 (3 ～ 5年 )

Plan

Do Check

Action

P
D

C

A

P
D

C

A

MPとAPの関係

スパイラル型PDCAサイクル

計画

実行 点検

見直し

マスタープランとアクションプランの関係

マスタープランとアクションプランの関係およびPDCAサイクルによる
点検・見直しの模式図（田中, 2015）

35

今後の課題

• これまでの縦割り行政の弊害への対処として設置された「水循環政策本

部」のone coordinate functionとしての実行と実効性？

• 流域を基本単位とした「流域水循環協議会」あるいは「地下水協議会」設

置の全国展開の可能性？

• 「国民共有の財産」と規定された、共有資源としての水を保全・管理するた

めの実施体制？「マネジメント（管理）」から「ガバナンス」へのシフト。

• 水循環についての「教育」と「人材育成」ならびに「データの整備とその共

有化」等についての具体的な施策？

• 水循環基本法には「土地所有者の責務」が規定されていない。

• 一方において、土地所有に関わる「貯留・涵養機能の維持・向上」が計画

的に講ずべき施策に掲げられている。これをどう担保するか？

36
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国の責務に関わる実施例

平成27年3月発行 平成28年5月頃発行予定
37

おわりに
• 今回の法律の制定は三つの意味において画期的なことであると思われ

る。その一つは「水循環」という用語が初めて法律レベルで規定され、定

義されたこと、二つ目は地下水を含む循環する「水」が「国民の共有財

産」として、その「公共性」が規定されたこと、三つ目は「健全な水循環の

維持又は回復」という価値判断に係わる形容詞が自然現象に対して使

われたことである。

• また、これまで法的根拠が無い中で、条例等によって地下水管理を模索

してきた地方公共団体にとってはその法的根拠ができたことになり、大き

な前進と言えよう。

• さらに、水循環基本法の考え方や同基本計画の内容は、結果として水循

環に係わる学術的研究成果を反映したものであると言うことができるで

あろう。

• これからの課題としては、 「健全な水循環の維持又は回復」をキーワード

として、その実効性を図るための協働型システムとしての「流域ガバナン

ス」あるいは「地下水ガバナンス」を如何に構築して行くかが求められるも

のと思われる。
38
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(一社)建設コンサルタンツ協会 近畿支部 支部長 兼塚　卓也

(一社)関西地質調査業協会 副理事長 小宮　国盛

(一社)全国さく井協会 近畿支部 支部長 田中　良昭

現場計測コンサルタント協会　 会長 花岡　靖嘉

(一財)地域 地盤 環境 研究所　　 代表理事（京都大学名誉教授） 足立　紀尚

(一社)近畿建設協会 理事長 霜上　民生

宇野　尚雄 岐阜大学名誉教授 宇野　尚雄

嘉門　雅史 (一社)環境地盤工学研究所理事長 嘉門　雅史

阿部　信晴 阿部 信晴

橋本　　正 株式会社 地域地盤環境研究所 代表取締役 橋本　　正

西垣　　誠 岡山大学大学院 環境生命科学研究科特任教授 西垣　誠

大島　昭彦
大阪市立大学大学院 工学研究科 都市系専攻地盤工学研究
室　教授

大島　昭彦

勝見　　武 京都大学大学院 地球環境学堂教授 勝見 　武

小林　　晃 関西大学 環境都市工学部 都市システム工学科 教授 小林　　晃
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名　　　　　称

 



38社42口

名　　　　　称 入会

川崎地質株式会社 西日本支社 支社長 市原　浩司 H5

基礎地盤コンサルタンツ株式会社 関西支社 支社長 調　　修二 H5

中央開発株式会社 関西支社 支社長 束原　　純 H5

株式会社 阪神コンサルタンツ　 代表取締役社長 横田　　裕 H5

株式会社 ダイヤコンサルタント 関西支社 支社長 松田　文利 H11

応用地質株式会社 関西支社 支社長 田中　敏彦 H12

株式会社 奥村組　 取締役社長 奥村 太加典 H5

鹿島建設株式会社 関西支店 常務執行役員 副支店長 風間　　優 H5

大成建設株式会社 関西支店 常務執行役員 支店長 金井　隆夫 H5

株式会社 鴻池組 大阪本店 大阪本店長 野々上　昌博 H5

五洋建設株式会社 大阪支店 執行役員 支店長 松山　　章 H5

清水建設株式会社 関西支店 専務執行役員 支店長 池田　耕二 H6

株式会社 竹中土木 大阪本店 常務執行役員本店長 岩田　充弘 H5

戸田建設株式会社 大阪支店 常務執行役員 支店長 光用　　薫 H5

東急建設株式会社 大阪支店 執行役員 支店長 津久井　雄史 H5

飛島建設株式会社 大阪支店 執行役員 支店長 井上　和彦 H5

西松建設株式会社 西日本支社 関西支店 関西支店長 木村　博規 H5

株式会社 大林組 大阪本店 執行役員　土木事業部長 村上　考司 H12

株式会社 建設技術研究所　 取締役　常務執行役員　大阪本社長 栗田　秀明 H5

株式会社 ニュージェック 大阪本社 代表取締役社長 森本　　浩 H8

株式会社アサノ大成基礎エンジニアリング 代表取締役社長兼会長 平山　光信 H16

株式会社 森川鑿泉工業所　 代表取締役 森川　俊英 H5

綜合計測株式会社　 代表取締役 蜂須賀 義文 H5

計測テクノ株式会社　 代表取締役社長 花岡　靖嘉 H5

株式会社 共和電業 大阪営業所 所長 大倉　憲治 H5

株式会社 東京測器研究所 大阪営業所 所長 葉山　和則 H5

坂田電機株式会社　 取締役社長 坂田　　進 H7

日本コムシス株式会社 社会基盤事業本部 関西社会基盤事業部門部長 栗林　恭嗣 H5

株式会社 協和エクシオ 関西支店 取締役 専務執行役員 関西支店長 津田　俊雄 H6

株式会社 環境総合テクノス　 土木部取締役 土木統括部長 景山　　学 H15

ハイテック株式会社　 代表取締役社長 小宮　国盛 H18

一般財団法人 関西環境管理技術センター　 理事長 内藤　　昇 H19

株式会社 地域 地盤 環境 研究所　 代表取締役 橋本　　正 H21

中央復建コンサルタンツ株式会社　 代表取締役社長 兼塚　卓也 H22

株式会社 ミライト・テクノロジーズ 常務執行役員　土木事業本部長 髙木　賢治 H26

株式会社 近畿地域づくりセンター 代表取締役社長 山内　英治 H27

株式会社 不動テトラ 大阪支店 執行役員 支店長 岡村　元嗣 H27
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氏　　名 所　　　　　属 役　　職

座　　長 西垣　　誠 岡山大学大学院　 環境生命科学研究科特任教授

副 座 長 大島　昭彦 大阪市立大学大学院　 工学研究科 都市系専攻地盤工学研究室　教授

副 座 長 勝見 　武 京都大学大学院　 地球環境学堂教授

副 座 長 小林　　晃 関西大学　 環境都市工学部 都市システム工学科教授

運営委員 寺井　喜之 国土交通省近畿地方整備局　　 地方事業評価管理官

運営委員 久保田　篤 大阪府都市整備部　　 河川室河川整備課計画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 主査

運営委員 寺西　常顕 大阪市建設局 　　 道路部調整課 課長代理

運営委員 浅岡　克彦 大阪市交通局 　　 鉄道事業本部工務部 技術課長

運営委員 閑上　直浩 阪神高速道路株式会社　　 建設・更新事業本部 堺建設部 課長

運営委員 小原　和浩 阪神電気鉄道株式会社　　 都市交通事業本部 工務部 施設課 課長

運営委員 大江　一也 関西電力株式会社　技術研究所 土木技術研究室 主席研究員

運営委員 奥野　正富 NTTインフラネット株式会社　西日本事業本部 アーバンデザインセンタ 所長

運営委員 福本　育央 (一社)日本建設業連合会　関西支部 委員

運営委員 松本　恭明 (一社)建設コンサルタンツ協会　近畿支部 委員

運営委員 小宮　国盛 (一社)関西地質調査業協会 副理事長

運営委員 花岡　靖嘉 現場計測コンサルタント協会　　 会長

運営委員 飯田　　誠 川崎地質株式会社　西日本支社 技術部

運営委員 森田　修二 株式会社 奥村組　西日本支社 土木技術部 

運営委員 仲野　明彦 株式会社大林組　大阪本店 土木事業部 営業第一部 部長

運営委員 北田　奈緒子 (一財)地域 地盤 環境 研究所　 研究開発部門 統括部門長

監査役

監  査 橋本　　正 株式会社 地域 地盤 環境 研究所　 代表取締役

監  査 里深　一浩 西日本高速道路株式会社　�関西支社 建設事業部 部長
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